A Study on the Structural Understanding of Visual Experiences Utilizing Aerial Perspective Images of the City -An Experiment using Images from the First Observation Deck of TOKYO SKYTREE- by 申 炳欣
 
 
 
都市俯瞰景観画像を用いた視覚体験の構造的理解に関する研究 
－東京スカイツリー第１展望台からの俯瞰画像実験－ 
 
A Study on the Structural Understanding of Visual Experiences  
Utilizing Aerial Perspective Images of the City 
－An Experiment using Images from the First Observation Deck of TOKYO SKYTREE－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０１７年７月 
 
 
 
 
 
 
申     炳     欣 
Byoungheun, SHIN 
 
 
 
都市俯瞰景観画像を用いた視覚体験の構造的理解に関する研究 
－東京スカイツリー第１展望台からの俯瞰画像実験－ 
 
A Study on the Structural Understanding of Visual Experiences  
Utilizing Aerial Perspective Images of the City 
－An Experiment using Images from the First Observation Deck of TOKYO SKYTREE－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０１７年７月 
 
 
早稲田大学大学院 創造理工学研究科 
建築学専攻 景観・地域デザイン研究 
 
 
申     炳     欣 
Byoungheun, SHIN 
目次 
 I
目 次 
 
序章 研究の目的と方法 
序-1 研究の背景と目的•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••003 
序-1-1 研究の背景 
序-1-2 研究の目的 
 
序-2 研究の用語•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••007 
序-2-1 都市俯瞰景観 
序-2-2 視覚体験 
序-2-3 視覚体験実験と分析データ 
 
序-3 研究の枠組みと対象•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••011 
序-3-1 研究の枠組み 
序-3-2 研究の対象 
 
序-4 研究の構成と方法•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••013 
序-4-1 研究の構成 
序-4-2 研究の方法 
 
序-5 既往研究の整理•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••017 
序-5-1 既往研究の整理の視点 
序-5-2 俯瞰景観に関する研究 
序-5-3 視覚体験分析に関する研究 
 
序-6 研究の着眼点と位置づけ•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••025 
序-6-1 俯瞰景観に関連した研究における本研究の着眼点 
序-6-2 視覚体験分析に関連した研究における本研究の着眼点 
 
 
第1章 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築 
1-1 はじめに••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••031 
1-1-1 本章の目的 
1-1-2 超高層建築の定義 
1-1-3 分析の方法 
 
1-2 超高層建築の変容の概観••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••037 
1-2-1 社会・経済動向の経緯 
1-2-2 超高層建築の竣工数の推移 
目次 
 II
1-2-3 超高層建築の時期区分 
 
1-3 超高層建築の機能の変化••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••043 
1-3-1 超高層建築の用途 
1-3-2 超高層建築の上層部における空間利用 
 
1-4 超高層建築の高さと容積率の変化 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••048 
1-4-1 超高層建築の高さ 
1-4-2 超高層建築の容積率 
1-4-3 超高層建築の高さと容積率の関係 
第2章 都市俯瞰景観における注視点の分布 
2-1 はじめに••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••055 
2-1-1 本章の目的 
2-1-2 本章で用いる用語 
2-1-3 俯瞰画像の作成と被験者の選定 
2-1-4 実験方法と注視点データの抽出 
 
2-2 注視点の全体分布••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••060 
 
2-3 注視方向と注視動き••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••074 
2-3-1 注視範囲と平均注視点の位置 
2-3-2 注視点の動き 
 
2-4 注視領域 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••077 
 
 
第3章 都市俯瞰景観における注視点の疎密 
3-1 はじめに••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••085 
3-1-1 本章の目的 
3-1-2 本章で用いる用語 
3-1-3 分析の方法 
 
3-2 景観要素の分類と俯瞰画像の景観構成••••••••••••••••••••••••••••••••••••089 
3-2-1 景観要素の分類 
3-2-2 俯瞰画像の景観構成の特性 
 
3-3 注視量の算定と注視対象••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••092 
目次 
 III
3-3-1 注視量の算定によるメッシュ分析 
3-3-2 注視対象の抽出 
3-3-3 注視対象の特性 
3-3-4 俯瞰画像の景観構成と注視対象の関係 
 
3-4 注視距離と注視傾向 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••105 
3-4-1 注視距離の変化による注視対象数 
3-4-2 注視距離の変化による注視量 
3-4-3 注視距離の変化による注視対象の数の割合と注視量の関係 
 
 
第4章 都市俯瞰景観における認識点の分布 
4-1 はじめに••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••119 
4-1-1 本章の目的 
4-1-2 本章で用いる分析のデータ 
4-1-3 被験者の選定と俯瞰画像の作成 
4-1-4 分析の方法 
 
4-2 認知地図作成による予備調査••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••123 
4-2-1 調査の概要 
4-2-2 調査の結果 
 
4-3 認識点の分布特性••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••131 
4-3-1 認識点データの抽出 
4-3-2 俯瞰画像における認識点の分布 
 
4-4 認識点における発話内容 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••137 
4-4-1 発話内容の種類 
4-4-2 発話内容の頻度 
 
 
第5章 都市俯瞰景観における認識点の疎密 
5-1 はじめに••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••149 
5-1-1 本章の目的 
5-1-2 本章で用いる用語 
5-1-3 分析の方法 
 
5-2 景観まとまりの抽出 •••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••150 
5-2-1 実験の概要 
目次 
 IV
5-2-2 景観まとまりの抽出 
5-2-3 景観まとまりの指摘傾向 
 
5-3 景観まとまりおける注視と認識の比較••••••••••••••••••••••••••••••••••••158 
5-3-1 景観まとまり分布図の作成 
5-3-2 俯瞰画像における注視量と認識量の算出 
5-3-3 景観まとまり箇所における注視と認識の比較 
 
5-4 結論：研究のまとめ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••167 
5-4-1 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築 
5-4-2 都市俯瞰景観の視覚体験おける「注視」 
5-4-3 都市俯瞰景観の視覚体験おける「認識」 
 
 
終章 研究の総括･･････････････････････････････････････････････････････････173 
 
 
 
参考文献・参考資料 ･･････････････････････････････････････････････････････････183 
 
図表リスト ･･････････････････････････････････････････････････････････････････187 
 
研究業績一覧 ････････････････････････････････････････････････････････････････192 
 
 
謝辞 
研究の目的と方法 ・・・・・ 序章 
 1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
序章 
研究の目的と方法 
 
 
序章 ・・・・・ 研究の目的と方法 
 2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究の目的と方法 ・・・・・ 序章 
 3
序-1 研究の背景と目的 
序-1-1 研究の背景 
(1)都市における「眺め」への期待 
都市における「眺め」の存在は、空間体験を豊かなものにしてくれる。大野秀敏(1999)
は「都市は様々な視線が、様々な場所から発せられ、交信される場であり、我々の貪欲な
視る楽しみに応えてくれる場である。都市計画はある意味で視線の計画であるという側面
もある」と述べている序文-1)。その視線は「眺め」という人の行動によって生じるもので、
都市の中でどこからどのような構図で眺めるのか、不特定多数による「眺めの探索」によ
って都市景観は発見される。さらに、人口減少が続き開発圧力が低下する安定期に入った
現代において、環境に対する質的満足が要求されるようになり、景観に対する市民意識の
高まりから、2004年に景観法が制定され序注―1)、都市景観の保存や質的向上に向けた景観施
策が多くなされている。しかしこれらの景観施策は、重要な視点場や視対象に対する景観
評価やガイドラインの検討において、町並みをはじめとした地上面に視点場を有する景観
構成の検討が主であり、景観規制や誘導もこれに基づくものが多い。今後は、より一般的
で普通の都市の景観形成に向けた多様な「眺め」の体験を活かした景観資源の発掘が必要
である。 
 
(2)大衆的なものになりつつある 高所からの「眺め」 
近年、東京のような大都市においては、超高層建築の需要が高まっている。特に、都心
部における大規模な面的開発および都心や副都心での市街地再開発では、ほとんどの場合、
高さ100メートルを超える超高層建築物が建設され、都市空間の様相の一つとして定着し
つつある。さらに、2002年に施行された都市再生特別措置法により、民間事業者の積極的
な資本の投入による自由度の高い都市再生計画が注目されている中序注-2)、超高層建築を核
とした都市再生計画が増加することが今後も見込まれる序注-3)。日常のほとんどが建物内で
完結する現代の都市生活においては、超高層建築の建設によって人々の生活の場はしだい
に上方へと持ち上げられ、人々の生活における眺めのなかに都市を見下ろす体験―過去に
おいては非常に特殊な視覚体験であった「高所からの視線」序注-4)―も、現代においては大
衆的なものになりつつある序注-5)。このことは、これまでの超高層建築に関する議論が、
「眺めの対象」であったことに対し、視点場としての「眺めの装置」という観点から、景
観の意味が拡大したとも言える。このような背景を考えると、都心部における地上面での
眺めをもたらす景観とともに、都市のもう1つの顔を作り出している都市の俯瞰的な景観
(以下、都市俯瞰景観)も同様に重要な景観資源として位置付けることができる序注-6)。 
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(3)景観のもつ多義性を統合する「都市俯瞰景観」 
欧州の景観条約によれば、その第1章において、「「景観」とはひとびとによって知覚
される地域であり、その特性は自然の作用と人間の作用、あるいはそれらの相互作用によ
る結果である。」と定義されている序注-7)。また、「景観」の語源であるドイツ語の
Landschaftについて、｢この言葉は、地理学の中では地表の空間的まとまりを表現する場
合にも用いられてきたが、Landschaftの概念そのものの中に、すでに視覚的意味と地域的
意味の並立を認めることができる。これは、Landschaftが古くから地域という意味をもっ
ていたのに対して、ルネサンスの時代に絵画的意味が付加され、それが人間の視覚に映る
形態すなわち相観という意味に発展したことに由来する。｣としている序注-8)。 
このように、「景観」すなわち、“Landschaft”ないし“Landscape”には、地表の空
間的まとまりを基礎とする地域的意味と視覚的意味からなる多義性が認められる。 
このことは、視点を空中においた地理学的理解と視点を地上においた土木•建築学的理
解の差異としてもあらわれ、たとえば、｢黒い屋根瓦の景観｣という表現が、前者では｢黒
い屋根瓦の分布する地域｣を意味するのに対して、後者では｢黒い屋根瓦のまちなみ｣を意
味する。本研究で対象とする｢都市俯瞰景観｣は、前述の｢景観｣に込められた地域的意味と
視覚的意味からなる多義性を統合する景観である。 
 
(4)景観構造の理解を促す資源としての都市俯瞰景観 
たとえば、江戸時代の絵師である鍬形蕙斎(くわがたけいさい)の描いた「江戸一目図屏
風」は、想像をたくましくして視点を高みにあげて眺め下ろした構図で描かれたものであ
るが、江戸の景観構造を巧みに表現した都市俯瞰景観像であると評価される。 
これまでは、都市景観の構造的理解とその表現は、絵師や研究者などの専門家の能力に
委ねられており、一般の市民が都市景観を構造的に理解することは難しかった。しかし、
近年の建築の高層化による高所の視点場の増加のみならず、ドローン、グーグルアースほ
かの開発などによって、都市を俯瞰的に眺める体験、あるいは、それに類する疑似体験が
容易に可能になったことにより、都市俯瞰景観による景観の理解が変化したり、ひろく一
般に普及することも期待される。 
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序-1-2 研究の目的 
本研究は、都市部における高所の視点場から見られる広範な都市の姿を都市俯瞰景観と
して取り扱い、景観における主体の眺めの特性を把握するための視覚体験分析を行う。特
に、主体の視覚体験における「注視」と「認識」の２つに着目した実験を行い、両者の比
較を通じて都市俯瞰景観における「注視」と「認識」の特性と、それによって把握される
視覚体験の構造的な理解の特性を明らかにすることを目的とする。 
 
景観を眺める際の人の視覚体験として、東京スカイツリー第一展望台から撮影された
「俯瞰画像」に対する視覚体験実験を行い、得られた注視点データと認識点データを用い
て分析を行う。 
 
具体的には、以下の内容を明らかにすることを本研究の目的とする。 
 
＜都市俯瞰景観における「注視」に着目した視覚体験分析＞では、 
・ 人の注視特性を注視方向、注視の動きから分析し、都市俯瞰景観における人の注
視特性を明らかにする。 
・ 俯瞰画像における注視点の疎密を分析し、都市俯瞰景観において注視されている
景観要素を明らかにする。 
   
＜都市俯瞰景観における「認識」に着目した視覚体験分析＞では、 
・ 認識点の位置、景観要素の指摘内容の分析を行い、都市俯瞰景観に対する人の認
識特性を明らかにする。 
・ 俯瞰画像における注視点と認識点の疎密を分析し、都市俯瞰景観において認識さ
れている 景観要素の特性を明らかにする。 
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序-2 研究の用語 
本論文の全体を通して用いる用語を説明する。そして、各章において用いる用語は各章
で再び説明する。 
 
 
序-2-1 都市俯瞰景観 
(1)都市俯瞰景観 
「俯瞰景観」とは、俯角を持って見下ろす景観のことをいう。本研究では、都心部に位
置する視点場から眺める広域的都市の対象場を扱うことから「都市俯瞰景観」とする。 
 
(2)俯瞰画像 
俯瞰的に撮影されたシーン景観をいう。本研究では、高さ350メートルの東京スカイツ
リー第1展望台から「俯角13度」で撮影されたシーン景観を「俯瞰画像」として取り扱う。
具体的な俯瞰画像の作成方法は、第2章で述べる。 
 
 
序-2-2 視覚体験 
(1)視覚体験 
景観は、客体としての可視的形象に対して、それを観察する主体としての人が存在し、
主体と客体のかかわりにより、客体は主体にとっての環境となり、主体の経験から形成さ
れる心象が視覚に重ねあわされることにより認識される。その可視的形象を「見る」こと
によって成立する体験を本研究では「視覚体験」とする。 
 
(2)視覚体験における「注視」と「認識」の比較 
景観は眺めの総体てあって、何か単独のもの(例えば、建築だけ、ビルだけ、山だけ)の
見た目ではなく、それらの周辺にあって視野に入ってくるものとの関係のなかでの見え方
を指すため、景観を考えるためにはこれらの関係を把握することが重要である。 
本研究では、視覚体験における「注視」と「認識」に着目し、景観を構成する景観要素
間の関係を説明することを試みている。例えば、「注視」と「認識」の差異によって、印
象に残りやすいものと残りにくいものを説明することができる(序表-1)。すなわち、景観
把握における視対象(主対象、副対象)序注－9)となる景観要素間の関係を説明することができ
る。 
本研究では、視覚体験実験を通じて得られる注視点データと認識点データのそれぞれの
 疎密に着目し景観要素に対する「注視」と「認識」の比較を行う。 
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序表-1．視覚体験分析における「注視」と「認識」の関係による視対象の分類 
 注視量(低) 注視量(高) 
認識量(低) 
(指摘人数少) 
認識されにくくあまりみられないもの 認識されにくいが、よく見られるもの 
「副対象」になり易い景観要素 
認識量(高) 
(指摘人数多) 
認識されるがあまり見られないもの 
よく認識されかつ、よく見られるもの 
※本研究で扱う景観要素 
「主対象」になり易い景観要素→イメージされ易い象徴的な景観要素 
 
 
序-2-3 視覚体験実験と分析データ 
(1)視覚体験実験 
①眼球運動実験(第2章、第4章) 
俯瞰画像に対するアイマークレコーダーを用いた被験者実験。 
 
②景観要素指摘実験 
・自由発話実験(第4章) 
俯瞰画像を用いた眼球運動実験と同時に、認識される景観要素として被験者に自由
に発話させてもらう実験。 
 
・景観認識図作成実験(第5章) 
俯瞰画像を用いた眼球運動実験を終えた後、俯瞰画像の上に景観要素のまとまりを
感じる箇所を赤いペンを用いて、被験者に自由に書き込んでもらう実験。 
 
(2)分析データ 
①アイマークデータ 
眼球運動実験によって記録された被験者の俯瞰画像上の点データ。 
  
②注視点データ 
アイマークデータのうち、0.2秒以上停留した点データ。俯瞰画像における注視点の
位置(X、Y座標)と停留時間が記録されているもの(2章、4章)。 
 
③認識点データ 
景観要素指摘実験による被験者の認識が記録されたデータであり、本研究では、以下
の2つに分けられる。 
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・被験者の自由発話によって記録される俯瞰画像上に位置する点データ。注視点デ
ータのうち、景観要素指摘実験によって指摘があった瞬間の点データを言う。俯
瞰画像における認識点の位置(X、Y座標)と停留時間に加え、景観要素に関する発
話内容が記録されているもの(4章)。 
 
・被験者の景観まとまり指摘によって記録される景観認識図上に描かれた「線」又
は「面」の形態のデータ(5章)。 
 
 
 
序図-1．視覚体験実験の種類と分析データの位置づけ 
 
(3)視覚体験の実験環境について 
被験者の視覚特性を分析するためにアイマークレコーダを用いた被験者実験を行う。ア
イマークレコーダを用いた既往の景観研究は多数あるが(序表-7、序表-8)、歩行者や運転
者など移動に伴うシークエンス景観を対象とした研究が主である。これらの研究は、現場
または現場で撮影された動画像あるいは静止画像を用いて実験を行っている。 
本研究における被験者の視覚体験実験は、東京スカイツリー第一展望台において実際の
景観を対象に行うことが理想であるが、以下の理由で実現不可と判断した。 
 
①現場での実験許可が下りない。 
②当日の天候や時間など他の条件によって実験結果が左右される。 
③複数の被験者に対して同じ環境を繰り返し提供することができる。 
 
よって、眼球運動実験を行っている既往研究(序表-2)において確立している実験方法の
採用が適切であると判断し、本研究では静止画像を用いた実験を行うこととする。 
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序表-2．再現画像を用いた既往研究の実験概要 
NO 
景観類型 
再現 
画像 
採用者数
/被験者数
注視点の
抽出方法
画像提示
時間 
(１枚/１
種) 
機器 画像 
提示 
方法 分類 視対象 
6-K1 
シーン 
景観 
街路 
静止 
(18 種) 
4/8 
(男女 8) 
停留時間
10 秒 EMR-7 
（NAC 社） 
プロジェ
クターを
通じてス
クリーン
に映す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
※7-E3の
研究はプ
ロジェク
ター（2台
並列） 
7-Kh1 河川 
静止 
(6 種) 
30/- 
(大学生)
停留時間
15 秒 EMR-7 
（NAC 社） 
7-E1 棚田 
静止 
(6 種) 
8/8 
(大学生)
停留時間
15 秒 EMR-8 
（NAC 社） 
7-K4 棚田 
静止 
(7 種) 
30/78 
(大学生)
停留時間
30 秒 EMR-7 
（NAC 社） 
7-K9 河川 
静止 
（12 種） 
20/21 
(大学生)
停留時間
30 秒 EMR-Ⅴ 
（NAC 社） 
7-K11 河川 
静止 
（合成 4 種、
実写 2種） 
20、5/- 
(大学生)
停留時間
30 秒 
（4 種） 
10 秒 
（2 種） 
EMR-Ⅴ 
（NAC 社） 
7-E3 山＋建物 
静止 
（シミュレー
ション画像 6
種） 
15/- 
(大学生)
停留時間
- 
EMR 
7-E4 自然 
静止 
（シミュレー
ション画像 31
種） 
29/- 
(大学生)
- 
8 秒 
トークアイ
（竹井機器
工業） 
7-K2 
シーク
エンス 
景観 
車窓 
(夜景) 
動画 
7/9 
(大学生)
キャプチ
ャ画像 
48 分 
EMR-8 
7-K7 車窓 
5 種 
動画 
20/28 
(大学生)
キャプチ
ャ画像 
- 
EMR-8 
7-T1 街路 
5 種 
動画 
10/15 
(大学生)
キャプチ
ャ画像 
60 秒 
EMR-8 
※既往研究の番号(NO)は序表-6 から序表-7 に示した番号である(pp.20-23). 
※番号欄：灰色(実験環境を図で示した研究であり、本研究における実験環境の設定の参考にしたもの) 
※「－」は、既往研究において確認できないものを示す。 
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序-3 研究の枠組と対象 
序-3-1 研究の枠組 
本研究では視覚体験分析の際に、主体である人(主体の側)の眺めと、その眺めのうちに
着目される景観要素(客体の側)のそれぞれの特性に基づいて、都市俯瞰景観における景観
構造について論じている。特に、視覚体験実験から得られた「注視点」と「認識点」を用
いて、それぞれの「分布(主体の側)」と「疎密(客体の側)」の2つの観点から視覚体験の
分析を行う。 
 
 
序表-3．視覚体験分析の枠組み 
  視覚体験 
[注視] 
(第2章、第3章) 
 
[認識] 
(第 4 章、第 5 章) 
眺
め
の
構
造
的
分
析 
 
１ 
俯瞰画像の作成 6 種の俯瞰画像 パノラマ型の俯瞰画像 
視覚体験実験と 
分析データの抽出 
眼球運動実験 
眼球運動実験 
＋景観要素指摘実験 
▼ 
・注視点データ 
▼ 
注視点データ、認識点データ
２ 
注視点・認識点の分布 
(第2章、第4章) 
景観の[主体]側：視主体の眺めの特性把握 
・注視点の位置 
・注視点の移動方向 
・認識点の位置 
・景観要素指摘の割合 
３ 
分析データの算出 
俯瞰画像のメッシュ分析 
共通注視量 
▼ 
・注視点の疎密の分布 
共通注視量、共通認識量 
▼ 
注視点と認識点の疎密の分布
景観要素の分類 
 
景観要素の分類 
景観認識図の作成 
▼ 
景観まとまりの抽出  
４ 
注視点・認識点の疎密 
(第3章、第5章) 
景観の[客体]側：視対象として景観要素の特性把握 
共通注視量を用いた俯瞰画
像における注視特性の可視
化と、視対象となる景観要
素の特性把握 
共通注視量と共通認識量を用
いた俯瞰画像における注視と
認識の特性の可視化と、視対
象となる景観要素の特性把握
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序-3-2 研究の対象 
対象地は、高所から都市を眺める機会の増加が予想される大都市東京を選び、都心内で
現存する様々な高所の視点場のうち、最も多くの人に一般公開されており公共性が高い
「東京スカイツリー第１展望台」を選定する。そして、昼間の都市俯瞰景観を対象とする。 
 
(1)「東京スカイツリー」の概要 
東京都墨田区に位置している東京スカイツリーは、200メートル級の超高層ビルが都心
に増えたことで、より高い位置から電波を送信する地上デジタル放送への対応から600メ
ートル級の電波塔として建設された。同時に、単なる電波塔ではなく、維持コストを賄う
ための観光塔として建てられた世界一の高さ(634メートル)の自立式電波塔である。さら
に、高さ350メートルに天望デッキ、450メートルに天望回廊の2つの展望台があり、2012
年5月22日に開業した。以後、年間約630万名が来場している序文-16)。 
 
 
(2)「東京スカイツリー」の公共性について 
634メートルという物理的高さを持つ東京スカイツリーは、どこからでも見える視認性
の高いランドマーク的特徴を持っている。周囲に高層建築と呼べるものが何もないところ
に立地しており、東京タワーなど他のランドマーク的な施設に比べて、どこからでも見え
る確率が高く、一目で東京のスカイラインと分かるようなシルエットを形づくっている。
このことは、東京のアイデンティティ形成にも寄与する景観資源としての役割も果してい
る。 
そして、東京スカイツリーは単に通信塔・展望塔として建設されたものではなく、その
直下に広がる、複合商業施設東京スカイツリータウンを付帯することが特徴である。こう
した都市開発は、新たな公共空間やまちづくりの方法論として捉えられる序注-10)。 
以上のように、本来の機能であるテレビの地上デジタル化への対応に加えて、都市のア
イデンティティを形成する景観資源としての役割、さらに、周辺地域との連携した地域再
生の拠点としての成長が予想される観点からも東京スカイツリーの公共性について論じる
ことができる。 
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序-4 研究の構成と方法 
序-4-1 研究の構成 
本研究は、大きく序論、本論、結論で構成されている。 
 
序論は、序章と第1章から成り、本研究を進めるにあたっての基礎的な事項を整理し、
本論で取り上げる研究対象と分析方法を提示している。そして、第1章では、都市俯瞰景
観の視点場として超高層建築の現況を把握している。 
 
本論は、第2章、第3章、第4章、第5章からなり、東京スカイツリー第1展望台から俯瞰
画像に対する視覚体験に基づき、第2章、第3章では、視覚体験における「注視」の特性を、
第4章、第5章では、「認識」の特性を定量的に分析をしている。 
 
第2章、第3章では、眼球運動実験を行い得られた注視点データを用い、都市俯瞰景観に
おける「注視」の特性の定量的な分析をしている。 
第4章、第5章では、 眼球運動実験と景観要素指摘実験を行い得られた認識点データを用
い、都市俯瞰景観における「認識」の定量的な分析をしている。 
 
結論は、終章からなり、各章の要約を記している。 
 
研究の流れを序図-2に示す。 
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序図-2．研究の流れ 
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序-4-2 研究の方法 
本研究の各章ごとの方法を以下に示す。 
 
第1章「都市俯瞰景観の視点場として超高層建築」では、建築基準法改定により31メー
トルの高さ制限が撤廃された1994年以降2015年までに東京23区に建設された超高層建築の
全1125棟を対象に、竣工数、高さや容積率の推移、上層部の空間利用の実態を整理する。
その際、社会・経済の動向から時期区分を行い、超高層建築の竣工数と容積に関する主な
傾向を明らかにする。 
 
第2章「都市俯瞰景観における注視点の分布」では、被験者の「注視」に着目した視覚
体験分析の第1段階として、東京スカイツリー第１展望台から撮影された「俯瞰画像」に
対する眼球運動実験を行う。実験から得られた「注視点データ」について俯瞰画像上の注
視点の位置と注視点の移動方向の分析を行い、都市俯瞰景観における被験者の注視特性を
明らかにする。 
  
第3章「都市俯瞰景観における注視点の疎密」では、被験者の「注視」に着目した視覚
体験分析の第2段階として、第2章で得られた注視点データにおける注視の疎密をメッシュ
分割した「俯瞰画像」より算出する。そして、「俯瞰画像」に含まれている注視点が集中
する景観要素を分類し、都市俯瞰景観における注視対象の特性を明らかにする。 
 
第4章「都市俯瞰景観における認識点の分布」では、人の「認識」に着目した視覚体験
分析の第１段階で、東京スカイツリー第１展望台から撮影されたパノラマ型の「俯瞰画
像」に対する眼球運動実験と、自由発話による景観要素指摘実験を行う。そして、得られ
た注視点データと認識点データの平均位置、認識点データにおける発話内容の頻度を分析
し、都市俯瞰景観に対する被験者の景観認識の特徴を明らかにする。 
 
第5章「都市俯瞰景観における認識点の疎密」では、被験者の「認識」に着目した視覚
体験分析の第2段階として、4章で得られた注視点データと認識点データの注視の疎密と、
認識の疎密をメッシュ分割した「俯瞰画像」より算出する。そして、俯瞰画像上で認識さ
れる景観要素群としての「景観まとまり」を景観認識図の作成実験から抽出する。そして
「景観まとまり」の出現頻度、「景観まとまり」に対するの注視量と認識量の比較分析を
行い、都市俯瞰景観における主対象となる「景観まとまり」の特性を明らかにする。そし
て、第各章の分析結果をまとめ、都市俯瞰景観における視覚体験の構造的な理解に関して
考察する。 
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序-5 既往研究の整理 
序-5-1 既往研究の整理の視点 
本研究は、都市俯瞰景観に対する観察者の視覚体験に基づいて景観構造を論じているこ
とから、「高所からの眺望景観を対象とした研究(以下、俯瞰景観に関する研究)」と、
「景観分析における視知覚特性に着目した研究(以下、視覚体験分析に関する研究)」から
なる。 
既往研究をレビューするにあたり、1980年から2015年までに発表された審査付き論文集
として、日本建築学会計画系論文集、日本都市計画学会学術論文集、土木計画研究・論文
集、景観・デザイン研究論文集、土木学会論文集Dを対象に既往研究を整理する序注－11)。 
 
 
序-5-2 俯瞰景観に関する研究 
俯瞰景観に関する研究は、俯瞰景観そのものの景観分析に着目した研究と景観認識に関
する研究に大別される。しかし、これらの研究は、俯瞰の景観構図や印象評価、景観イメ
ージの分析が主となっている。 
 
(1)俯瞰景観そのものの景観分析に関する研究 
例えば篠原•樋口による俯角と港町の見やすさに関する研究を先駆的成果をはじめ、夜
景眺望景観の構図と印象を分析したものなどがある。 
篠原らは自然景観における高所から対象を俯瞰する場合の高さと距離の関係から、俯角
による俯瞰領域を提示した(序表-5の論文番号E3)。その結果として、景観を俯瞰する際の
認識の中心領域が俯角10度付近であり、認識する領域の下眼は俯角30度であると述べてい
る。長岡らは、俯瞰景観のもつ全体把握を考え、如何にして都市の現状を把握できるかに
関して、視覚的まとまりを把握することで俯瞰景観の構図を考察した(序表-5の論文番号
Kh8)。 最近では、松本らは視点場の高さに着目し、高さの変化に伴う各眺望景観の特徴
を素描景観による構図評価、印象評価、魅力度から分析した(序表-4の論文番号K2、K3、
K5)。これらの研究は、主に自然の景観における景観の構図論及び景観に対する心理評価
分析を実施している。 
 
(2)俯瞰景観における景観認識に関する研究 
①高層住宅の居住者に着目した研究 
居住者•非居住者を対象に、眺望の構成•眺望画像の特徴量•印象評価などの分析手法を
適宜組み合わせた研究が進められている。 
例えば、クフィルらによる人工島における高層住戸からの眺望評価 、横田らによる住民
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撮影眺望景に対する選好性の一連の研究がある。クフィルらは、大阪湾人工島の高層マン
ションの位置と高さレベル、眺望景写真の景観要素の距離と面積割合、住民の意識調査か
ら眺望性の評価を行っている(序表-5の論文番号K13)。また、横田らは非住民の被験者に
対する水際高層マンションの各階からの眺めの選好性とイメージ評価(序表-5の論文番号
K16、K17)、水際の眺望景を対象とした住民の選好性と画像特徴量(序表-4の論文番号K14)、
非住民被験者の着目範囲•要素や選好性と画像特徴量(序表-5の論文番号K12)、非住民によ
る眺望景の心理評価(序表-5の論文番号K11)など一連の研究を実施している。そのた、五
十嵐らによる超高層住宅の居室からの景観に対する満足度調査による緑地の景観評価につ
いて知見を提供した研究もある(序表-5の論文番号E1)。 
 
②俯瞰夜景を対象とした研究 
次に、俯瞰夜景に対して景観構成とその魅力を印象評価により明らかにした研究がある。 
藤井らは俯瞰夜景に着目し、夜景としての評価、街としての評価の2つの観点から印象
を評価し、俯瞰夜景が与える魅了について考察を行った(序表-4の論文番号Kh6)。乙部ら 
は俯瞰夜景に対するイメージスケッチ実験と印象評価を行い、人の認識による俯瞰夜景の
イメージ要素を抽出とその配分により俯瞰夜景の景観イメージ構造を明らかにした(序表-
5の論文番号K10)。天谷らは雑誌の俯瞰夜景写真を用い、眺望景観の構図的要素と人の心
理的選好の関連をSD法を通じて、光の線、光の面と闇の面の配置、光の輪郭線の形状のよ
うな構図的要素が印象評価に影響を与えていることを明らかにした(序表-5の論文番号T5)。 
 
(3)その他俯瞰景観に関する研究 
その他には、展望スペースや展望空間における利用者の空間利用特性を分析した研究
(序表-4の論文番号Kh4)、高層の窓際における視界と人の心理的ストレスを分析した研究
(序表-4の論文番号K4、K6)、居住空間の眺望評価を不動産価値の視点で分析した研究事例
がある(序表-5の論文番号T6)。また、高所の視点場として展望施設が持つ公共性について
論じた研究がある。宮脇勝らは、東京タワーを事例として展望施設が持つ視点場の公共性
について述べている(序表-3の論文番号T1)。 
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序表-4．俯瞰景観に関する既往研究 1 
年度 番号 論文名 著者 発行・掲載誌 NO・分冊・ページ
2015 
K1 
都市俯瞰景観における注視特性に関する基礎的研究 
：アイマークレコーダを用いた東京スカイツリーからの
景観体験実験の分析 
申炳欣,後藤春彦 
日本建築学会計画
系論文集 
80(714),pp.1875-
1883 
K2 
眺望視点の高さ変化と景観のまとまり特性 
:高所からの都市眺望景観における誘目景観の魅力 
松本直司,鈴木翔麻,
杉山祐里沙 
日本建築学会計画
系論文集 
80(713),pp.1597-
1603 
2013 K3 高所からの都市眺望景観における魅力とプレグナンツ 
松本直司,石川翔一,
杉本隆典 
日本建築学会計画
系論文集 
78(689),pp.1543-
1549 
2013 T1 
東京タワーから見た富士山の歴史的眺望保全に関する研
究：東京タワーの歴史性と展望台から見た富士山への眺
望景観アセスメント 
宮脇勝,岩田純 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
48(3),pp.1047-
1052 
2013 Kh1 
山上からの眺望景観把握にともなう回頭行動に関する研
究:大文字山と高取山からの眺望景観を対象として 
横山広充,宮岸幸正 
日本建築学会近畿
支部研究報告集 
計画系(53), 
pp.693-696 
2012 
K4 
高層における窓際デザインの身体安定感とストレスの関
係:高所ストレスの建築計画学的研究 その2 
馬淵大宇,長澤夏子,
斎藤純平,渡辺仁史 
日本建築学会計画
系論文集 
77(676),pp.1319-
1324 
K5 
視点の高さ変化に伴う都市眺望景観の特性と魅力に関す
る研究 
松本直司,石川翔一,
杉本隆典 
日本建築学会計画
系論文集 
77(675),pp.1113-
1119 
2012 Kh2 
高架駅ホームから見た眺望景観の特性とその視点場とし
ての可能性-JR大阪環状線を事例として 
山本直彦,佐藤友香,
真木梨華子,吉村茜 
日本建築学会近畿
支部研究報告集 
計画系(52), 
pp.617-620 
2012 T2 
行政界を越える眺望景観保全に関する研究 
：景観法に基づく景観計画および景観条例に着目して 
渋谷和司，中井検
裕，中西正彦 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
47(1),pp.44-49 
2011 Kh3 
山上からの眺望景観把握に関する研究 
:大文字山と高取山からの眺望景観を対象として 
横山広充,宮岸幸正 
日本建築学会近畿
支部研究報告集 
計画系(51), 
pp.669-672 
2011 K6 
高層の窓際における視界の遮蔽率と高所ストレス 
：高所ストレスの建築計画学的研究その１ 
長澤夏子,馬淵大宇,
渡辺仁史 
日本建築学会計画
系論文集 
76(662),pp.741-
746 
2010 K7 
超高層マンションにおける眺望景観が開発者の価格評価
に及ぼす影響 
沼田麻美子,小場瀬
令二 
日本建築学会計画
系論文集 
75(652),pp.1499-
1506 
2010 Kh4 
大阪市街地の眺望景観の認識に関する研究-展望空間にお
ける景観認識と眺望行動 
安藤早紀,北尾靖雅 
日本建築学会近畿
支部研究報告集 
計画系(50), 
pp.629-632 
2010 Kh5 超高層集合住宅から見える景観の経済的評価の研究 山崎和志 
日本建築学会関東
支部研究報告集 
80(II),pp.441-
444 
2009 K8 
評価グリッド法を用いた俯瞰眺望景観に対する心理的評
価の傾向分析 
土田義郎,川崎寧史,
下川雄一 
日本建築学会環境
系論文集 
74(642),pp.907-
913 
2009 T3 沿道から湖面への俯瞰景観に関する多目的評価分析 切田元，大澤義明 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
44(3),pp.433-438
2008 K9 金沢都心部における眺望景観の全体と部分の印象評価 
川崎寧史,土田義郎,
下川雄一 
日本建築学会環境
系論文集 
73(627),pp.669-
677 
2008 Kh6 
俯瞰夜景が与える魅力に関する研究 
：夜景としての評価、街としての評価 
藤井美沙,大井尚行,
高橋浩伸 
日本建築学会九州
支部研究報告集 
環境系(47), 
pp.41-44 
※K:建築学会計画系論文集、Kh:建築学会近畿支部研究報告書、T:都市計画学会学術論文集、Da:土木計画研究・論文集、Db:
景観・デザイン研究論文集、Dc:土木学会論文集D、E:その他(日本造園学会論文集、日本デザイン学会論文集 など)
※番号欄：灰色(俯瞰景観の構図)、黄色(居住者認識)、オレンジ色(俯瞰夜景認識)、白色(その他)
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序表-5．俯瞰景観に関する既往研究 2 
年度 番号 論文名 著者 発行・掲載誌 NO・分冊・ページ
2006 K10 
都市における俯瞰夜景の景観認識に関する基礎的研究 
：東京都心を対象として 
乙部暢宏,鍵野壮宏,
後藤春彦,李永桓,李
彰浩 
日本建築学会計画
系論文集 
606,pp.107-114
2005 E1 
超高層住宅居住者の意識からみた俯瞰景としての公園緑
地の評価 
五十嵐且治,木下剛,
田代順孝 
日本造園学会研究
発表論文集 
68(5),pp.763-
768 
2004 T4 
都市夜景の俯瞰景に関する計量分析 
：函館市を対象として 
渋谷敬一，小林隆
史，大澤義明 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
39,pp.187-192 
2003 K11 
水際建築物からの眺望景観の特性と被験者による心理的
評価の関連 
横田幹朗,村川三郎,
西名大作,大場誠一
郎 
日本建築学会環境
系論文集 
573,pp.79-85 
2002 
K12 
水際建築物からの住民撮影眺望景観に対する非住民被験
者による選好特性の検討 
横田幹朗,村川三郎,
西名大作,大場誠一
郎 
日本建築学会計画
系論文集 
558,pp.79-86 
K13 
大阪湾人工島における住戸からの眺望の評価 
:住民の評価と居間からの景観写真に対する重回帰分析 
クフィル イスラエ
ル ジヴ,宗本順三,
サコウスビ,川崎寧
史 
日本建築学会計画
系論文集 
554,pp.357-364
2001 K14 
住民の撮影写真に基づく水際建築物からの眺望景観の選
好特性 
横田幹朗,村川三郎,
西名大作 
日本建築学会計画
系論文集 
547,pp.87-94 
2000 T5 夜間眺望景観の構図論的考察 
天谷華子， 山崎正
史 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
35,pp.751-756 
1997 T6 超高層マンションからの眺望価値に関する研究 
吉田誠,横内憲久,桜
井慎一,閑野高広 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
32,pp.487-492 
1996 
K15 江戸・東京における眺望の変容に関する研究 千葉一輝 
日本建築学会計画
系論文集 
481,pp.157-166
K16 
被験者実験による水際建築物からの眺望景観に対する選
好特性 
村川三郎,西名大作,
横田幹朗 
日本建築学会計画
系論文集 
481,pp.103-111
1996 E2 展望地点から観賞する自然景観の景観評価に関する研究 
沼本健司,重南,古谷
勝則,油井正昭 
日本造園学会研究
発表論文集 
59(5),pp.165-
168 
1994 K17 リバーフロント住宅の眺望景観が居住性に及ぼす影響 
村川三郎,西名大作,
横田幹朗 
日本建築学会計画
系論文集 
456,pp.43-52 
1994 Kh7 
3次元コンピュータグラフィクスを用いた俯瞰景観に関す
る研究 
広本繁之,佐藤誠治,
有馬隆文 
日本建築学会九州
支部研究報告集 
計画系(34), 
pp.269-272 
1993 T7 
眺望景観の分析に基づく空間のつながりに関する考察 
：図絵資料の分析を通じて 
仲間浩一 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
28,pp.511-516 
1990 Kh8 都市の俯瞰景観における視覚的まとまりに関する研究 
長岡弘隆,奥俊信,紙
野桂人 
日本建築学会近畿
支部研究報告集 
計画系(30), 
pp.497-500 
1971 E3 自然地形と景観 篠原修,樋口忠彦 
土木学会年次学術
講演会概要集 
Ⅳ 、 pp.193-
196、1971 
1936 K18 俯瞰せる場合に於ける都市の地域別色度に就て 新海悟郎,笹間一夫 
日本建築学会建築
學會論文集 
1,pp.282-291 
※K:建築学会計画系論文集、Kh:建築学会近畿支部研究報告書、T:都市計画学会学術論文集、Da:土木計画研究・論文集、Db:
景観・デザイン研究論文集、Dc:土木学会論文集D、E:その他(日本造園学会論文集、日本デザイン学会論文集 など)
※番号欄：灰色(俯瞰景観の構図)、黄色(居住者認識)、オレンジ色(俯瞰夜景認識)、白色(そのた)
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序-5-3 視覚体験分析に関する研究 
本研究ではシーン景観としての「俯瞰画像」を用いた実験分析を行う。主体の視覚体験
特性における注視と認識の特性を分析することを目的としていることから、本研究の既往
研究は以下の2つに大別される。 
①主体の「注視」と「認識」に着目した視知覚特性の分析に関する研究：視覚的景観分
析論 
②主体の「注視」着目した景観分析に関する研究：眼球運動実験 
 
 (1)主体の「注視」と「認識」に着目した視知覚特性の分析に関する研究 
窪田は、多島海景観を対象としてとり上げ、物的対象としてではなく、視覚的ゲシュタ
ルトとしての眺望景観の資源性に注目して、新たな視点の開発により潜在的な景観資源の
有効利用について検証してた(序表-6の論文番号Da6)。 
小柳らは、熱気球の創り出す景観が人々にどのように認知されているのかを把握するこ
とを目的とし、熱気球のフォトコンテスト応募写真を用いて、熱気球特有の景観の分類抽
出と、その視覚的特性および景観構成要素の分析を行った。その結果、熱気球特有の景観
タイプとして、9っのタイプを抽出し、願望視距離(撮影者自らが操作して得られた視点と
視対象までの距離)と視角を指標として、これらのタイプの視覚的特性を明らかにした 
(序表-6の論文番号Da4)。  
高山らは、開発による地形変化が景観に与える影響を事前に評価できるようにすること
を目的とし、多摩川周辺における地形変化に着目し、標高値変化量の分布図・計量地理学
的指標・3次元景観透視図という3つの手法から地形変化の規模、特徴、視覚的な影響を定
量化しパターン分類することで、視覚的影響を計量地理学的指標を用いて分析した(序表-
6の論文番号Da2)。 
宗方は、景観評価に用いられる代表的なシミュレーション手法であるスライド提示に着
目し、視野の設定条件が評価に影響を及ぼしていることを確認した。実際の空間で見るよ
りも立体角が小さくなるような一般的な映像の提示法では環境視による環境情報の取得が
減少し、焦点視的な見方に変化すると指摘している(序表-6の論文番号K1)。山下は、写真
投影法により、沿川住民の成人と子供の河川環境に対する見方の分析を行った。その結果、
成人と子供には、把握された河川景観の空間的構図(立体的と平面的)と、河川の水の状態
の把握の仕方(動的と静的)に違いがあることを明らかにした(序表-6の論文番号Da4)。本
間らは、風力発電計画が周辺に及ぼす視覚的影響をGISを用いて予測・評価するための注
目すべき視点 の選定手法を提案し、実際に建設された風力発電施設をケーススタディと
して、手法の有効性を検証している(序表-6の論文番号K2)。 
朝海らは、17色のカラーカードと建築物を対象とし、見かけの色と視距離との関係に着
目して、視点と視対象の間の大気が、見かけの明度と見かけの彩度に与える効果を明らか
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にした。そして、視距離と見かけの色との関係の推定式を求め，任意の視距離における構
造物の見かけの色を推定する方法を示した(序表-6の論文番号Dc1)。 
山崎らは、地区住民を対象とした空間構成を再現する実験を通じて、日頃見慣れている
空間であっても、自らの記憶の中にある空間構成を再現したものは、実際の空間構成と異
なっていることを明らかにした。また、視覚情報を提示することにより空間構成への理解
が深まり、空間の再現性が高まること、実写映像よりもCGムービーを提示した方が空間の
再現性が高まることを明らかにした(序表-6の論文番号Da1)。 
岡田らは、ウォーターフロントにおける建築物の景観的役割を明らかにするため、「江
戸名所図会」を分析資料として、人と建築物と海との3要素の関わり方から抽出した6つの
「海景観賞の型」について、その空間構成がどのような視覚構造によって成り立っている
かを捉えることで、「海景観賞の型」を成立させる要件を明らかにした(序表-6の論文番
号Da3)。森らは、特徴的な地形である谷戸の景観保全のために、谷戸の景観特性として谷
戸らしさである３つの要素「(三方を囲む)丘陵、谷戸低部内の宅地、海の存在」と、8つ
の景観特性(谷戸の枝道、谷戸脇の道、谷戸つなぎの峠など)を明らかにした。さらに、視
覚構造を分析することにより景観特性の客観性を確認した(序表-6の論文番号T1)。 
 
序表-6．主体の「注視」と「認識」に着目した視知覚特性の分析に関する研究 
年度 番号 論文名 著者 発行・掲載誌 NO・分冊・ページ
2008 Da1 
視覚情報が地区住民の空間構成の再現性に与える影響に
関する研究 
山崎俊夫, 秀島栄三
土木計画学研究・
論文集 
Vol.25, 
pp.299-310 
2007 Dc1 視距離の変化にともなう色彩の見えに関する基礎的研究 
朝海なつき,松山祐
子,小泉隆,山下三平
土木学会論文集D 
Vol.63 No.4 
pp.317-328 
2004 T1 
横須賀市における谷戸の景観特性と視覚構造に関する研
究ー谷戸地域の「道」を対象として 
森貴規, 横内憲久, 
岡田智秀 
日本都市計画学会
都市計画論文集 
Vol.39, pp.127-
132 
2003 K1 
スライドを用いた都市景観評価に視野設定が及ぼす影響
に関する研究 
宗方淳, 大井尚行, 
平手小太郎, 安岡正
人 
日本建築学会計画
系論文集 
Vol.68  No.563 
pp.67-75 
2002 
K2 
風力発電施設における景観計画のための視点選定手法に
関する研究 
本間里見, 位寄和
久, 両角光男 
日本建築学会計画
系論文集 
Vol.67  No.556 
pp.349-355 
Da2 多摩川周辺における地形変化の視覚的影響の分析 
高山朋子, 窪田陽
一, 深堀清隆 
土木計画学研究・
論文集 
Vol.19 no.2, 
pp.359-364 
Da3 
わが国における「海景観賞の型」とその空間構成に関す
る研究-江戸名所図会にみる視覚構造を通じて 
岡田智秀, 横内憲
久, 島妃沙子 
土木計画学研究・
論文集 
Vol.19 no.2, 
pp.321-330 
1995 
Da4 
フォトコンテストの応募写真を用いた熱気球景観の視覚
構造分析 
小柳武和, 久我能
朗, 志摩邦雄, 山形
耕一 
土木計画学研究・
論文集 
Vol.12, 
pp.327-334 
Da5 写真投影法による河川景観の構造に関する研究 山下三平 
土木計画学研究・
論文集 
Vol.12, 
pp.335-342 
1984 Da6 
視覚構造に基づく景観の資源論的解析に関する研究ー多
島海景観を事例として 
窪田陽一 
土木計画学研究・
論文集 
Vol.1, 
pp.179-186 
※K:建築学会計画系論文集、Kh:建築学会近畿支部研究報告書、T:都市計画学会学術論文集、Da:土木計画研究・論文集、Db:
景観・デザイン研究論文集、Dc:土木学会論文集D、E:その他(日本造園学会論文集、日本デザイン学会論文集 など)
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(2)主体の「注視」着目した景観分析に関する研究：眼球運動実験 
古谷らは景観に含まれている建物の配置の変化などを扱い、注視特性と心理的評価特性
について検討をしている(序表-7の論文番号E3)。また、古谷らは、自然景観における多様
な眺望景観を対象に、眺望景観の知覚特性に関する実験を行っている。注視領域と印象の
傾向をまとめ、①コントラストのはっきりとしたスカイラインや水際線がある場合、注視
領域がその線上に分布する傾向があること、②曖昧な形や色を持つ雲、複雑な形状をした
スカイライン、複雑なテクスチャを持つ山肌など、一目で判別できないような、複雑な景
観構成要素を注視する傾向があること、③特徴的な要素、滝の流れや雪がある場合は、注
視領域がそれらの上に分布し、鑑賞者の印象に残っていること、④一面を鮮やかな色で覆
われている海や水面等、一目でわかるような景観構成要素については、注視しないが印象
に残ることの4点を明らかにしている(序表-7の論文番号E4)。 
山本は、農村景観のうち、棚田景観、特に畦畔部を中心にそれらの視認特性を物理的・
植生的側面から視線解析を行い、景観の評価構造に関わる視認特性は対象物までの距離に
より異なり、遠景では景観全体を、近景では素材そのものを把握している傾向を明らかに
した。また、遠景・近景とも景観内の異質な素材や色、それらの接続部に注目する傾向が
あることを示している(序表-7の論文番号E1)。 
村川らは、河川景観を対象に、その特徴量や景観構成要素などと眼球運動の関連につい
て検討している(序表-7の論文番号K9、K11)。また、評価者の社会・文化的背景が景観評
価に及ぼす影響について眼球運動測定実験をとおして、共通点と相違点を明らかにしてい
る (序表-7の論文番号K3、K4)。特に、西名らは、社会的・文化的背景ならびに物理的環境
条件の異なる被験者は、景観の注視特性が異なると仮説を立て、日本と中国の被験者の景
観に対する注視行動を比較分析した。その結果、日常的によく目に触れる事物は見慣れて
いるため見過ごし、視覚体験の少ない事物に対しては、それが何であるかを探索し、情報
を収集するために視線を向ける傾向があるとともに、注視特性の時系列的な変化において
も、はじめは近景と中景がよく注視され、時間経過に伴い、次第に遠景へ視線が向けられ
ることを明らかにした (序表-7の論文番号K4)。 
横田らは、水際建築物からの眺望を例にアイマークレコーダーを用いた実験を行い、景
観評価において眼球運動特性が有する意味と位置づけを示している。そこから、眼球運動
特性は、景観の構図に関する心理的評価との関連が見られることを示している(序表-7の
論文番号Kh1)。杉浦らは、日本風景画の鑑賞時における注視行動の特徴的なパターンを発
見するために、一点透視図法に従った風景画、日本独自の多視点的な構図の風景画、及び
一点透視図法と多視点的な表現法を融合した風景画を鑑賞する実験を行い、各風景画に固
有の注視行動パタンを発見している(序表-7の論文番号E2)  
古谷らは、自然景観地における多様な眺望景観を対象に、視覚認識特性の把握を試みた。
その結果、一目でわからないような複雑なもの、スカイライン・水際線を注視する傾向が
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あることを明らかにした(序表-7の論文番号E3、E4)。 
横山は、京都市内の河川空間からの眺望景観を対象に、実空間における調査ならびに、
初期段階での視覚特性把握関する眼球運動実験を行った。その結果、眺望景観における景
観構成要素は視点場からの距離にかかわらず、比較的初期段階において視点が停留し、そ
の境界は、視点場近接近傍の植栽などの遮蔽要素が作り出す景観構造により、ある程度収
斂する傾向を明らかにした(序表-7の論文番号K1)。 
西應らは、移動を伴わない擬似的映像と、移動を伴った実際の行動による学習の成果を
歩行者の情報取得の連続的プロセスという観点から格子状街路と不規則に曲がった街路を
対象に、その特性について比較検討している(序表-7の論文番号K8)。 
三井らは運転者の道路標識の認知状況に影響する要因を調査し、標識のもつ情報を運転
者に的確に伝えるための標識の設置方法に関して知見を得ることを目的に、言語報告法を
用いて、個々の標識の認知率を算出した。その結果、高齢者と若年者の標識認知率に大き
な差は見られないこと、路側標識の横方向距離は認知率に大きな影響を及ぼさないこと、
運転中に摂取すべき情報量が多い道路ほど標識認知率が低下することなどを明らかにした
(序表-7の論文番号Da2)。矢野は、認知情報処理の指標として運転者の注視行動に着目し、
対向車待ち中の右折車の運転者の注視特性の変化をドライビング・シミュレータを用いた
実験によって検討した(序表-7の論文番号Da1)。 
大野らは、移動に伴う遮蔽縁からの情景の現れ方が景観の印象形成に及ぼす影響につい
て検討し、景観構成要素の出現順序や注視傾向、印象要素との関連を示している(序表-7
の論文番号K5)。また、渡辺らは、商業地域の看板に着目し、昼間における歩行者の看板
に対する注視特性を明らかにした(序表-7の論文番号T1)。さらに、李らはゆりかもめの車
窓シークエンス景観における昼・夜間景観の注視対象、注視方向、注視動きの相違や特性
を明らかにした(序表-7の論文番号K2) 。 
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序表-7．主体の「注視」着目した景観分析に関する研究：眼球運動実験 
年度 番号 論文名 著者 発行・掲載誌 NO・分冊・ページ
2013 K1 
河川空間における初期眺望景観把握に関する研究 
:京都市内の河川空間からの眺望景観を対象として 
横山広充，宮岸幸正 
日本建築学会計
画系論文集 
78(683), 115-122
2008 Da1 右折矢表示が運転者の注視特性に与える影響に関する研究 矢野伸裕 
土木計画学研
究・論文集 
Vol.25 no.4 、
pp.829-834 
2007 K2 
車窓シークエンス景観の夜間注視特性に関する研究：アイ
マークレコーダを用いた東京都ゆりかもめ沿線地域の昼・
夜間景観の比較 
李永桓、後藤春彦 
日本建築学会計
画系論文集 
613, pp.143－150
2005 Kh1 眼球運動特性からみた眺望景観評価に関する研究 
横田幹朗，村川三郎，
西名大作 
日本建築学会総
合論文誌 
3，pp.84-90 
2003 E1 視線解析装置を用いた棚田景観の視認特性に関する研究 山本聡, 前中久行 
ランドスケープ
研究 
Vol.66 No.5, 
pp.675-678 
2002 
K3 
中国・日本・欧州の被験者による河川景観の認識・評価 
と注視特性に関する分析 
金華，村川三郎，西名
大作 
日本建築学会計
画系論文集 
559，pp.71−78 
K4 
中国・日本の被験者による地域景観の注視特性と評価構造
に関する分析 
西名大作，村川三郎，
金華，大石洋之 
日本建築学会計
画系論文集 
557，pp.103−110
K5 
移動に伴う遮蔽縁からの情景の現れ方が視覚的注意の誘導
および景観評価に与える影響 
大野降造，字田川あつ
さ，添田昌志 
日本建築学会計
画系論文集 
556，pp.197−203
K6 
地下鉄駅舎とその仮想現実空間における探索歩行時の注視
と歩行行動の比較 
鈴木利友、岡崎甚幸 
日本建築学会計
画系論文集 
555、pp.199-205
E2 
ILPを用いた風景画の鑑賞時における注視行動パターンの
発見 
杉浦徳利，守山敦子，
岡崎甚幸 
電子情報通信学
会技術研究報告 
102(44),pp.1-5 
2001 
Da2 運転者の規制標識認知に影響する要因に関する研究 
三井達郎, 矢野伸裕, 
木平真 
土木計画学研
究・論文集 
Vol.18 no.5, 
pp.833-842 
K7 
車窓シークエンス景観における注視特性に関する研究 : 
都電荒川線の車窓景観によるケーススタディ 
古田五波、後藤春彦、
三宅論 
日本建築学会計
画系論文集 
540、pp.213-220
T1 
商業地街路における歩行注視特性に関する研究－品川区戸
越銀座商店街外のビデオ映像を用いた分析 
渡辺聡、後藤春彦、三
宅諭、中村隆 
日本都市計画学
会学術研究論文
集 
No.36,pp769-774
1999 
K8 視覚行動からみた街路空間の連続的認識 西應浩司, 材野博司 
日本建築学会計
画系論文集 
64(525), 
 pp.233-239 
K9 河川景観の画像特徴量と被験者の心理的評価構造の関連 
村川三郎，西名大作，
植木雅浩 
日本建築学会計
画系論文集 
524，pp.53−60 
K10 歩行者の注視傾向からみた空間把握に関する研究 知花弘吉 
日本建築学会計
画系論文集 
520,pp159－164 
1996 K11 河川景観の画像特徴量と被験者注視点の関連 
村川三郎，西名大作，
植木雅浩 
日本建築学会計
画系論文集 
479，pp.67−76 
1994 
E3 
自然景観における建築物の位置の変化と景観認識との関係
に関する研究 
裴重南，古谷勝則，油
井正昭，沼本健司， 
児島隆政 
日本造園学会研
究発表論文集 
57(5),pp.289−294
E4 自然景観地における眺望景観の認識特性に関する研究 
古谷勝則，襃重南，油
井正昭，石井弘，児島
隆政，沼本健司 
日本造園学会研
究発表論文集 
57(5),pp.283-288
1988 
Da3 
ビジュアルシミュレーションによる運転者の視線解析手法
について 
萩原亨,加来照俊 
土木計画学研
究・論文集 
Vol.7,  
pp.289ー296 
Da4 運転者の注視点とその評価に関する研究 萩原亨,加来照俊 
土木計画学研
究・論文集 
Vol.6, 
pp.121-128, 
※K:建築学会計画系論文集、Kh:建築学会近畿支部研究報告書、T:都市計画学会学術論文集、Da:土木計画研究・論文集、Db:
景観・デザイン研究論文集、Dc:土木学会論文集D、E:その他(日本造園学会論文集、日本デザイン学会論文集 など)
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序-6 研究の着眼点と位置づけ 
前節では、高所からの眺望景観に関する研究、景観の視覚体験に関連した研究について、
既往研究を整理した。それらの研究を踏まえて本研究を着眼点を整理する(序表-8)。 
 
 
序-6-1 俯瞰景観に関連した研究における本研究の着眼点 
1990年半ば頃から見られる建築・都市計画の分野における俯瞰景観について論じた研究
をみると、景観あるいは視点場に対する視覚的範囲について定量化したり、海や山などの
自然地形と夜間の景観を対象とする景観の構図論及び心理的評価分析を実施した研究が多
い。 
本研究における俯瞰景観の分析は、都心部における広域的スケールの俯瞰景観を対象に、
景観の特徴について論じるための最も基層的な段階である視覚体験に着目した基礎的な研
究に位置づけられる。 
 
 
序-6-2 視覚体験分析に関連した研究における本研究の着眼点 
注視傾向に関する研究は、その大半が注視点の位置や注視時間などから得られる景観構
成要素に着目した研究で、注視と印象の関係に対し定性的な評価をするに留まっており、
異なる媒体の比較についての考察はされていない。 
これらの研究は、景観主体である人の視線分析から眺め方に着目した研究である。しか
し、種々の既往研究があるものの、その多くは注視点数や注視時間に着目した、人の注視
行動や注視対象を検討している。今回、眼球運動特性を景観の構造を理解する手がかりと
して考える場合、これまでと異なるパラメータの考案や、実際に見ているのかを検証する
など、さらなる知見の蓄積が必要と考える。 
本研究は、注視と認識の関係を明らかにする点では古谷ら(序表-6の論文番号E2、E3)と
横田らの研究(序表-6の論文番号Kh1)に近いが、「注視点」の分析方法に「認識点」を加
え、注視と認識の関係を定量的に分析する点で新規性が認められる。また、眼球運動をパ
ラメータとすることよりに、注視点と認識点の分布のほか、注視対象や認識対象の捉え方
などを検討する上で有効な方法を開発する。さらに、分布のみならず注視点と認識点の疎
密を加え、視覚体験の構造を把握するための眼球運動の関与の程度を実験的に明らかにす
ることを試みるものである。 
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序表-8．既往研究の分類と本研究の着眼点 
 
既往研究 
本研究の着眼点 
着目点 成果・現状 課題 
俯
瞰
景
観 
景観構図分析 
俯角、奥行き感な
どの指標 
山、海など自然地形に
視点場を有する俯瞰景
観が中心 
→ ①都心部における高所からの
眺め 
②広域スケールの景観 
景
観
認
識 
①居住者 
景観のイメージに
着目 
心理的評価の中心 
(景観選好度・満足度) 
→
①俯瞰景観として分析の対象 
→昼間の景観 
→俯瞰画像を用いた被験者実
験による景観体験 
 
②俯瞰景観における景観要素 
→主対象となる景観要素 
→景観まとまり 
②夜間景観 
光に限った景観要素分
類 
視
覚
体
験
分
析 
視知覚特性分析 
・景観分析方法論
の検証 
・景観構成要素間
の関係考察 
・注視と心理的評
価の関係解析 
・自然地形、山などの
限られた視対象を扱
う 
・単一ものとしての眺
望点(視対象)を対象
とした分析か多数 
(視距離、視野角など) 
→
→
①既往の眼球運動実験の補完 
→景観要素指摘実験の併用 
 
②データの分析方法 
→注視点、認識点の分布 
→注視点、認識点の疎密 
 
③注視と認識の特性の可視化 
→被験者群の共通の傾向とし
て分析結果に反映するため
に、 
→景観画像のメッシュによる
注視点と認識点の集積を算定
する方法の考案 
→共通注視量、共通認識量 
眼球運動実験 
・注視点の定義
(0.2秒以上停
留) 
・眼球運動実験の
方法の考案 
・注視行動と印象の関
係把握が中心 
・シークエンス景観の
分析が中心 
・眼球運動の際の注視
と認識に関する定量
的な分析が必要 
↓ ↓ 
 
・上記の景観分析は自然や夜間の俯瞰景観を対象とし、注視行動と印象・イメージの関係を分析したもの
が多数 
・景観分析における視覚体験における注視と認識の関係を考慮する明確な方法論の考案が必要 
 
→都市部における昼間のマクロなスケールの俯瞰景観を対象とし、視覚体験における「注視」と「認識」
の比較する分析方法を考案し、俯瞰景観に対する被験者の視覚体験の特性を明らかにする。 
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<注釈> 
序注-1)2003年7月に国土交通省が発表した「美しい国づくり政策大網」の中に書かれていた景観に
関する基本法制の制定という内容が形になって2004年6月18日に公布されたのが景観法であ
る。 
序注-2)都市再生特別地区(以下、特区)は、都市の国際競争力の強化及び魅力向上の支援政策として
新たな都市計画特例制度である。特区は、事業者から提案された都市再生への貢献に応じて、
容積率などの規制緩和を受けられる特例制度であり、民間事業者が提案した公共貢献は都市
計画素案の段階で評価され、規制緩和の内容が決定する。 
序注-3)最近の都心部における超高層建築物の形態に登場する都市再生事業は、周辺地域への波及効
果を期待する趣旨での計画、つまり地域貢献、いかに波及させるか、波及をねらって周辺地
域を横断する事業をいかに計画するかなど、垂直空間の質と量的拡大を求められている。さ
らに、超高層建築を拠点として周辺地域をつなぐ公共貢献について、地域全体を俯瞰する観
点から計画する例が見られている。 
序注-4)そもそも高所から都市を見下ろす行為は、かつて一部の特権的な人びとに独占されていた。
それまでも山や丘の上から眺めることができたが、天守、聖堂の鐘楼などの人工的な構造物
の上に登れるのは限られた人たちだけであった。しかし、近代以降の高層建築物の大衆化は、
高所からの眺めを一般市民に開放した 。 
序注-5)近年におけるテレビ塔、展望タワー、オフィスビルの最上階に設けられた展望室など、展望
可能なスぺースから眼下の都市を眺めることができるようになっている。また、超高層マン
ションの部屋からの眺望を売りにした上層階ほど高い販売価格設定がなされているものが少
なくない。 
序注-6) 芦原(1979)は「都市の街並みにおいて俯瞰景をふやすことは都市の魅力を増加する」と、
都市における高所からの眺めの重要性をのべている(序文-3、pp.143より)。 
序注-7)英語原文：Article 1 Definition ―"Landscape" means an area, as perceived by people, 
whose character is the result of the action and interaction of natural and/or 
human factors。(序文-17、pp.2より) 
序注-8)世界大百科 第二版「景観」(序文-18、ネットより)(2017.04閲覧)  
序注-9)篠原のシーン景観を中心とした景観把握モデルでは、景観を視点、視点場、視対象(主対象、
副対象)、対象場の四つの構成要素の関係として捉えている。それに従って本研究では、視
点から眺められる環境とその構成要素を「視対象」、その視対象となるエリア全体を「対象
場」とする(序文-11、pp.30-31より)。 
序注-10)基本的には人々の物質的な厚生を向上させている一方で、従来の商店街などを壊滅させ、
地域の伝統や景観、共同体などの文化性を奪って画一化するなど批判の対象にもなってきた。
しかし近年は、テーマパーク的な手法を洗練させることによって、かえって地域の個性を再
確立し、場合によってはコミュニティ形成の機能を担いうるような新たな公共空間やまちづ
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くりの方法論として捉え直そうとする機運も興りつつある(序文-14、pp.29-30より)。 
序注-11)土木計画研究・論文集(1984～2010)は2011年以降に「土木学会論文集D3(土木計画学)」へ
継承、景観・デザイン研究論文集(2006年～2010年)は2011年以降に「土木学会論文集D１(景
観・デザイン)」へ継承された。 
 
<参考文献・資料> 
序文-1)大野秀敏：視線の場として都市、東京大学大野秀敏研究室、http://kingo.arch.t.u-
tokyo.ac.jp/ohno/po/article_Folder/sisennoba.html、1999（2017.05月閲覧） 
序文-2)岡村祐：東京における眺望景観の過去・現在・未来、地学雑誌Vol.122 No.6、pp.1056～
1069、2013 
序文-3)芦原義信:街並みの美学、岩波書店、1979 
序文-4)樋口忠彦:日本の景観、春秋社、1981 
序文-5)石川栄耀:日本国土計画論、八元社、1942 
序文-6)西村幸夫: 環境保全と景観創造—これからの都市風景へ向けて、鹿島出版会、1997 
序文-7)柴田久、斎藤潮、土肥真人、永橋為介: 環境と都市のデザイン、学芸出版社、2004 
序文-8)土岐寛：日本人の景観認識と景観政策、日本評論社、2015 
序文-9)土岐寛：景観行政とまちづくり、時事通信社、2005 
序文-10)市川宏雄、森記念財団都市戦略研究所:東京2025ポスト五輪の都市戦略、東洋経済新報社、
2015 
序文-11)篠原修、景観デザイン研究会：景観用語事典(増補改訂版)、彰国社、2007 
序文-12)後藤春彦：景観まちづくり論、学芸出版社、2007 
序文-13)佐々木葉、内山久雄：ゼロから学ぶ土木の基本 景観とデザイン、オーム社、2015 
序文-14)中川大地：東京スカイツリー論、光文社、2012 
序文-15)樋口忠彦：景観の構造、枝報堂出版、1975 
序文-16)東京スカイツリー・プレスリリース： 
http://www.tokyo-skytree.jp/press/upload/20130522_1y.pdf(2013.05閲覧) 
序文-17)European Landscape Convention： 
https://rm.coe.int/CoERMPublicCommonSearchServices/DisplayDCTMContent?documentId=
0900001680080621、2000.10(2017.04閲覧） 
序文-18)世界大百科事典 第二版、2006 
序文-19)国土交通省：第8回『新たな「国土のグランドデザイン」構築に関する有識者懇談会』配布
資料―人口関係参考資料―、2014 
序文-20)大澤昭彦：超高層建物の世界史、講談社、2015 
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1-1 はじめに 
1-1-1 本章の目的 
第二次世界大戦後の高度経済成長期以降の日本の大都市の都心部における主要な変化は、
常住人口の減少と雇用の増加及びこれと関連する諸変化である。景観的な面からみた主な
変化は、既存の住宅または工場や商店が取り壊されてその跡地にオフィスビル、商業ビル、
高層マンションなどの中高層の建築物が建設されたことである。なお、1990年代後半から
東京などの大都市の都心部において、常住人口の増加が見られる。この増加は約40年間続
いた都心部における人口減少からの大転換である。この現象は人口の都心回帰と呼ばれる
こともある。これに伴って、近年の諸都市において土地の高度利用による超高層建築の建
設が増加している。これは、景観的な観点から、超高層建築の役割が視点場としての「眺
めの装置」に拡大していたとも言える。 
本章では、都心部における都市俯瞰景観の視点場としての超高層建築に着目し、東京２
３区における建築基準法改定により31メートルの高さ制限が撤廃された1964年以降に建設
された超高層建築対象に、竣工数、高さや容積率の推移、上層部の空間利用の実態を整理
する。 
 
 
1-1-2 超高層建築の定義 
「超高層建築」は研究者の目的に合わせ定義される場合が多い。本研究では、高さに着
目して「超高層建築」の定義を行う。 
超高層とは、高層建築物の中でも、特に高い建築物を称する高さの相対的な概念であり、
明確な基準が設定されていない。特に、「高層建築(high-rise building)」又は「超高層
建築(super high-rise building)」という用語が持つ意味は、大都市と中小都市、または
先進国と後発開発途上国の間には差があり、その時代の社会的なニーズや観点によって定
義される概念であり、一律的な定義はできない注1-1)。 
ヨーロッパでは12階以上を高層として定義しているが、シカゴやニューヨークなどのよ
うなアメリカの都市では70階以上が超高層として認められている。なお、高層ビル・都市
居住協議会(CTBUH：Council on Tall Building and Urban Habitat)によると、「高層建
築(Tall Building)は建築の高さあるいは階数ではなく、高層建築はデザインと建築用途
に直接的な影響を与える高層性(Tallness)を持つ建築物であり、その高層性によってとの
地域や時代にも存在する一般的な建築物のデザインや施工、さらに、使用や維持管理の側
面において他の建築とは異なる条件を誘発する建築物」と定義している注1-2)。これは、一
般的な階数或いは高さの概念から扱う外形的な意味よりも、高層建築が持つ社会・文化的
な象徴性を示しているといえる。 
第１章 ・・・・・ 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築 
 32
韓国における超高層建築の定義は、1960年代は21階以上の建物が(超)高層建築の概念的
範囲であったが、1990年代に入り、30階以上の建物を総称した。建築都市学に関する分野
で、超高層は高さ200メートル又は50階以上の建物と定義している見解もある注1-3)。 
一方、日本においては、法律的に消防法(第8条の2)、電波法(第102条の3)において、高
層建築物を「高さ31メートルを超える建築物」と定義されている。過去、昭和38年(1963
年)の建築基準法の改定以前は、大正8年制定の｢市街地建築物法｣では100尺(約31ﾒｰﾄﾙ)と
いう高さ制限が存在していた。そして、超高層ビルという用語は、昭和43年(1968年)に日
本において初めて高さ100メートルを超えた霞が関ビルディング(高さ147メートル)に対し
て用いられた注1-4)。なお、超高層建築については、法律的な定義は存在しないが、「建築
基準法施行令第36条」、「ガス事業法施行規則第106条」等において高さが60メートルを
超えるビルに対しては、建築構造や防火構造などについてそれ以下の高さのビルとは異な
る制限を課していることより、60メートル以上を超高層建築物と解釈する場合もある注1-5)。 
 
表1-1．各国における超高層建築の定義(高さによる定義) 
国 超高層建築の定義 
アメリカ(CTBUH) 高さ300ｍ又は984ft以上の建築物 
ヨーロッパ 12階以上の建築物 
中国 高さ100ｍ以上の建築物 
韓国 50階以上又は高さ200ｍ以上の建築物 
ホンコン・シンガポール 35階以上の建築物 
日本 高さ60ｍ以上の建築物 
※出典：Park(2010), CTBUH(2016),Lee(2006), 日本建築総合試験所を参考に再整理 
 
以上のように、どの程度の高さのビルを超高層ビルと呼ぶのかについては、国際的にも
明確な定義はなく、超高層は時代や場所によって異なる概念適用が可能であるといえる。
また、論者によってさまざまなかたちで定義され、必ずしも研究者の間で統一的な理解が
形成されているとはいえないが、共通的には「垂直性を志向する特異の高さ」に着目して
いる。 
本研究では、以下の条件に着目し超高層建築の定義を行う。なお、本研究で扱う高さの
定義は法律的基準と超高層建築の高さデータを用いている。そのため、階数よりも高さに
よる定義をしている。 
 
・高さ的観点から超高層の定義を示すこと。 
・近年の東京を研究の対象地にしていること。 
・東京都内に存在する60ｍ以上の超高層建築(1125棟)の平均高さを考慮すること注1-6)。 
 
以上のことを踏まえ、本研究における超高層建築は「垂直性を志向する人工的な高さを
持つ建築物」であり、高さによって高層建築(31ｍ以上)、超高層建築(60ｍ以上)、超々高
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層建築(100ｍ以上)と定義する(図1-1)。 
 
 
図1-1．本章で扱うの超高層建築の定義 
 
1-1-3 分析方法 
(1)超高層建築データ 
本章における超高層建築物のデータとしては、東京都発行の「建築統計年報平成26年
版」の資料11-2「超高層建築物一覧(60ｍを超えるもの)」を用いる注1-7)。このデータの対
象となる建築物は1964年から2014年3月末までの建築確認済みの建築物のうち、高さ60m以
上のものである。竣工年は建築確認申請時における「竣工予定年月」によるため、多少の
ずれがある可能性がある。超高層建築物の竣工予定の統計であるが、超高層建築物の解体
事例は少ないため、現存するストック数にほぼ近似したものと考えられる。なお、ここで
超高層建築物とは高さ60m以上の建築物と定義する注1-8)。 
さらに、東京都区部における超高層建築物を対象とするため、超高層建築物一覧の全
1159棟のデータから23区以外の33棟と不明なデータ1棟を除外した、総1125棟の超高層建
築物を対象にする(表1-2)。 
 
表1-2．本章で使用する超高層建築データの数 
・東京都全体 ：
・23区以外 ：
・高さ、竣工年などテータ不明 ：
1159棟 
33棟* 
1棟 
計 ： 1125棟 
※23区以外：八王子市(8)、立川市(3)、武蔵野市(2)、三鷹市(1)、府中市(6)、調布市(1)、町田市
(1)、国分寺市(1)、小金井市(1)、東村山市(1)、多摩市(5)、稲城市(2)、西東京市(1) 
 
なお、上記の統計資料における各建築物の所在をGoogleEarthのアドレスマッチングに
より、経緯度の座標系への変換した。その結果得られた東京都区部における超高層建築物
の分布は図1-2である。 
 
(2)用途区分 
建築統計年報なお、建築の用途については表1-3のように分類し整理を行う。住宅と非
第１章 ・・・・・ 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築 
 34
住宅による分類、用途の複合構成による分類、そして、詳細用途の再整理を行う。 
 
①住宅と非住宅による分類 
用途については、事務所、共同住宅、非共同住宅(事務所以外)、複合用途に分ける。 
 
表1-3．「住宅と非住宅」による用途の分類 
分類基準 ○ ● △ 
住宅と非住宅 共同住宅 事務所 非住宅(事務所以外) 
 
 
(出典)東京都建築統計年報(2014)における所在を基にGoogleEarthのアドレスマッチングにより作成 
図1-2．東京都23区における超高層建築の分布注1-9) 
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②用途の複合構成による分類 
・単一用途：１つの用途に構成されている超高層建築の場合 
・単一複合用途：2つの用途に構成されている超高層建築の場合 
・複数複合用途：3つ以上の用途に構成されている超高層建築の場合 
 
表1-4．「単一と複合」による用途の複合構成形態の分類 
分類基準 □ ■ ◇ 
単一用途と複合用途 
単一用途 単一複合用途 
(用途 2つ) 
複数複合用途 
(用途 3つ以上) 
 
③用途の詳細 
今回用いた東京都統計年報では、総1159棟の建築物に対し約100種類の用途が掲載され
ている。本章では、東京区部の都心地区のおもな機能的変化の把握という視点から、分析
対象とする超高層建築物の用途を再整理する必要がある。 超高層建築物一覧上に掲載さ
れた「用途」に基づき、不明な場合は現況も加味しながら分類作業を行った。最終的に12
種類の用途(大分類)と20種類の用途(詳細)にまとめたのが表1-5である。この用途分類は
東京都都市整備局発行の東京都都市計画地理情報システムのデータ定義書における建築用
途コード表に基づくものである。 
 
(3)高層建築の上階部の空間利用の分類 
東京都区部における超高層建築物の上階空間の開放性に着目し、都市俯瞰景観の視点場
の提供の実態を探り、眺望を活かすための今後の超高層建築の空間利用のあり方に対する
示唆を得る。超高層建築の上階部の空間利用の把握する際に、高さ100メートル以上の
超々高層建築における単一用途のものを除外した、複合用途の超々高層建築(全278棟)を
対象とする。そのうち、確認できる187棟における上層空間の空間利用について整理を行
う。 
上層空間の空間利用については、大きく入居者専用の「非公開」と、それ以外の「一般
公開(一般利用)」に分けて整理を行う(表1-6)。 
 
表1−6．超高層建築の上階部における一般公開と非公開の区分 
区分 定義 
非公開 オフィス、共同住宅などの入居者のみの利用可能な場合 
一般公開 
(一般利用) 
建築の高層部に眺望を目的に設置されたフロアまたは、訪問客が利用可
能な付帯施設がある場合 
(例：展望ラウンジ、レストラン、カフェー、食堂街、文化施設など) 
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表1-7．一般公開(一般利用)の用途の詳細 
分類 詳細用途 
1 展望フロア 展望台、展望室、展望ロビー、展望ラウンジ 
2 レストラン 展望レストラン、 バー、学生食堂 
3 宿泊 客室(ホテル)、ゲストルーム、 
4 専用商業 食堂街、商業街 
5 文化・業務 
多目的ホール、美術館、(貸)会議室、宴会場、
コンファランスプラザ、ショールーム, 
6 その他 屋上庭園、 
 
 
表1-5．超高層建築における用途の分類 
大分類 詳細分類 詳細用途* 
△官公庁施設 庁舎、消防署、通信局舎、電信局、派出所 
△教育文化施設 教育施設 学校、大学、短期大学、専門学校、高等専門学校、専修学校、中
学校、高等学校、教育研究施設、研究所、専修学校 
文化施設 図書館、美術館、専物館、文化施設、文化教室、展示場 
集会施設 集会場、集会所、宴会場、結婚式場、ホール、会議室、産業会
館、公会堂、議員会館 
△厚生医療施設 医療施設 病院、診療所、介護老人保健施設、重症心身障害児通所施設等 
厚生施設 保育園、保育所、児童館、老人ホーム、養護老人ホーム、地方公
共団体支援、区民施設、福祉施設、厚生施設、公益施設、区民セ
ンター、児童福祉施般等他、子育支援施設他、区民会館、公益施
設 
△供給処理施設 変電所、地域変電所、地域冷暖房施設、電気通信施設、通信施
設、電気通信事業用機械室、電気通信事業用施設、電波塔 
●事務所建築物 事務所 事務所、銀行、貸事務室、新聞社、電気通信業務用施設 
放送施設 テレビスタジオ、撮彫スタジオ、放送局 
△専用商業施設 商業施設 店舗、飲食店舗、物販店舗、百貨店、書店、物品店、食堂、自動
車ショールーム 
公衆浴場など 公衆浴場 
△宿泊・遊興施設 宿泊施設 ホテル、宿泊施設、寄宿舎、独身寮、寮 
遊興施設 遊技場、倶楽部 
△スポーツ・興行施設 スポーツ施設 スポーツ施設、スポーツ練習場、水氷場、アスレチッククラブ 
興行施設 劇場、映画館、観覧場、興行場 
○共同住宅 共同住宅 
△専用工場 自動車修理工場外、工場、作業所 
△倉庫運輸関係施設 運輸施設 バス鉄道施設、駅施設、管制塔、モノレール駅 
倉庫施設 自動車車庫、自転車車庫、倉庫、防災備蓄倉庫、防災倉庫、自走
式駐車場、ガソリンスタンド、駐車場、公共駐車場 
△その他 寺院、神社、道路上空連絡路 
※ *は東京都の建築統計年報｢超高層建築物一覧表｣上の用途を示したもの. 
※ ○:共同住宅  ●:事務所  △:非住宅(事務所以外) 
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1-2 超高層建築の変容の概観 
ここでは、社会的な動きと高層化はどのような関係にあったのか、とりわけ超高層化は
いかに進行していきたのか。この点を明らかにするため、1963年以降の社会・経済的状況、
超高層建築物の竣工数に着目し、超高層建築物の変容について時期区分を行う。 
 
 
1-2-1 社会・経済動向の経緯 
1980年代後半から株価に続けて地価が高騰し、1990年代に入り株価は上下に変動しつつ
もGDPのトレンドに収斂しようとし、地価についてはGDPとは関係なく、継続して下落して
きたことがわかる(図1-3)。 
6大都市における市街地価格指数の推移をみると、1964年以降、1972～1974年(図1-3の
「A-①」)の日本列島改造ブームを背景に企業の事業用地取得や大都市への人口集中等に
よる旺盛な土地需要の発生、投機的需要が増大、農林地を含め全国的に上昇、1986～1991
年(図1-3のA-②)の金余り状況を背景とし東京中心の需要拡大が全国に波及しバブルが発
生、投機的取引の増大した時期の大きく2回の地価の高騰期が観測できる。 
一方、1974～1975年(図1-3のB-①)の第1次石油ショックとそれに伴う不況、91年以降
(図1-3のB-②)のバブル崩壊後の長期的な調整、の2回があり、現在では、住宅地、商業地
の価格をみると、絶対水準では住宅地は1984年(昭和59年)、商業地は1978年(昭和53年)の
バブル景気以前の水準になっている地価の下落期が観測できる。 
近年では、2006～2008年に連続して地価の上昇幅が拡大している傾向が見えるが、全体
的には地価のマイナス幅の縮小傾向が観察される。バブル崩壊の1991年以降、平成景気を
経て0％金利や量的緩和策の維持、不良債権処理が徐々に進んだにもかかわらず、地価は
長期に渡って下落と停滞を続けている。 
 
 
1-2-2 超高層建築の竣工数の推移 
2014年3月現在、東京都23区内に60ｍを超える建物は1125棟ある注1-10)。図1-4は東京都23
区内における60ｍ超の建築物の建設数の推移と最も高い超高層建築物の高さを時系列に示
したものである。1964年以降の竣工数の推移を見ると、1987年と2001年に竣工数の急増が
見られる。 
1987年までには、1968年竣工の霞ヶ関ビル(高さ156ｍ)を皮切りに、年間2棟から10棟程
度、約2～3年ごとに最高の高さを更新しながら次々に100ｍ超の超高層建築が林立するよ
うになる注1-11)。この時期に建設されたサンシャイン60(高さ239ｍ)は、1978年以降、約13
年間、東京都区部で最も高いものになっていた。 
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1990年代はほぼ年間30棟以上で、本格的な超高層の時代が始まり、規制緩和策が本格化
する2000年代に入ると、年間40棟から70棟程度と大福に増加している。超高層建築物の半
数強(58.0%)が2002年以降の約10年間に建設されている(表1-8)。しかし、高さが200mを超
えるものはほとんどない。この時期には、1991年に東京都第一庁舎(高さ243ｍ)、2007年
にミッドタウンタワー(高さ248ｍ)が建設され、1978年のサンシャイン60(高さ239m)以降、
最高高さを更新することとなった。現在、都内で最も高いものは2014年竣工した虎ノ門ヒ
ルズの255ｍである。 
 
表1-8．時期別の超高層建築の数と平均高さ 
  超高層建築物数 平均高さ 
第1期(1964年～1987年) 137 棟(12.2%) 92m 
第2期(1988年～2001年) 335 棟(29.8%) 95m 
第3期(2002年～2015年) 653 棟(58.0%) 107m 
合計 1125 棟(100.0%) 101m 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
1-2-3 超高層建築の時期区分 
以上、1964年以降の社会・経済的経緯、超高層の竣工数を踏まえ、超高層建築の推移を
見ると、概ね3つの時期に区分することができる(表1-9、図1-5)。 
第1期は、建築法改定(1963年)による31mの高さ制限が解除された1964年から、1987年ま
での概ね20年間の超高層建築の始めに当たる時期で、経済成長を背景とし、大都市への人
口集中により旺盛な土地需要の発生、地価の緩慢な高騰の中、年間数棟から10棟程度で推
移している「超高層建築物の胎動期」である。 
さらに、第2期は、急速な地価高騰の著しいバブル期からその崩壊後の地価下落が長期
化する景気低迷期の1988年～2001年であり、高さを緩和する仕組みの地区計画制度が細分
化するなどの各種制度が強化・充実しながら年間20棟から30棟が建設されている「超高層
の普及期」である。 
第3期は、地価が長期低迷し安定化する中、都市再生特別措置法(2002年)などの各種規
制緩和施策が本格化する2002年以降であり、年間40～70棟程度と大福に増加している「超
高層の拡大・拡散期」である。全体の半数強に当たる58.0％がこの時期の約15年間に建設
されている。 
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表1-9．超高層建築の時期別の特徴注1-12) 
 第 1 期(1964～1987 年) 
[超高層建築の胎動期] 
第 2 期(1988～2001 年) 
[超高層建築の普及期] 
第 3 期(2002 年～現在) 
[超高層建築の拡大・拡散期] 
① 
経
済 
・
社
会
的
動
向 
<高度成長期、安定成長期> <景気の波が混乱の時期> <バブル経済崩壊後の経済変革期>
・急速な経済成長 
・地価の高騰Ⅰ期 
・大都市への人口集中と旺盛な
土地需要の発生 
・投機的な土地需要の増大 
・オイルショック(1973、1978) 
・バブル景気、バブル経済崩壊 
・地価高騰Ⅱ期と地価の下落への転
換と長期的持続 
・都心部での業務地需要の増大 
・投機的取引の増大など都心から周
辺住宅地へと波及 
・日経株価最高(1989) 
・アジア通貨危機(1997) 
・景気の長期不況 
・地価変動の停滞(安定化) 
・リーマンショック(2008) 
②
高
さ
関
連
制
度 
<高さ制度の基盤構築期> 
容積制の全面導入 
<高さ制度の基盤強化・充実期> 
緩和する仕組みの展開 
<各種の緩和制度の拡充期> 
複数の制度が併用、緩和の方向へ 
・容積制導入の動き(1950 年代
～60 年代初) 
・絶対高さ制限の撤廃と容積制
の全面導入 
・日照紛争の増加、歴史的環境
保存運動増加 
・総合設計制度の創設(1970) 
・地区計画制度の創設(1980) 
・用途地域の制限内容を緩和する仕
組みが増加(用途地域メニュー拡
充など) 
・地区計画の制度の創設と拡充：再
開発地区計画(1988)、街並み誘導
型地区計画制度(1995)など 
・斜線制限等を緩和する一方、建築
物の高さの最高限度を定めること
を要件とする制度(街並み誘導型
地区計画制度(1995))– 
・景気対策としての規制緩和→規制
緩和に伴う建築紛争の増加→自治
体による景観条例制定の動き 
・中高層住宅の立地条件の整い 
・高層化を促す各種の規制緩和策
の拡大 
・都市再生政策としての規制緩和 
・中高層建築物の立地による近隣
紛争が増加 
・景観に関する市民の意識の高ま
りを背景に、高さ規制の手法の
多様化 
・景観法制定(2004 年) 
・都市再生特別措置法制定(2002
年) 
③
建
築
高
さ
と
竣
工
数 
<建築高さの質的成長期> <建築高さの量的拡大期> <建築高さの質的・量的成熟期> 
・竣工数：137(12.2%)棟 
①年間竣工 2～10 棟 
②累積 137(12.2%)棟 
・平均高さ：92ｍ、 
・最高高さ：156m→239ｍ 
(霞ヶ関ビル(1968 年)→サンシ
ャイン 60(1978 年)) 
・竣工数：335(29.8%)棟 
①年間竣工 15～30 棟 
②累積 472(42.0%)棟 
・平均高さ：95ｍ 
・最高高さ：243ｍ(東京都庁第一本
庁舎(1991 年)) 
・竣工数：653(58.0%)棟 
①年間竣工 40～70 棟 
②累積 1125 棟(100%)棟 
・平均高さ：107ｍ 
・最高高さ：248ｍ→255m 
(ミッドタウンタワー(2007 年)→虎
ノ門ヒルズ(2014 年)) 
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1-3 超高層建築の機能の変化 
1-3-1 超高層建築の用途 
(1)超高層建築の用途 
表1-10と図1-6は、東京都区部における超高層建築物の用途別竣工棟数の時期別の推移
を示したものである。全体1125棟の中、単一用途では、共同住宅25.5%、事務所15.6%であ
るが、複合用途も50.0%と超高層建築物の約半分を占めている。なお、共同住宅(75.3%)、
複合用途(60.6%)は2002年以降の第3期に大きく増加していた。さらに、時期ごとの用途比
を見ると、第1期は事務所が45.3%であったが、第2期と第3期になると減少し、複合用途が
約50%以上の割合を占めている。 
 
表1-10．東京23区における超高層建築の用途別構成比 
単位:棟(()[]は構成比) 
 
第1期 
(1964～1987)
第2期 
(1988～2001)
第3期 
(2002～現在)
合計 
単 
一 
用 
途 
事務所 
62(35.2%) 
[45.3%] 
63(35.8%) 
[18.8%] 
51(29.0%) 
[7.8%] 
176(100%) 
[15.6%] 
共同住宅 
11(3.8%) 
[8.0%] 
60(20.9%) 
[17.9%] 
216(75.3%) 
[33.1%] 
287(100%) 
[25.5%] 
非共同住宅 
(事務所以外) 
22(22.2%) 
[16.1%] 
32(32.3%) 
[9.6%] 
45(45.5%) 
[6.9%] 
99(100%) 
[8.8%] 
複合用途 
42(7.5%) 
[30.7%] 
180(32.0%) 
[53.7%] 
341(60.6%) 
[52.2%] 
563(100%) 
[50.0%] 
合計 
137(12.2%) 
[100.0%] 
335(29.8%) 
[100.0%] 
653(58.0%) 
[100.0%] 
1125(100%) 
[100%] 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
 
 
図1-6．東京23区における時期別・機能別の超高層建築物の割合 
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表1-11は、棟数を累積した用途別構成比を示したものである。共同住宅の累積棟数は第
2期の2001年までは、現在(2015年=100%)の24.7%だったものが、第3期の2002年以降、急激
に増加し、複合用途もこの時期に急増している。一方、事務所は10～20%ずつ安定的に増
加している。以上より、以前には超高層建築物が事務所を主体に建設されてきたが、第2
期後半の1995年以降は住宅や複合用途が多くなっていることがわかる。 
 
表1-11．東京23区における超高層建築の用途別の累積構成比 
単位:棟(累積構成比)
 第1期(1964～1987) 第2期(1988～2001) 第3期(2002～現在) 
1964-1976 1977-1987 1988-1994 1995-2001 2002-2009 2010-2015
単
一
用
途 
事務所 30(17.0%) 62(35.2%) 101(57.4%) 125(71.0%) 165(93.8%) 176(100%)
共同住宅 1(0.3%) 11(3.8%) 37(12.9%) 71(24.7%) 230(80.1%) 287(100%)
非共同住宅 
(事務所以外) 
13(13.1%) 22(22.2%) 38(38.4%) 54(54.5%) 84(84.8%) 99(100%)
複合用途 11(2.0%) 42(7.5%) 129(22.9%) 222(39.4%) 415(73.7%) 563(100%)
合計 55(4.9%) 137(12.2%) 305(27.1%) 472(42.0%) 894(79.5%) 1125(100%)
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
(2)複合用途の超高層建築における主体用途と付加用途 
次に、近年の超高層建築物の代表的な形態である複合用途の超高層建築物に対し、その
用途の詳細について明らかにする。表1-12は、複合用途の超高層建築物における各用途の
頻度について、縦軸の主体用途に対し付加される横軸の用途を示したものである。 
主な用途としては、事務所(20)、教育文化(12)、共同住宅(11)、専用商業(10)、宿泊・
遊興(10)、その他(20)の概ね６つの用途に分けることができる。そして、付加用途は、教
育文化(15)、事務所(13)、専用商業(11)、スポーツ・興行(11)が主であり、単一の用途と
しては、事務所(12)と商業(10)が最も多いことがわかる。 
そして、主体用途の6つの複合形態別に超高層建築物の数を示したのが表1-13である。6
つの複合形態の中、事務所を主体とした複合用途の「事務所複合施設(62.1%)」と、共同
住宅を主体とした複合用途の「共同住宅複合施設(26.9%)」が主な複合形態であることが
わかる。なお、複合構成形態の｢単一複合｣と｢多数複合｣は、その割合の差はほとんどない
が、｢単一複合(52.3%)｣の方が「多数複合(47.6%)」より大きな比率を占めている。 
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表1-12．複合用途の超高層建築における主体用途と付加用途の程度(頻度) 
  付加用途 
(機能) 
 
主体用途 
(機能) 
官
公
庁
教育文化 
厚生
医療
供
給
処
理
事務所
専用
商業
宿泊
遊興
スポー
ツ・興
行 共
同
住
宅
専
用 
工
場 
倉庫 
運輸 
関係 
そ 
の
他 
複合 
程度 教
育 
文
化 
集
会 
医
療 
厚
生
事
務
所
放
送
商
業
公
衆
浴
場
等
宿
泊
遊
興
ス
ポ
ー
ツ
興
行
運
輸 
倉
庫 
官公庁 ● ● ● 3 3
教育 
文化 
教育 ● ● ● ● 4 
12文化 ● ● 2 
集会 ● ● ● ● ● ● 6 
厚生 
医療 
医療 ● ● ● ● ● 5 
6
厚生 ● 1 
供給処理 ● ● ● 3 3
事務所 
事務所 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 18
20
放送 ● ● 2 
専用 
商業 
商業 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
10
公衆浴場等 0 
宿泊・遊
興 
宿泊 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10
10
遊興 0 
スポーツ 
・興行 
スポーツ ● ● ● 3 
6
興行 ● ● ● 3 
共同住宅 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 11 11
専用工場 0 0
倉庫運輸 
関係 
運輸 ● ● 2 
2
倉庫 0 
その他 0 0
複合程度（比重） 
2 4 5 6 3 3 2 12 1 10 1 4 2 7 4 6 2 3 4 2 
 2 15 6 2 13 11 6 11 6 2 7 2 
※複合用途で主体用途の選定基準は、建築統計年報の用途欄の 1番目に記載されているものを主体用途とした.例えば、「事務
所、共同住宅、店舗」であれば「事務所」を主体用途とし、「共同住宅、店舗」を付加用途に集計した． 
 
表1-13．複合形態の詳細用途別の超高層建築物の数 
単位：棟(%)、ｎ=563 
 複合形態 
単一複合 
(2用途) 
多数複合 
(3以上用途)
合計 
1 事務所複合施設 181(32.1%) 169(30.0%) 350(62.1%) 
2 共同住宅複合施設 84(14.9%) 68(12.0%) 152(26.9%) 
3 宿泊・遊興複合施設 10 14 24 
4 専用商業複合施設 6 4 10 
5 教育文化複合施設 2 5 7 
6 その他複合施設 12 8 20 
 合計 295(52.3%) 268(47.6%) 563(100%) 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
第１章 ・・・・・ 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築 
 46
 
さらに、「事務所複合施設」と「共同住宅複合施設」の竣工棟数の時期別の推移を見る
と、｢事務所複合施設｣の単一複合の場合は時期ごとに安定化し増加しているが、3期以降
は複数複合の棟数が急増している(表1-14、図1-7)。 
また、｢共同住宅複合施設｣は、単一複合の割合(55.2%)が複数複合の割合(44.7%)より高
く占めている中、3期以降に単一複合と複数複合が同時に急増している(表1-15、図1-8)。 
以上より、近年の超高層建築物は、事務所と共同住宅を中心とした複合用途が供給され
ていることがわかる。その中、量的には事務所を中心とし多種の用途が複合されている傾
向がある。 
 
表1-14．事務所複合施設の時期別の竣工数 
単位：棟（割合) 
1.事務所複合施設 
(n=350) 
第1期 
(1964～1987)
第2期 
(1988～2001)
第3期 
(2002～現在)
合計 
単一複合(2用途) 26(0.7%) 74(21.1%) 81(23.1%) 181(51.7%) 
複数複合(3以上用途) 7(0.2%) 52(14.8%) 110(31.4%) 169(48.2%) 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
表1-15．共同住宅複合施設の時期別の竣工数 
単位：棟（割合) 
2.共同住宅複合施設 
(n=152) 
第1期 
(1964～1987)
第2期 
(1988～2001)
第3期 
(2002～現在)
合計 
単一複合(2用途) 0(0.0%) 23(15.1%) 61(40.1%) 84(55.2%) 
複数複合(3以上用途) 0(0.0%) 10(0.6%) 58(38.1%) 68(44.7%) 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
図1-7．事務所複合施設の時期別の竣工数 
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図1-8．共同住宅複合施設の時期別の竣工数 
 
1-3-2 超高層建築の上層部における空間利用 
東京都区部における超高層建築の上階空間(以下、上階部)注1-13)の開放性に着目し分析を
行う。表1-16は、複合用途の(超)高層建築の全278棟のうち、確認できた187棟を対象に、
上階部における空間利用について、一般開放(又は一般利用)と非開放に分けて時期別の推
移を示したものである注1-14)。超々高層建築物の上階部が一般公開されているものは約29％
(54件)と低い。また、各時期ごとには、第1期が一般公開・利用の比率が高いことに対し、
第2期、第3期になると、一般公開の比率が低くなることが分かる。 
 
表1-16．上階部の空間利用の時期別の竣工数 
単位：棟(割合) 
高階空間(n=187) 第1期(1964～1987) 第2期(1988～2001) 第3期(2002～現在) 合計 
一般公開・利用 11(5.9%) 23(12.3%) 20(10.7%) 54(28.9%) 
非公開 5(2.7%) 33(17.6%) 95(50.8%) 133(71.1%) 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
そして、一般公開されている用途を時期別にまとめたのが、図1-9である。 第１期はレ
ストランや展望台の空間利用が主であったが、第2期、第3期に入り、会議場、多目的ホー
ル、美術館などの文化・業務への機能が多様化していることが分かる。 
 
図1-9．時期別の上階部の空間利用の用途 
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1-4 超高層建築の高さと容積率の変化 
1-4-1 超高層建築の高さ 
超高層建築の平均高さは101ｍで、時期別にみると、時代が下るにつれて平均高さは高
くなる(表1-17)。「高さ60ｍ超100ｍ未満」が704棟(62.6％)で最も多く、「100ｍ超150ｍ
未満」が302棟(26.8％)で続く。100ｍ超のビルは合計421棟(37.4％)に及ぶが、200ｍ以上
は航空法の高さ制限等の影響もあり22棟(2.0％)にとどまる。なお、「100ｍ超150ｍ以
下」の約64.2％、「150ｍ超200ｍ以下」のビルの約78.4％が2002年から現在までに建設さ
れたのが分かる。 
 
表1-17．超高層建築の時期別の竣工数 
単位:棟(()[]は構成比)
60超 
-100ｍ以下 
100超 
-150ｍ以下
150超 
-200ｍ以下
200ｍ超 合計 平均高さ
第１期 
(1964年～1987年) 
101(73.7%) 
[14.3%] 
25(18.2%) 
[8.3%] 
6(4.4%) 
[6.2%] 
5(3.6%) 
[22.7%] 
137(100%) 
[12.2%] 
92m 
第2期 
(1988年～2001年) 
233(69.6%) 
[33.1%] 
83(24.8%) 
[27.5%] 
15(4.5%) 
[15.5%] 
4(1.2%) 
[18.2%] 
335(100%) 
[29.8%] 
95m 
第3期 
(2002年～2015年) 
370(56.7%) 
[52.6%] 
194(29.7%)
[64.2%] 
76(11.6%) 
[78.4%] 
13(2.0%)
[59.1%] 
653(100%) 
[58.0%] 
107m 
合計 
704(62.6%) 
[100.0%] 
302(26.8%)
[100.0%] 
97(8.6%) 
[100.0%] 
22(2.0%)
[100.0%]
1125(100%) 
[100.0%] 
101m 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
 
 
1-4-2 超高層建築の容積率 
超高層建築の容積率を見てみる。なお、ここで用いる容積率は、建築の延床面積を敷地
面積で除したものである。平均容積率は782％で、最も高いのは、グラントウキョウサウ
スタワー(千代田区、2007年、高さ205ｍ)の2668％である(表1-18)。 
 
表1-18．時期別の超高層建築物の数、平均高さ、平均容積率 
  超高層建築物数 平均高さ 平均敷地面積 平均延べ面積 平均容積率
第１期(1964年～1987年) 137 棟(12.2%) 92m 15938 ㎡ 69276 ㎡ 769% 
第2期(1988年～2001年) 335 棟(29.8%) 95m 17061 ㎡ 65029 ㎡ 614% 
第3期(2002年～2015年) 653 棟(58.0%) 107m 10123 ㎡ 60455 ㎡ 884% 
合計 1125 棟(100.0%) 101m 13813 ㎡ 62347 ㎡ 782% 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
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また、500％～800％の容積率の建築が418棟で(約37％)で最も多く、1000％以下のもの
を含め828棟であり、全体の3/4を占める。時期別に見ると、2期から3期にかけて容積率が
拡大していることが分かる(表1-19、図1-10)。 
また、3期の建築が占める割合は、容積率800％以下では、50％程度であるが、1000％を
超えると約75％、1500％超は約91％に及ぶ。 
 
 表1-19．容積率別、時期別の超高層建築物の数 
単位：棟
500％以下 
500%超-
800%以下
800%超-
1000%以下
1000%超-
1200%以下
1200%超-
1500%以下
1500%超 合計 
第１期 
(1964年～1987年) 
13 57 27 27 11 2 137 
第2期 
(1988年～2001年) 
79 159 57 23 14 3 335 
第3期 
(2002年～2015年) 
66 202 168 114 78 25 653 
合計 158 418 252 164 103 30 1125 
(出典) 東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
 
図1-10．容積率別、時期別の超高層建築物の数 
 
 
1-4-3 超高層建築の高さと容積率の関係 
高さと平均容積率の関係を見たものが表1-20である。高さに比例して容積率も増大する
傾向にあることがわかる。また、同程度の高さでも2期よりも3期の平均容積率が大きい。
平均容積率を比較すると、「60ｍ超100ｍ以下」で＋104％、「100ｍ超 150ｍ以下」で＋
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316％、「150ｍ超 200ｍ以下」で+245％、「200ｍ超」で＋452％上回っており、容積率が
増大していることがわかる。 
 
表1-20．時期別、高さ別の平均容積率 
単位:% 
60超-100ｍ以下 100超-150ｍ以下 150超-200ｍ以下 200ｍ超 
第１期 
(1964年～1987年) 
728% 937% 1153% 1181% 
第2期 
(1988年～2001年) 
643% 697% 857% 1002% 
第3期 
(2002年～2015年) 
+104% +316% +245% +452% 
747% 1013% 1102% 1454% 
全体(N=1125) 706% 912% 1062％ 1271% 
(出典)東京都建築統計年報(2014年版)より作成 
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<注釈> 
注1-1)文1-1、pp.7を参照 
注1-2)文1-13を参考 
注1-3)文1-2、pp.5を参照  
注1-4)昭和毎日：昭和43年4月12日「日本初の超高層ビル・霞が関ビル竣工」記事(毎日新聞)を参考
に作成。  
注1-5)文1-15では「超高層建築物構造性能評価申請要領」について「高さ60mを超える超高層建築物
(工作物)、高さ60m以下の免震建築物等で時刻歴応答解析により大臣認定を取得する場合の性
能評価申請要領と示している。 
注1-6)本章、第1-2-3節の表1-6を参照 
注1-7)東京都建築統計年報(2014年版)、発行：東京都都市整備局市街地建築部建築企画課 
注1-8)建築基準法20条1号に基づく大臣認定を要する建築物の高さが60メートル超と規定されており、
本研究ではこれに該当する建築物を超高層建築物と定義している。そのため現在の感覚では
「超高層」とはいえない15階程度からの建築までが含まれることに留意する必要がある。し
かし、耐震などの理由で建物の高さが厳しく制限された時期を含め、高層建築物建設の長期
的趨勢を同一の基準でとらえることができる。 
注1-9)東京区部における地区の区分は注表1-2の通りである。 
注表1-2．東京都区部の行政区による地区の区分 
東京区部 
都心区 千代田区、中央区、港区の3区 
都心周辺区 新宿区、文京区、台東区、渋谷区、豊島区の5区 
周辺区 都心区と都心周辺区を除く東京区部 
周辺区計 都心区を除く東京区部 
 
注1-10)2014年時点で建築確認申請したもの。 
注1-11)霞ヶ関ビルは1963年高さ31m破壊以降の日本最初の超高層ビルである。 
注1-12)表1-9の「②高さ関連制度」は大澤昭彦(2008、2014)、青木伊知郎(2014))を参考に、時期に
当たる関連制度をまとめ示したものである(参考文献1-9、文1-10、文1-11、文1-12)。 
注1-13)最高層部を含め、最高層から下の5階までを上層部とした。 
注1-14)各超高層建築のWebサイト、不動産会社Webサイト、建築雑誌の記事等により利用形態を調査
した。 
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第 2 章 
都市俯瞰景観における注視点の分布 
人の「注視」に着目した視覚体験分析Ⅰ 
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2-1 はじめに 
2-1-1 本章の目的 
景観は視対象として存在する景観要素と視点を構成する人間の視知覚の関係により成立
する人間の心的現象である。特に、景観に対し何をどのように見ているのかなどの人(主
体側)の注視特性を把握する事は、その景観の特徴について論じるための最も基層的な段
階でもある。こうしたなか、主体側の注視特性を通じて都市俯瞰景観が持つ基礎的な特性
を整理することは重要である。 
第2章では、景観の主体側である人の注視特性を把握するための第1段階として、アイマ
ークレコーダ(以下、EMR)を用いた眼球運動実験を行い、被験者の注視の特性の分析を行
う。特に、実験を通じて得られた注視点データの分布特性(注視方向、注視動き)に着目し、
視覚体験における主体側の注視傾向を明らかにする。 
 
 
2-1-2 本章で用いる用語 
以下、本章の分析に使用する用語を以下に整理する。 
 
①注視点データ 
EMRによって記録された被験者の実験画像上のポイント中0.2秒以上停留している点注2-1)。 
 
②注視座標 
画像内の中心を原点(0、0)とした時の注視点の座標(X、Y)。 
 
③注視分布 
俯瞰画像上に注視座標により記録された注視点の位置。 
 
④注視方向 
 俯瞰画像における人がどこを見ているのかを把握するために、俯瞰画像上に現れる被験
者の注視点の位置を意味する。本章では、俯瞰画像における注視点の上下分布と、全注視
点の平均した平均注視点の位置に着目する。 
 
⑤注視動き 
俯瞰画像を人がどのように見ているかを把握するために、時間の流れに合わせた注視点
の変化を注視点の移動量によって決定した注視点の上下・左右への移動を意味する。 
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⑥注視点の移動量 
 注視点の移動を決定する指標として、順番に記録される注視点における直前の注視点か
らの水平(X軸)、垂直(Y軸)の移動量を、注視点の座標値(X、Y）の差から算出した注視点
間の距離(長さ)を意味する。 
 
 
2-1-3 俯瞰画像の作成と被験者の選定 
(1)視点場の選定条件 
本章では、現代的な都市の姿を持つ代表都市である東京を対象に、東京スカイツリーの
第一展望台を視点場として設定した。また、その視点場から見えるシーン景観を俯瞰画像
として取り扱う。視点場の選定理由を以下の3つに示す。 
 
①近距離に高層ビルが林立していないことで、より大きな展望範囲を持つことが予想さ
れること。 
②展望範囲が360°であることで方位により多様な景観変化を体験することができる展
望台であること。 
③多くの人が訪れ 注2-2) 、公共性の高い視点場であること。 
 
(2)俯瞰画像の作成方法 
東京スカイツリーにおける俯瞰画像の作成には、その再現性と実験を効率よく進めるた
めにウェブ上でアーカイブ形式で提供されていた「SKYTREEVIEWソラマド」文2-12)による画
像を使用した(図2-1)。 
本画像は第一展望台(天望デッキ)に設置された12台のデジタル一眼レフカメラが360度
の眺望を定点撮影した画像データで、東京スカイツリー開業後１年間に撮影した写真が最
短10分毎に更新され、24時間、365日、アーカイブとしてストックされていたウェーブ・
サービスである(カメラ設置高さ:地上350m、カメラレンズ:AF Nikkor 35mm f/2D、
2013.5.15、担当者確認)文2-13)。本アーカイブの画像データを選んだ理由は以下のとおりで
ある。 
①時間軸にデータが蓄積され、気象条件に限らず、視野距離の最も遠い画像を得ること
が可能であること。 
②360度の全方向に同一時間と条件で撮影されたため、信憑性が高く、多様な画像サン
プルを用いた実験が容易であること。 
③カメラが第一展望台(天望デッキ)の地上350mに設置されており、撮影に用いたカメラ
レンズ(35mm)が人間の視野に相当する画角範囲(カメラCCD上の画角：対角線63度、横
54度、縦38度)である。そのことで、来訪者が実際に体験できる俯瞰景観として再現
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性が高いこと。 
 
 
図2-1.「SKYTREEVIEWソラマド」アーカイブの構成 
(出典:http://www.skytree-view.jp,2015年05月15日閲覧) 
 
本研究では、一年間の気象情報から視程距離が最も遠い日と時間を選定し画像を収集し
た注2-3)。さらに、一定の高さの視点場から望める際の多様なシーン景観に対する被験者の
注視特性を分析結果へ反映させるため、360度全方向に対し人の平均視野角である60度ご
とに分け、視野角で横60度、縦方向36度の6枚の俯瞰画像を作成した。真北を中心に左右
30度からなる画像をA画像とし、以下時計まわりで60度ずつB、C、D、E、F画像とした(図
2-2)。 
撮影方向によって遠方までの視野が異なる(曇など)箇所があるため、2013年4月8日(快
晴、平均視程距離50km)に撮影された俯瞰画像を採用した。俯瞰画像の収集と編集はAdobe
社の「Photoshop CS5.1」を用いた。 
 
(3)被験者の選定について 
被験者の選定における個人差による注視特性への影響について既往研究文2-4)で指摘して
いる｢日常的によく見慣れた要素に対しては注視点数と心理的評価との間に相関はみられ
ないこと」を考慮し、以下の理由から専門的な建築教育を受けた学生を選んだ。 
①各実験サンプルに対する知識が比較的少なく(各サンプルに過去に接したことがない)
中立的に実験に参加できること。 
②都内に5年以上居住し、都市景観に対する意識が比較的高く、実験結果がより明瞭に
なると判断される建築学を専攻する大学生及び大学院生であること。 
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図2-2．実験に用いた6つの俯瞰画像 
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2-1-4 実験方法と注視点データの抽出 
①2-1-3で作成された俯瞰画像に対するEMRを用いた被験者実験を行う。EMRの実験方法
は既往研究を参考にした注2-4)。なお、俯瞰画像の提示においては各シーン景観の特性
による残像が被験者の注視傾向への影響を最小化するために、画像転換の間に5秒の
間隔をおくシーン画像を提示した。実験における俯瞰画像の提示手順を表2-1に示す注
2-5)。 
 
表2-1. 実験の手順 
段階 
区分 
実験内容や俯瞰画像の提示順番 所要時間 
実験 
準備 
・実験説明 
・EMR 装着及びキャリブレーション
・黒スクリーン(スタートサイン) 
約 10 分 
本 
実 
験 
1 
2 
A 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
3 
4 
D 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
5 
6 
B 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
7 
8 
E 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
9 
10 
C 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
11 
12 
F 画像 40 秒 
5 秒 黒スクリーン 
合計 約 15 分 
※実験準備の段階では、各被験者に以下の事項を説明した。 
・実験では総 6 枚の俯瞰画像が提示されること。 
・スクリーンに提示される俯瞰画像を画像毎に約 40 秒間自由に
見ること。 
・俯瞰画像を見る際には、頭を動かずに、発言などはしないこと。
 
※本実験の段階における、最初の「黒スクリーン」には、「前のスクリ
ーンの画像を自由に見てください」 と、英文の「START」の指示文を
表記した。そして、各画像が提示させる間の「黒スクリーン」には、 「5
→4→3→2→1→START」のカウントダウンを表記した。 
 
②被験者の条件として裸眼あるいはコンタクトレンズ使用者とし、20代の大学生9人(男
6、女3)を対象に行う注2-6)。その中でデータとして分析可能な6人のデータを本研究で
は扱う。なお、実験により得られた被験者の注視特性を含めた総36件の映像データを
画像ごとに前後(5秒)をカットし30秒分のアイマークデータを得る。さらに、得られ
たアイマークデータの中、0.2秒以上停留するデータのみ抽出し注視点として収集す
る注2-7)。 
 
③②で36件の映像データから得た計1,559個の注視点データを基に注視特性の分析を行
う(表2-2)。  
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表2-2．各被験者の注視点データの数 
被験者 
番号 
俯瞰画像 
A B C D E F 合計
1 44 40 55 42 45 39 265
2 43 34 38 32 37 46 230
3 40 46 53 53 49 53 294
4 43 44 37 53 24 33 234
5 37 38 55 41 44 56 271
6 49 43 43 41 46 43 265
合計 256 245 281 262 245 270 1159
 
 
 
写真2-1．被験者実験の様子 
(撮影日時:2013年5月) 
 
2-2 注視点の全体分布 
全俯瞰画像における被験者の1,559個の全注視点データを重ね、水平(X)のを60度、垂直
(Y)のを36度に全注視点の座標値を示したものが図2-3である。なお、各被験者ごとの注視
点の分布を図化したものを図2-4から図2-9に示す。被験者全員分の注視点を客観的に比較
するため、EMR上の被験者毎の注視画像に対する位置、角度のズレなどを統一する座標補
正を行い、GISソフトArcMapの一般図の同一座標系に注視点をプロットし示したものであ
る。その際の被験者及び俯瞰画像ごとの注視点データの属性を表2-4から表2-9に示す。こ
れより、注視点は俯瞰画像の全体に対し分散しているのがわかる。 
これは景観分析における眼球運動実験を行った既往研究文2-2)文2-3)で指摘されているよう
な、注視点がその景観における消失点の周辺に集中するという傾向を持たず、俯瞰景観に
おいては画像全体に分布していることがわかる。 
なお、注視点の垂直分布として、俯瞰画像の中央部に位置している注視点の数が最も多
く、約41%が中央部に集中している。この中央部を除き、上下部に分布している注視点の
割合を見ると上部(約39%)と下部(約19%)で、俯瞰画像の上部(遠景)の景観要素を見ている
ことが分かる(表2-3)。 
 
表2-3．注視点の垂直分布の割合 
全数：1559 個
区分 小計(%) 計(%) 
上部 
614(39.3) 
961(61.6) 
641(41.1) 
347 
下部 
294 
598(38.3) 
304(19.4) 
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図2-3．俯瞰画像に対する全注視点の分布(全俯瞰画像) 
※画角：被験者の注視点のX、Y座標の単位。一つ俯瞰画像は横(60度)×縦(36度)からなる。 
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図2-4．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者1) 
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図2-5．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者2) 
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図2-6．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者3) 
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図2-7．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者4) 
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図2-8．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者5) 
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図2-9．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者6) 
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2-3 注視方向と注視動き 
2-3-1 注視範囲と平均注視点の位置 
図2-10は30秒間の全注視点の座標を平均した平均注視点を中心としてX、Y両軸の注視点
の標準偏差をそれぞれX、Y方向の径とした楕円で表現して平均注視範囲を求めたものであ
る。各俯瞰画像に対してX軸方向の偏差が14.9～18.2度、Y軸方向の偏差が7.5～9.1度と、
X軸の偏差がY軸より大きく、右・左への楕円形に注視範囲が形成されている。また、各俯
瞰画像ごとに平均注視点の位置が異なっているが、F画像以外すべて俯瞰画像の上部に位
置している共通性が見られる。 
 
 
 
図2-10．平均注視点と標準偏差 
 
表2-10．各俯瞰画像における平均注視点の座標と標準偏差 
俯瞰 
画像 
被験者 ID 1 2 3 4 5 6 全体 
座標 X Y X Y X Y X Y X Y X Y X Y 
A 
平均中心点 0.10 4.05 -4.67 2.38 1.56 3.50 3.36 1.88 -2.50 2.08 -0.84 5.43 -0.48 3.30
標準偏差 16.10 7.58 16.32 7.84 15.20 7.30 16.93 8.28 16.24 7.94 17.96 8.97 16.58 8.06
注視点数 44 43 40 43 37 49 207 
B 
平均中心点 -0.41 1.11 -9.33 -0.55 2.59 0.12 -0.50 2.73 -3.87 0.99 4.52 0.66 -0.77 0.89
標準偏差 19.88 8.31 19.30 8.21 16.38 10.26 17.14 8.04 15.76 7.94 18.76 8.95 18.22 8.68
注視点数 40 34 46 44 38 43 202 
C 
平均中心点 -2.54 2.28 -4.95 2.21 4.33 0.27 5.44 1.63 2.87 0.63 -7.87 3.27 -0.28 1.64
標準偏差 14.18 7.98 16.89 7.96 16.20 9.77 15.32 7.20 16.50 7.56 15.84 8.37 16.39 8.23
注視点数 55 38 53 37 55 43 238 
D 
平均中心点 -6.74 -1.94 -0.39 2.78 -2.23 3.42 -0.83 4.41 -5.24 2.53 -1.88 3.55 -2.86 2.56
標準偏差 14.06 7.74 13.22 6.82 13.39 7.22 17.73 7.33 14.03 6.84 15.57 7.71 14.92 7.52
注視点数 42 32 53 53 41 41 221 
E 
平均中心点 -0.23 2.18 -5.26 4.66 4.38 1.10 -0.26 3.42 2.11 0.80 0.66 5.90 0.52 2.91
標準偏差 18.70 9.01 14.79 6.02 14.88 10.11 15.61 8.58 15.27 9.45 15.47 6.76 15.99 8.65
注視点数 45 37 49 24 44 46 199 
F 
平均中心点 -5.55 -1.74 -6.98 0.01 0.18 -3.76 3.00 -1.24 -7.32 -2.24 1.42 4.20 -2.88 -0.94
標準偏差 17.52 8.83 11.25 8.36 18.25 9.67 15.68 6.09 15.84 9.33 14.44 9.26 16.13 9.09
注視点数 39 46 53 33 56 43 227 
全体 
平均中心点 -2.50 1.12 -5.37 1.87 1.76 0.66 1.59 2.29 -2.27 0.60 -0.64 3.90 -1.15 1.70
標準偏差 16.79 8.44 15.47 7.74 15.86 9.43 16.61 7.73 16.02 8.36 16.71 8.48 16.41 8.49
注視点数 265 230 294 234 271 265 1559 
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2-3-2 注視点の動き 
2-3-1節で確認できた楕円形の注視範囲に対し、さらに注視点の移動方向の分析を進め、
注視動きを明らかにする。分析データとして、各俯瞰画像における各被験者の全体注視点
を用い、記録された順番(NO)の注視点におけるX、Y座標の移動距離(長さ)の差を用いる。
図2-11はX、Y 座標データの上下・左右の移動量から、注視点の移動方向を抽出した例(被
験者2、画像D)である。こうした方法で、6つの俯瞰画像に対する全被験者6人分の全体の
平均移動方向を導出しまとめたのが表2-11であり、平均割合を示したのが表2-12である。 
  
 
①注視点の移動量計算から移動方向の決定 
注視点番号・座標 注視点移動量 移動 
方向※NO X Y dX dY 
1 -18.3 1.3 5.1 -5.9 下※A
2 -24.9 4.4 -6.6 3.1 左※B
3 -17.5 2.3 7.4 -2.1 右※C
4 -5.8 0.7 11.7 -1.6 右 
5 -13.8 0.5 -8 -0.2 左 
6 -7.6 0.2 6.2 -0.3 右 
7 -1.2 0.6 6.4 0.4 右 
8 8.1 -2.6 9.3 -3.2 右 
9 1.5 0.3 -6.6 2.9 左 
10 -4.6 0.3 -6.1 0 左 
11 18.8 -16.3 23.4 -16.6 右 
12 16.9 -15.5 -1.9 0.8 左 
13 9.8 -3.5 -7.1 12 上※D
14 5.8 1.7 -4 5.2 上 
15 7.2 7.2 1.4 5.5 上 
16 3.5 1 -3.7 -6.2 下 
17 -1.6 1.3 -5.1 0.3 左 
18 -6.7 0.8 -5.1 -0.5 左 
19 7.2 8.7 13.9 7.9 右 
20 13.9 11.7 6.7 3 右 
21 9 11.5 -4.9 -0.2 左 
22 14.1 11.8 5.1 0.3 右 
23 12 11.7 -2.1 -0.1 左 
24 16.8 11.9 4.8 0.2 右 
25 17.2 12.8 0.4 0.9 上 
26 10.1 10.6 -7.1 -2.2 左 
27 -1 2.4 -11.1 -8.2 左 
28 -6.5 0.8 -5.5 -1.6 左 
29 -11.2 0.7 -4.7 -0.1 左 
30 -16.9 2.4 -5.7 1.7 左 
31 -20.9 4.6 -4 2.2 左 
32 -25.8 2.8 -4.9 -1.8 左 
 
 
 
➜
 
 
 
 
 
②注視点の移動方向を割合にまとめる 
画像 方向 
被験者 2(ｎ:32) 
回数 割合 
D 
上 4 12.5 
下 2 6.3 
左 16 50 
右 10 31.3 
 
※移動方向の判断基準 
1.dX とｄYの絶対値の比較 
・dX＞ dY ：左右移動(※B、C参照) 
・dX＜ dY ：上下移動(※A、D参照) 
2.dX と ｄYにおける－＋の比較 
・dX：－(左)、＋(右) 
・dY：－(下)、＋(上) 
 
 
※dX:直前の注視点からの水平方向移動量 
(X 座標値の差) 
※dY:直前の注視点からの垂直方向移動量 
(Y 座標値の差) 
 
図2-11．注視点の移動方向の分析例(被験者2、D画像) 
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表2-11．各俯瞰画像における注視点の移動方向 
被験者 ID 1 2 3 4 5 6 割合 
平均 画像 方向 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 回数 割合 
A 
上 6 13.6 9 20.9 6 15.0 5 11.6 10 27 6 12.2 16.72 36.50
下 2 4.5 3 7 4 10.0 5 11.6 2 5.4 4 8.2 7.78 7.35
左 17 38.6 16 37.2 14 35.0 16 37.2 15 40.5 21 42.9 38.57 7.79
右 19 43.2 15 34.9 16 40.0 17 39.5 10 27 18 36.7 36.88 31.62
B 
上 9 22.5 5 14.7 7 15.2 9 20.5 3 7.9 7 16.3 16.18 26.07
下 3 7.5 6 17.6 7 15.2 7 15.9 3 7.9 5 11.6 12.62 18.35
左 13 32.5 12 35.3 20 43.5 15 34.1 15 39.5 16 37.2 37.02 16.02
右 15 37.5 11 32.4 12 26.1 13 29.5 17 44.7 15 34.9 34.18 42.51
C 
上 8 14.5 8 21.1 9 17 6 16.2 6 10.9 6 14 15.62 11.69
下 8 14.5 6 15.8 9 17 5 13.5 1 1.8 10 23.3 14.32 49.49
左 17 30.9 10 26.3 14 26.4 14 37.8 22 40 13 30.2 31.93 33.18
右 22 40 14 36.8 21 39.6 12 32.4 26 47.3 14 32.6 38.12 30.99
D 
上 12 28.6 4 12.5 7 13.2 6 11.3 3 7.3 11 26.8 16.62 78.20
下 10 23.8 2 6.3 8 15.1 6 11.3 6 14.6 9 22 15.52 42.88
左 9 21.4 16 50 18 34 22 41.5 13 31.7 13 31.7 35.05 95.00
右 11 26.2 10 31.3 20 37.7 19 35.8 19 46.3 8 19.5 32.80 87.59
E 
上 6 13.3 6 16.2 5 10.2 3 12.5 4 9.1 2 4.3 10.93 16.74
下 5 11.1 2 5.4 8 16.3 3 12.5 2 4.5 5 10.9 10.12 19.86
左 16 35.6 17 45.9 20 40.8 9 37.5 18 40.9 18 39.1 39.97 12.53
右 18 40 12 32.4 16 32.7 9 37.5 20 45.5 21 45.7 38.97 34.73
F 
上 10 25.6 6 13 12 22.6 2 6.1 5 8.9 6 14 15.03 58.31
下 6 15.4 4 8.7 10 18.9 5 15.2 7 12.5 5 11.6 13.72 12.61
左 10 25.6 18 39.1 15 28.3 14 42.4 22 39.3 18 41.9 36.10 52.73
右 13 33.3 18 39.1 16 30.2 12 36.4 22 39.3 14 32.6 35.15 13.76
 
 
これより、注視点は全画像共通して上・下方向より左・右方向への移動が多いことがわ
かる。すなわち、俯瞰注視の傾向として、2-3-1節で明らかになった楕円形の注視範囲に
さらに水平方向への視野の広がりを持つことが特徴と言える。 
なお、注視距離と関係する注視点の上・下移動方向に関しては、移動方向割合の平均値
が下より上の方が大きいことと、その分散値が小さい事から、全被験者の注視点が上の方
向に動いているという共通の傾向がある。つまり、俯瞰景観に対しては近景から遠景に向
けて視野の広がりを持つ特徴もあると言える。 
 
表2-12．注視点の平均移動方向 
移動方向 A B C D E F 平均(分散) 
上 16.72 16.18 15.62 16.62 10.93 15.03 15.18(4.74) 
下 7.78 12.62 14.32 15.52 10.12 13.72 12.35(8.35) 
左 38.57 37.02 31.93 35.05 39.97 36.10 36.44(7.94) 
右 36.88 34.18 38.12 32.80 38.97 35.15 36.02(5.67) 
 
都市俯瞰景観における注視点の分布・・・・・第２章 
 
 
 77
2-4 注視領域 
2-3節で明らかになった遠景に向けて視野の広がりがある注視傾向について詳細に分析
するために、全注視点データより、画像上に設定した各対象領域別の注視データを集計す
る。領域設定においては、注視点が集中すると予想される部分を中景領域注2-8)として第2-
3-1節での各俯瞰画像における平均注視点の平均値を全体平均注視点として抽出(表2-10)
し、そのY座標値の標準偏差を中景領域として設定する。 
その結果、平均注視点はX軸より上に位置し、そのY座標値は1.73±1.57°になり、
0.16°～3.30°の約3°範囲が中景領域になっている(図2-12)。 
 
 
 
平均注視点 
の座標 
A B C D E F 
全体平均 
注視点 
X -0.48 -0.77 -0.28 -2.86 0.52 -2.88 -1.13(1.42) 
Y 3.30 0.89 1.64 2.56 2.91 -0.94 1.73(1.57) 
 
図2-12．全体平均注視点の位置と中景領域の範囲 
 
さらに、中景領域を基準に画像上の奥行き感により成立する上方の部分を遠景領域、下
方の部分を近景領域として設定し、注視データを集計した。その結果、F画像以外の全て
の画像において全体注視回数の半分以上が「俯瞰画像」の水平軸(X軸)より上方である中
景・遠景領域が占めていることがわかる注2-9)。なお、各領域に対する注視回数は中景領域
(0.92)が最も多く、次に遠景領域(0.76)、近景領域(0.65)の順に多くなっており、この中
景領域から遠景領域が地上350mからの俯瞰景観における最も重要な領域であると言える
(図2-13)。 
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注視領域 注視回数 
注視回数密度 
(全体注視点数/面積) 領域名 
面積(度) 俯瞰画像ごとの注視点数(個) 全体
(個)Y 画角範囲 面積 A B C D E F
①遠景領域 14.7 882 136 106 111 113 124 85 675 0.76 
②中景領域 3.14 188.4 22 27 34 33 26 32 174 0.92 
③近景領域 18.16 1089.6 98 112 136 116 95 153 710 0.65 
合計 2160 256 245 281 262 245 270 1559 0.72 
 
図2-13．俯瞰画像及び被験者ごとの注視点数 
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<注釈> 
注2-1)本章で扱う注視点とは、知花を参考に視点が0.2秒以上停留している点を注視点とみなす(参
考文献2-3より)。 
注2-2)開業後の来場者数は注表2-1を参照。これは、参考文献2-10)の東京スカイツリーホームペー
ジから抜粋・整理したものである(2013.5.21時点)。 
注表 2-1. 開業後の来場者数の推移 
年月日(経過日数) スカイツリー展望台(人) スカイツリータウン(人) 
2012 年 
6 月 22 日(1 ヶ月) 約 400,000 約 5,810,000 
7 月 21 日(2 ヶ月) 約 830,000 約 10,290,000 
8 月 29 日(100 日) 約 1,620,000 約 16,660,000 
11 月 21 日(半年) 約 3,280,000 約 27,920,000 
2013 年 5 月 20 日(364 日) 約 6,340,000 約 50,800,000 
 
注2-3)晴、快晴な日の中、午前中(9：00～12：00)画像データとして選定された日の詳しい気象情
報を注表2-2に示す(参考文献2-11)。 
注表2-2. 気象情報 
年月日 
気圧(hPa) 気温(℃) 湿度(％) 天気概況 平均視程距離(km) 
現地 海面 平均 最高 最低 平均 最小
昼 
(06:00～18:00)
午前 
(06：00～12：00) 
2012 年 
11 月 27 日 
1006.5 1010.9 11 13.7 7.2 40 29 快晴 47 
※出典： 気象庁気象統計情報より作成
注2-4)EMRはNac社のEMR-9modelを使用した。EMRに装着された視野カメラのレンズは30度を用いた。 
注2-5)被験者実験の様子を図化したものが注図2-1である。 
 
 
注図2-1．被験者実験の簡略図と設定環境 
 
注2-6)現実の都市空間におけるEMRを用いた実験を行った先行研究においても被験者数を10人程度
としており、同一環境条件のもとで実験を行うことが可能なのは約5～10人以内と判断した
(注表2-3)。 
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注表2-3. EMRを用いた既往研究における被験者数 
参考文献 有効人数/被験者数(％) 注視データ数 実験場所
文 2-1) 7/9(77.7％) 1,365 屋内 
文 2-2) 10/15(66.6％) 2,500 屋内 
文 2-3) 4/4(100％) 非表示 現場 
文 2-6) 5/5(100％) 非表示 現場 
文 2-7) 5/10(50％) 2,121 現場 
本研究 6/9(66.6％) 1,559 屋内 
 
注2-7)実験の際に画像変化による残像と視線の不安定を考慮、得られた映像データの前後をカット
した。なお、画像を見る時間は何段階か変えて同様に実験した結果である。40秒以上に関し
ては被験者のデータの変化による差が見られなく平準化になったため、本章では40秒間の投
影を採用した。また、実験から得られたアイマークデータの解析ソフト(d-factory)上の画
面を注図2-2に示す。 
 
 
注図2-2．眼球運動実験の解析ソフト(d-factory)上のキャプチャ画像 
 
注2-8)篠原は視線が集中する領域を中心領域と呼び、俯瞰景で眺める際の領域を分類している。本
章では、6つの俯瞰景観に対する平均注視点を中心としてそれらの標準偏差を6つの画像に対
する共通の中心領域として設定し、それを中景領域として扱った(参考文献2-9、pp.46)。 
注2-9)この理由として、俯瞰画像Fの特徴は、画像の下部に隅田川が水平の左右の方向に流れてい
ることが挙げられる。川が画像の上下部かかって流れていることで俯瞰画像における奥行き
感を演出している他の画像に対し、画像Fの場合、下部に川沿いの緑を加えた水平左右への
面的な広がりを持った川が流れていることで、存在感が大きいことで、被験者の視線を誘導
しやすいからであると考えられる。 
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第 3 章 
都市俯瞰景観における注視点の疎密 
人の「注視」に着目した景観体験分析Ⅱ 
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3-1 はじめに 
3-1-1 本章の目的 
第3章は、「注視」の視覚体験分析の第2段階として、注視点の疎密に着目した分析を行
う。すなわち、俯瞰俯瞰景観の中で何を見ているかという各俯瞰画像における注視対象に
ついて、注視点データの定量化を通じて抽出し、俯瞰画像における景観構成要素と注視対
象の関係、俯瞰画像における遠近感の指標となる俯角と注視の疎密の関係、この2つのこ
とから、都市俯瞰景観における視覚体験特性の分析を行う。 
 
 
3-1-2 本章で用いる用語 
以下、本章の分析に使用する用語を以下に整理する。 
 
①注視時間 
注視点データ毎の注視時間の長さ。注視点の属性として停留時間を言う。 
 
②注視頻度 
俯瞰画像上における各メッシュ内の注視点の数。 
 
③共通注視量 
俯瞰画像における注視点の疎密をメッシュ単位で可視化する指標。各セルに対する注
視点の注視時間と注視回数により計算される単位を持たない値をいう。具体的には第
3-3節で述べる。 
 
④俯角 
俯瞰画像上の奥行き感(遠近)による注視傾向を判断するために設定した俯瞰画像の縦
軸のセル単位の角度(図3-1参照)。 
 
 
3-1-3 分析の方法 
第2章での6つの俯瞰画像に対する注視点データを用いたメッシュ分析を行う。そして、
メッシュ毎に抽出された注視点の疎密に着目し、俯瞰画像における注視対象の特性の分析
を行う。 3章における分析の流れを図3-1に示す。 
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図3-1．分析の流れ(3章) 
 
メッシュ分析で扱う俯瞰画像の枠は図3-2である。各セルの検討に当たっては、2章にお
ける注視点データの抽出基準注3-1)と、被験者から見える景観要素として画像上の要素の大
きさを検討しセルの一辺を2度とした。一つの俯瞰画像当たり540個のセルになり、6枚の
俯瞰画像、全3240セルに対する景観要素の分類と共通注視量の分析を行う。なお、各セル
には左下の１番から右上の540までに番号を付け注視対象の分析を進める。 
 
 
図3-2．本章で扱う俯瞰画像の分析の枠 
 
①注視対象の抽出と注視特性 
6つの俯瞰画像における各セルごとに景観要素の属性を付与し景観要素の構成図を
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作成する。さらに、共通注視量によりメッシュ分析を行い、注視対象を抽出し注視対
象の特性を明らかにする。そして、各俯瞰画像における景観要素割合と、共通注視量
により抽出された注視対象の割合の関係から注視特性を明らかにする。以上の注視対
象の抽出過程と分析の例を図3-3に示す。 
 
 
 
図3-3．俯瞰画像の景観構成特性とメッシュ分析による注視対象の抽出過程 
(俯瞰画像Dの例示) 
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②俯瞰画像における俯角と注視傾向 
①で導出した注視対象のセルを俯瞰画像における俯角と第2章で算定された3つの領
域に分け、注視対象の数の割合と共通注視量から注視傾向を求める。分析データとし
て、俯瞰画像上の横方向の30個のセルの平均値を縦の2度おきに導出し、俯角ごとに
示したデータを用いる。その際の画像上の俯角設定方法を図3-4に示す 注3-2)。 
俯瞰画像の中心線の俯角については、2章で確認した撮影条件と同一環境(同一カメ
ラ機種とレンズ、地上350m)とし、現場からカメラレンズの撮影中心線の俯角を1度ご
とに再撮影した方法を通じて確認したものである。つまり、本研究で使う俯瞰画像の
場合は俯角-13度の条件で撮影されたものであり画像の中心の俯角を-13度とした。 
 
 
図3-4．俯瞰画像の俯角ごとの分析単位の設定方法 
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3-2 景観要素の分類と俯瞰画像の景観構成 
3-2-1 景観要素の分類 
俯瞰画像における各セルごとに確認できる景観要素の実体(物理的な要素)を建物系、建
物群系、自然系、IS(インフラストラクチャー)系、OS(オープン・スペース)系、遠景都市
系、その他に分け、景観要素として取り使う(表3-1)。各セルの検討における代表的な景
観要素の対応例を図3-5に示す。 
 
 
図3-5．各セル(2度おき)における景観要素の対応例 
 
表3-1．景観要素の分類と細項目 
番号 景観要素 細項目 
1 B 建物系 建物、建物(壁面)、建物の屋上、建造物、寺院、送信塔
2 BG 建物群系 密集住宅群、建物群、ビル群、超高層群 
3 N 自然物系 緑(植物)、山、川(河川)、海、空 
4 IS インフラストラクチャー系 道路、線路、橋梁 
5 OS オープンスペース系 広場、空き地、運動場(学校) 
6 C 遠景都市系 広域地域、 高層ビル(遠景領域方) 
7 E その他 車、船、堤防など 
 
第３章 ・・・・・ 都市俯瞰景観における注視点の疎密 
 90
3-2-2 俯瞰画像の景観構成の特性 
3-2-1節で分類された景観要素を用い、各俯瞰画像に重ね合わせた景観構成図を作成し
た(図3-7)。これにより、各俯瞰景観の景観要素の割合が可視化できた。景観構成の多く
は景観要素の分類により領域が形成され、主に都心部における景観の特徴的要素である建
物、建物群によって景観のテクスチャが形成されている。各画像における景観要素ごとの
割合を表3-2、図3-6に示す。 
 
表3-2．各俯瞰画像における景観要素の構成割合 
俯瞰画像 
景観要素 
A B C D E F 
割合(%) 
(n=3240) 
建物系 0.296 0.172 0.317 0.352 0.200 0.098 23.92(775) 
建物群系 0.300 0.431 0.352 0.372 0.559 0.337 39.20(1270) 
自然系 0.172 0.172 0.217 0.187 0.139 0.319 20.09(651) 
IS 系 0.085 0.076 0.035 0.037 0.043 0.119 6.57(213) 
OS 系 0.031 0.009 0.015 0.007 0.006 0.019 1.45(47) 
遠景都市系 0.107 0.139 0.065 0.041 0.050 0.109 8.52(276) 
その他 0.007 - - 0.004 0.004 - 0.25(8) 
 
 
 
図3-6．俯瞰画像別の景観要素構成の割合 
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図3-7．俯瞰画像別の景観要素構成図 
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3-3 注視量の算定と注視対象 
3-3-1 注視量の算定によるメッシュ分析 
注視特性を可視化するために注視点データに対する共通注視量によるメッシュ分析を行
う。共通注視量は、単位を持たない値であり、この値は実験時間や被験者数によって左右
するため絶対的な意味を持つ指標ではなく、他のセルとの比較によって意味を持つ相対的
な指標である。 
すなわち、共通注視量の値が全体の中で高い場所は「被験者に共通して見られやすい」
場所を示す、低いものは「被験者に共通して見られ難い」場所であることを表す。この計
算式(図3-8)によって分析したメッシュデータを図3-9から図3-14に示す。  
 
 
図3-8．メッシュ分析に用いた各セルにおける共通注視量の計算式 
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図3-9．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像A) 
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図3-10．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像B) 
都市俯瞰景観における注視点の疎密・・・・・ 第３章 
 95
 
 
 
図3-11．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像C) 
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図3-12．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像D) 
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図3-13．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像E) 
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図3-14．注視点データを用いた共通注視量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像F) 
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3-3-2 注視対象の抽出 
各俯瞰画像における注視領域を面積として、セル単位の共通注視量を求めた結果、平均
32.5±2.9％になた。さらに、注視面積の内で、共通注視量の値が全体の中で高いセルが
「被験者に共通して見られやすい」ところである事から画像ごとに共通注視量の上位30％
のセルを抽出する(図3-15)。また、抽出されたセルを 図3-7と重ね合わせ各セルの特性を
把握し、景観要素としての注視対象の属性を把握する(図3-16)。その結果、得られた俯瞰
画像ごとの注視対象を図3-17に示す。 
 
 
図3-15．注視対象セルの抽出過程 
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図3-16．各俯瞰画像における注視対象セル(黒い箇所)抽出過程 
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図3-17．各俯瞰画像における注視対象として抽出されたセル 
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3-3-3 注視対象の特性 
第3-3-2節で抽出した各セルの景観要素に対する注視対象の割合をまとめた(表3-3)。こ
れは、俯瞰画像ごとに注視領域内で被験者がより共通して見ている景観要素の傾向が伺え
る。建物群系(31.7%)と建物系(29.4%)の順に大きく、両者を合わせて全体注視対象の60％
以上を占めており、これは都心部の主な景観要素であることが理由であると考えられる。
それら以外の主な注視対象は自然系(14.0%)と遠景都市系(9.3%)であった。 
 
表3-3．各俯瞰景観における注視対象の割合 
俯瞰画像 
景観要素 
A B C D E F 
割合(%) 
(n=344) 
建物系 0.310 0.269 0.400 0.392 0.268 0.129 29.36(101) 
建物群系 0.190 0.269 0.308 0.412 0.393 0.339 31.69(109) 
自然系 0.121 0.154 0.123 0.157 0.036 0.242 13.95(48) 
IS 系 0.086 0.135 0.031 - 0.143 0.161 9.30(32) 
OS 系 0.103 0.019 0.031 - - - 2.69(9) 
遠景都市系 0.190 0.154 0.108 0.020 0.143 0.129 12.50(43) 
その他 - - - 0.020 0.018 - 0.58(2) 
 
 
 
 
図3-18．俯瞰画像別の注視対象の割合 
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また、注視対象における共通注視量の平均値を見ると(表3-4)、建物系(2.115)、遠景都
市系(2.085)の順に共通注視量が大きくなっている。これらの要素は、俯瞰画像における
景観要素の中でも、建物系の特徴を示している注3-3)。すなわち、周囲と比べ高く、大きく、
象徴的な建物に対し、共通して注視することと、第2章で明らかになった遠景をより注視
する特徴に起因していると考えられる。 
 
表3-4．注視対象における共通注視量の平均 
俯瞰画像 
景観要素 
A B C D E F 平均 
建物系 2.087 2.187 1.931 2.314 2.202 1.970 2.115 
建物群系 2.079 2.006 1.884 2.204 1.965 1.949 2.015 
自然系 2.293 2.205 2.061 2.251 1.684 1.918 2.069 
IS 系 1.850 2.163 1.956 - 1.968 1.871 1.635 
OS 系 1.921 2.952 1.607 - - - 1.080 
遠景都市系 2.021 2.185 1.932 2.319 2.050 2.004 2.085 
その他 - - - 2.865 1.921 - 0.798 
 
3-3-4 俯瞰画像の景観構成と注視対象の関係 
(1)景観構成と注視対象の割合の差 
表3-6は俯瞰画像の景観構成要素の割合と注視対象の割合の差を計算したものである。
各割合の差が景観構成に対すると注視の高、低を示している。つまり、負の数値を持つ項
目は注視対象の割合が、景観構成要素の割合と関係性が低いことから、それらの項目をよ
り見ていることを示している。 
全俯瞰画像共通して建物系である景観要素をより見ている傾向がある。一方、建物群や
自然系の要素はその割合と比べ、少なくなっていることが特徴であった。つまり、被験者
はそれぞれの俯瞰画像における建物群など主に俯瞰画像を構成していた景観要素構成の割
合とは関係なく、周囲と比べ高く、大きな建物系の景観要素に対して注視する傾向がある。 
 
(2)景観構成と注視対象の割合の相関 
表3-6は俯瞰画像の景観構成要素の割合と注視対象の割合の相関係数を景観要素ごとと
俯瞰画像ごとに示したものである。各項目における相関係数は、景観構成の割合と注視対
象の割合の関係性の高、低を示している。つまり、各項目における相関係数の比較により、
景観要素ごとや、俯瞰画像ごとの注視傾向を説明することができる。 
まず、各俯瞰画像における景観構成と注視対象の相関を見ると（表3-5の下）、全俯瞰
画像に共通して相関係数0.8以上の高い相関を示しており、俯瞰画像を構成する景観要素
がその景観の特性を示す主な注視対象となる可能性が高いといえる。 
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表3-5．俯瞰画像の景観構成と注視対象の割合の差 
俯瞰画像 
景観要素 
A B C D E F 
建物系 -0.014 -0.097 -0.083 -0.040 -0.068 -0.031 
建物群系 0.110 0.162 0.044 -0.040 0.166 -0.002 
自然系 0.052 0.018 0.094 0.030 0.103 0.077 
IS 系 -0.001 -0.059 0.004 0.037 -0.100 -0.043 
OS 系 -0.072 -0.010 -0.016 0.007 0.006 0.019 
遠景都市系 -0.082 -0.015 -0.043 0.021 -0.093 -0.020 
その他 0.007 - - -0.016 -0.014 - 
＜俯瞰画像別の景観要素構成の割合＞ ＜俯瞰画像別の注視対象の割合＞ 
 
 
そして、3-3-3節で主な注視対象として明らかになった建物系、建物群系の景観構成割
合と注視対象の相関を比較して見ると差が見られる(表3-5の上)。それは、この2つの景観
要素は意識的に見られることもあるが、その数が多いため、人の意志とは関係なく見られ
る傾向があると考えられる。建物系の景観要素は景観の構成量に比例して無意識的によく
見られることに対し、建物群系の場合には意識的に見られるのではないかと類推できる。 
 
表3-6．景観構成と注視対象の相関 
 
＜景観要素ごとの景観構成割合と注視対象の相関＞ 
建物系 建物群系 自然系 IS 系 OS 系 遠景都市系 その他 
相関係数 0.947  0.519  0.859 0.672 0.846  0.661  0.393  
 
        
＜俯瞰画像ごと景観構成割合と注視対象の相関＞ 
A B C D E F 
 相関係数 0.825  0.836  0.928  0.992  0.868  0.957  
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3-4 注視距離と注視傾向 注 3-4) 
3-4-1 注視距離の変化による注視対象数 
表3-7は注視対象の数の俯角別の割合を示したものである。注視対象数の割合の平均は3
つの領域においては遠景領域が最も高く、近景より中景と遠景領域に注視対象となるもの
が多い。また、近景から遠景の方に、俯角が小さくなるほどその値は増加している。これ
は、俯瞰画像における注視対象となる物は遠景になるほどその数が増え、被験者はそれら
を中心に見ている傾向があるといえる。 
 
表3-7．注視対象の数の俯角別の割合(%) 
注視領域 
区分 
俯角 A B C D E F 
平均 
(ｎ:6) 
遠景領域 
0 以上 10.34 7.69 3.08 3.92 19.64 3.23 7.98 
9.53 
－2 10.34 5.77 13.85 11.76 14.29 11.29 11.22 
－4 13.79 11.54 9.23 13.73 7.14 14.52 11.66 
－6 13.79 17.31 4.62 5.88 5.36 3.23 8.36 
－8 6.90 7.69 9.23 9.80 8.93 8.06 8.44 
中景領域 
－10 8.62 3.85 10.77 15.69 10.71 11.29 10.15 
8.16 
－12 3.45 1.92 7.69 13.73 5.36 4.84 6.16 
近景領域 
－14 8.62 7.69 12.31 7.84 - 6.45 7.15 
4.00 
－16 5.17 7.69 3.08 1.96 7.14 1.61 4.44 
－18 6.90 5.77 4.62 3.92 7.14 3.23 5.26 
－20 5.17 3.85 6.15 3.92 1.79 1.61 3.75 
－22 5.17 5.77 6.15 1.96 5.36 6.45 5.14 
－24 - 3.85 6.15 - 5.36 8.06 3.90 
－26 - 3.85 - - 1.79 8.06 2.28 
－28 1.72 5.77 3.08 3.92 - 4.84 3.22 
－30 - - - 1.96 - 3.23 0.86 
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3-4-2 注視距離の変化による共通注視量 
共通注視量に関しては、最も低くなっている近景の俯角-26度の所をはじめ中景の付近
までは継続的に増加し、中景･遠景の所では増減を繰返している。全体的に見ると、遠景
になるほど共通注視量の値は増加している傾向があると言える(表3-8)。これから、近景
付近では被験者の個人差が見られるが、中景･遠景の、俯角が小さくなるほど注視対象を
共通して注視する傾向があることがわかる。 
 
表3-8．俯角ごとの注視対象の平均共通注視量 
注視領域 
区分 
俯角 A B C D E F 平均 
遠景領域 
0 以上 2.047 2.119 2.019 1.985 2.088 2.341 2.100  
2.107
－2 1.941 2.481 1.952 2.293 2.071 2.017 2.126  
－4 2.041 2.099 1.857 2.314 1.865 2.020 2.033  
－6 2.233 2.167 1.775 2.101 2.318 1.576 2.029  
－8 2.187 2.454 2.375 2.389 2.100 1.977 2.247  
中景領域 
－10 2.047 2.089 1.985 2.239 1.933 1.916 2.035  
2.053
－12 2.175 2.085 2.092 2.318 1.926 1.833 2.071  
近景領域 
－14 1.962 1.962 1.858 2.161 - 2.186 2.026  
1.845
－16 2.206 2.326 1.746 2.473 2.321 1.488 2.093  
－18 1.973 2.325 2.014 2.404 2.140 1.809 2.111  
－20 2.178 1.890 1.729 1.933 1.921 1.926 1.929  
－22 1.821 1.793 1.570 1.835 1.672 1.811 1.750  
－24 - 2.360 1.905 - 1.863 1.744 1.574  
－26 - 2.312 - - 1.506 1.986 1.161  
－28 1.731 1.734 1.566 2.797 - 2.031 1.972  
－30 - - - 2.223 - 1.750 1.987  
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3-4-3 注視距離による注視対象の数の割合と共通注視量の関係 
図3-19は注視対象の数の割合と共通注視量の変化を角度別に示したものである。概ね遠
景になるほど注視対象の数の割合と共通注視量がともに増加しているのが分かる注3-5)。 
つまり、俯瞰景観における注視対象は俯角が小さくなるほどその数が増加し、さらにそ
の注視対象を被験者が共通して見ていると言える。これは、俯瞰景観は遠景ほど注視の数
は増えるが、見られるものは特定のものに絞られていく傾向があるといえる。なお、図 3-
20 から図 3-25 は俯瞰画像ごとにこの傾向を示したものである。 
 
 
図3-19．俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(全体画像平均) 
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図3-20．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下) (俯瞰画像A) 
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図3-21．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下) (俯瞰画像B) 
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図3-22．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下) (俯瞰画像C) 
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図3-23．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下)  (俯瞰画像D) 
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図3-24．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下)  (俯瞰画像E) 
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図3-25．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、 
俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(下) (俯瞰画像F) 
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<注釈> 
注3-1)アイマークデータに基づいて注視点を求める場合、ある範囲内に連続して集まるアイマーク
データを一注視点として集約するのがある。本研究では、一般にもよく用いられている、ア
イマークデータが一定時間以上一定の円形範囲内に停留したときの範囲の中心座標を注視点
とする方法を採用している。本研究では、注視点の条件設定にあたり、既往の研究て確立し
ている「円形範囲の半径を1.5度の円内に0.2秒以上停留した場合」を注視点として定義して
いる。 
注3-2)俯角1°以上のデータは確認し山以外の空や曇を注視したことを確認し範囲以外のデータとし
てで除いた。 
注3-3)第3.2節で各セル画像を検討する際に、画像の特徴として｢建物の一部分(壁、屋上)や周囲と
比較し、非常に高く、大きい、特異な形をしている建物及び建造物」を建物系に分類した。 
注3-4)第3-4節の分析過程におけるデータの集計を注表3-1と注表3-2に示す。第3-3節でのメッシュ
分析による得られた注視対象と共通注視量を俯角ごとに集計を行った。 
注3-5)注視距離が極めて遠くなる場合には、注視対象として明確に把握できるもの自体が減少し見
えなくなる。そのため、注視対象の数の割合の場合は最後のところは減少したものと推察さ
れる。 
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4-1 はじめに 
4-1-1 本章の目的 
第2章、第3章では、6種の俯瞰画像に対する眼球運動実験を行い、都市俯瞰景観におけ
る被験者の注視特性を明らかにした。第4章、第5章では、広視野の俯瞰景観を再現したパ
ノラマ型の俯瞰画像を用い、人の「認識」に着目した視覚体験分析を行う。 
第4章では、人の「認識」に着目した視覚体験分析の第1段階として、被験者の眼球運動
実験および景観要素指摘実験を行い、得られた注視点と認識点を用いて、認識点の分布特
性を明らかにする。 
 
 
4-1-2 本章で用いる分析データ 
本章の分析に使用するデータを以下に整理する。 
 
①認識点データ 
本章で用いる認識点とは、景観を眺める際の被験者の認識の仕方を「点データ」として
記録したデータを言う。より具体的には、注視点データに加え、俯瞰画像を眺める際に着
目される景観要素に関する発話内容による景観認識が記録されているもの。 
本章では、認識点の分布特性として、平均認識点の位置と認識点データにおける発話内
容の頻度を分析する。 
 
 
4-1-3 被験者の選定と俯瞰画像の作成 
(1)被験者の選定 
被験者は、早稲田大学で建築学を専攻する4年生以上の学部生および大学院生の12人を
対象にした。 今回、建築専攻の大学(院)生を対象とした理由としては、景観要素指摘や
景観認識図の作成実験を用いた人の景観認識を把握するため、景観の概念に一定の理解が
あり、景観のスケッチや認識に慣れた人物が被験者として適していることが挙げられる。 
実験結果の分析において被験者の属性による有意な差は認められなかったため、データ
を統合した分析を可能と判断した。 
また、眼球運動実験と景観要素指摘実験において全被験者12人のうち、2人の視線が正
しく計測できなかったため、無効として、10人のデータを採用し分析を行う。データを採
用した被験者10人の属性を表4-1に示す。 
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表4-1．被験者の属性 
項目 採用条件 
性別 
男性(人) 8 
女性(人) 2 
年齢 平均(歳) 25.7 
居住地 
23 区内(人) 10 
23 区外(人) 0 
居住期間 平均(年) 11.5 
展望施設の利用回数(23 区内) 平均(回/年) 1.1 
 
(2)俯瞰画像の作成 
本章では、第2章、第3章で明らかとなった知見、つまり都市俯瞰景観の被験者が左右へ
視線移動(眼球運動)中心に視覚体験を行うことを考慮し、水平的視野の広がりを持つ都市
俯瞰景観の性質を再現するパノラマ型の俯瞰画像を作成し実験を行う(図4-1)。俯瞰画像
の作成の際には以下の2点を考慮した。 
①近景から遠景にかけて多様な景観要素が存在する俯瞰画像であること。 
②視点場からの眺めが 東京23区全体を対象にしている俯瞰画像であること。 
 
 
4-1-4 分析の方法 
以下、本章の分析の流れを図4-2に示す。 
 
(1)認知地図作成(予備調査) 
視覚体験実験に先立ち、被験者の都市に対する認識程度を把握するための予備調査を行
う。具体的には、被験者の記憶を頼りに認知地図の作成によるエレメント想起法を用いて、
認知地図に描かれている要素(以下、エレメント)を抽出し、それらエレメント毎に想起率
を求める。 
 
(2)景観要素指摘実験と認識点の抽出 
4-1-3で作成された俯瞰画像に対するEMRを用いた眼球運動実験と同時に景観要素指摘実
験を行う注4-1)。具体的には、被験者にEMRを装着し俯瞰画像を130秒間眺めさせる注4-2)。ま
た同時に俯瞰画像の中から読み取られる景観要素や印象などのについて、被験者に自由に
発話してもらいボイスレコーダー(以下、VR)に記録する。自由発話の際の被験者には、
『俯瞰画像を眺めながら思い出したことなどを何でも自由に発言或いは説明してくださ
い』の指示をした。 
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EMRから得られたアイマークデータの記録時間にVRデータの記録時間を対応させ、発話
があった時点のアイマークデータのみを認識点データとして抽出する。データ抽出方法の
詳細は第4-3節で述べる。 
 
(3)認識点の分布特性 
①平均認識点の位置 
各被験者の認識点の座標を平均した平均認識点の位置について、俯瞰画像における遠近
を示す水平軸に対する上・下の位置関係関係から考察する。 
 
②エレメントの想起率(数)と認識点数の比較 
予備調査から得られたエレメントの想起数と、視覚体験実験から得られた認識点数の関
係から、都市空間に対する認知程度と景観認識の関係を考察する。 
 
③認識点における発話内容の頻度 
全被験者の認識点データに対する発話内容をまとめ発話内容の種類を分類した上で、発
話内容の種類別の割合を求める。 
 
 
 
図4-2．分析の流れ(4章) 
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4-2 認知地図作成による予備調査 
4-2-1 調査の概要 
(1)実験概要 
人は日常的に空間の利用や移動などの経験の中で様々なことを感じ取り、環境に対する
何らかのイメージを無意識的に描く。特に、広域を瞬時に視認することができる俯瞰景観
においては、目に見える様々な要素の一つ一つが、これらの経験に基づいたメディアとな
り被験者の景観認識にもある程度の影響を及ぼすと考えられる。 
そこでまず、被験者の都市空間に対する認知の程度を調査する。調査方法としては、東
京23区を対象とした認知地図作成を行い、認知地図に描かれているものの出現頻度(以下、
エレメント想起率)を算出する注4-3)。今回、認知地図作成方法を採用した理由としては、地
理的な位置関係を意識しながら都市を想起させることによって、より明瞭なエレメント情
報が得られると判断したためである。 
 
表4-2．認知地図作成における被験者に対する指示 
指示の区分 説明及び指示文 
実験概要について 
 
①本実験における認知地
図とは? 
本実験における認知地図は、あなたの心・頭の中に描い
ている地図のことで、本来的な意味の地図の形態を想定
しています。すなわち、「ある場所が、どこから、どの
方向へ、どれだけ離れているか」という感覚をあなたの
頭の中に存在する「空間イメージ要素」を用い紙面上に
描画して視覚化したものとして「認知地図」を取り扱っ
ています。 
②空間エレメントとは? 都市を構成する、施設、名所、地区・地域、都市インフ
ラ、自然物など、あなたの頭の中に存在する、位置的地
理情報が確認可能なものを言います。 
③認知地図の作成例 図の例は、○○県の中部に位置する○○市を対象にした
認知地図の作成例示です。○○市の都市構造を主に点、
線、面の 3つの形態に表現したものです。あくまで参考
にしてください。 
※認知地図の例示は参考文献 4-2)の図を用いた。 
認知地図の 
作成方法について 
・「東京」という言葉から連想される代表的な名所、地区・地域、建築物、自然
物、都市インフラなどの「空間エレメント」を用い、 A3 サイズの白い紙に、東京
の都市構造をできるだけ詳しく描いてください。上手いかどうかは関係ありません
ので、自由に気兼ねなく描いてください。 
・描画の際には、位置や方向、領域の範囲や形態などが判断できる要素などを中心
に、できるだけ「実地図」のようにすべて描いて下さい。 
・なお、左のページにある「認知地図」の作成例を参考に、以下の条件 1、2、3 に
合わせ作成してください。 
条件 1.家、学校、東京スカイツリーを必ず含めて描いて下さい。 
条件 2.描いた建物、場所、地区・地域、道、川など空間イメージ要素につい
て、わかるように名前も書いてください。 
条件 3.方位マークを書いてください。 
・基本、時間制限は無いですが、30 分程度で作成してください。 
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(2)認知地図の作成方法 
被験者に、「東京」という言葉から連想されるエレメントを、「地図」の形でA3の用紙
上に鉛筆で自由描画してもらう。紙上に描かれた各エレメントについては名称を記入して
もらう。なお、被験者による描画のしやすさを最優先とし描画時間やスケールの統制は行
っていない。実験の際に被験者に提示した説明文を表4-2にまとめた。 
 
 
4-2-2 調査の結果 
本節では、認知地図の描画の形式、次にどのような施設がよく描かれているかに着目し
て分析する。 
 
(1)描画傾向 
全体的な傾向として、JR線および隅田川、海湾線として把握できる東京湾は地理的意識
の骨格として明瞭に描かれていた。それに対し、首道高速道路など道路については、地図
としての体裁を保ちながら描かれているものが少ない。これは被験者が、東京の広域なス
ケールを対象にしているものの、電車などの公共交通手段を利用し通学する学生であるた
めと考えられる。なお、北を上に描かれたものがほとんどであったが、これは地図を描く
際に、一般に北を上に描くことを建築専攻の被験者が既に学習しているためであると考え
られる。調査から得られた認知地図を図4-3から図4-12に示す。 
 
 
図4-3．認知地図の作成(被験者1、エレメント数59箇所) 
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 図4-4．認知地図の作成(被験者2、エレメント数54箇所) 
 
 
 
 図4-5．認知地図の作成(被験者3、エレメント数30箇所) 
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 図4-6．認知地図の作成(被験者4、エレメント数65箇所) 
 
 
 
 図4-7．認知地図の作成(被験者5、エレメント数108箇所) 
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 図4-8．認知地図の作成(被験者6、エレメント数33箇所) 
 
 
 
 図4-9．認知地図の作成(被験者7、エレメント数35箇所) 
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 図4-10．認知地図の作成(被験者8、エレメント数24箇所) 
 
 
 
 図4-11．認知地図の作成(被験者9、エレメント数31箇所) 
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 図4-12．認知地図の作成(被験者10、エレメント数32箇所) 
 
 
(2)エレメントの想起率 
各エレメントが認知地図に書き込まれている割合を示すエレメントの想起率を把握する。
被験者10人の全471個のエレメントの中(表4-3)、想起数3以上のエレメントをまとめたの
が表4-4である。 
 
表4-3．各被験者の認知地図におけるエレメントの想起数 
被験者番号 
エレメントの数
(箇所) 
1 59 
2 54 
3 30 
4 65 
5 108 
6 33 
7 35 
8 24 
9 31 
10 32 
合計 471 
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想起率が80％以上と高いエレメン卜は、東京スカイツリー、東京タワーなど東京におけ
るランドマークとして存在感あるエレメントと、西早稲田(大学)、JR山手線、新宿、高田
馬場、渋谷、池袋など、被験者の通学路及び大学周辺に属するエレメントなどが上げられ
る。これらのエレメントは、ランドマークとして既に認識している東京の代表的なもので
あり、また、東京都の都市構造の骨格をなすもの(JR山手線、隅田川など)でもあると言え
る。それに対して、想起率が50％未満と低いエレメントは、副都心線をはじめ、原宿、銀
座、東京ディズニーランド(千葉県)、羽田空港などが挙げられる。 
被験者自身の主な活動範囲である大学を中心とした、通学の周辺にあるエレメントに関
してよく認知していることから、被験者の都市空間に対する認知は、自らの行動を基に展
開されているものと考えられる。 
 
 
表4-4．認知地図におけるエレメント別の想起率(想起数3以上のものを示す) 
(ｎ：10人) 
番号 エレメント名 想起率(%) 番号 エレメント名 想起率(%) 
1 JR 山手線 100.0 15 六本木(ヒルズを含む) 70.0 
2 東京スカイツリー 100.0 16 代々木(公園を含む) 70.0 
3 新宿 100.0 17 お台場 60.0 
4 西早稲田 100.0 18 東京湾(海湾線) 60.0 
5 東京駅 80.0 19 秋葉原 60.0 
6 渋谷 80.0 20 新橋 50.0 
7 池袋 80.0 21 荒川 50.0 
8 高田馬場 80.0 22 JR 中央線 50.0 
9 東京タワー 70.0 23 副都心線 40.0 
10 隅田川 70.0 24 東京ディズニーランド 30.0 
11 浅草 70.0 25 原宿 30.0 
12 品川 70.0 26 銀座 30.0 
13 皇居 70.0 27 新大久保 30.0 
14 上野(公園を含む) 70.0 外 294 ヶ所 
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4-3 認識点の分布特性 
4-3-1 認識点データの抽出 
俯瞰画像に対する眼球運動実験および景観要素指摘実験から認識点データを抽出する。 
眼球運動実験により得られた被験者の眼球運動を含めた映像データの前後(5秒)をカット
し120秒分のアイマークデータを得る。 
次に、アイマークデータの中0.2秒以上停留したデータ(以下、注視点データ)のみ抽出
する。そして、このデータの記録時間にVRデータの記録時間を合わせ、発話瞬間が対応す
るアイマークデータのみを認識点データとして抽出する(表4-6)。これにより得られた俯
瞰画像における注視点と認識点の数をまとめたのが表4－5である。そして、被験者の注視
点データと認識点データをそれぞれを、水平(X)の画角を180度、垂直(Y)の画角を36度に、
各データの座標値を示したものが図4-13、図4-14である。 
 
表4-5．実験から得られた注視点と認識点の数 
被験者 注視点 認識点 認識点/注視点
1 206 28 13.6％ 
2 258 41 15.9％ 
3 222 3 1.4％ 
4 208 49 23.6％ 
5 240 75 31.3％ 
6 220 34 15.5％ 
7 220 16 7.3％ 
8 181 23 12.2％ 
9 180 40 22.2％ 
10 228 8 3.5％ 
合計 2163 317 14.6％ 
 
表4-6．アイマークデータとVRデータの対応(被験者1) 
  EMR データ VR データ   EMR データ VR データ 
記録 
時間 
番号 
0.2 秒以上の停留 発話内容 
記録 
時間 
番号
0.2 秒以上の停留 発話内容 
座標 停留  
時間(秒) 
指摘 
有無 
内容 
座標 滞留 
時間(秒) 
指摘 
有無 
内容 
X Y X Y 
00:05.0 1 16.72 8.82 0.234 01:08.2 111 38.95 12.42 0.350 
00:05.2 2 28.65 2.83 0.551 01:08.6 112 34.78 11.29 0.767 
00:05.8 3 24.84 14.54 0.250 01:09.4 113 24.78 14.40 0.234 
00:06.0 4 23.57 15.60 0.367 01:10.0 114 32.31 14.61 0.217 
00:06.4 5 22.65 14.54 0.267 ● 富士山 01:10.2 115 28.50 13.41 0.267 
00:06.7 6 21.24 16.80 1.418 ● 見えて 01:10.5 116 14.96 5.23 0.701 
00:08.1 7 20.67 13.55 0.384 ● 手前に 01:11.2 117 12.91 9.25 0.217 
00:08.5 8 26.67 8.75 0.284 01:11.4 118 21.24 15.39 1.318 
00:08.8 9 20.60 2.54 0.284 01:12.7 119 17.15 14.82 0.350 
00:09.0 10 18.84 14.40 0.217 01:14.1 120 57.43 12.85 0.267 
00:09.3 11 7.55 8.33 0.250 01:14.3 121 -8.75 11.01 0.267 
00:09.5 12 11.08 8.61 0.400 ● 隅田川 01:14.6 122 -19.40 10.73 0.384 
00:09.9 13 41.13 -4.30 0.334 ● 見えて 01:15.0 123 -17.43 12.63 0.684 
00:10.2 14 14.39 8.26 0.517 01:16.7 124 -22.65 11.22 0.200 
00:10.8 15 52.71 -6.84 0.200 01:16.9 125 59.13 14.54 0.250 
00:11.0 16 77.40 0.71 0.384 01:17.1 126 59.55 12.77 1.051 
00:14.3 17 56.44 -2.54 0.300 01:18.2 127 50.52 10.45 0.817 
00:14.6 18 43.04 0.71 0.234 01:19.0 128 54.89 12.70 0.851 
00:14.9 19 45.37 -0.91 0.217 01:19.8 129 55.51 11.33 0.534 ● 高い建物 
00:15.1 20 34.29 -1.69 0.267 01:20.4 130 71.19 10.66 0.350 
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00:15.4 21 46.64 -2.96 1.969 ● 金のウンチビル 01:20.7 131 58.63 13.13 2.135 ● サンシャイン 
00:17.3 22 50.73 4.59 0.601 ● あそこに 01:22.8 132 56.66 14.54 1.251 
00:17.9 23 48.90 2.69 0.234 ● あるので 01:24.1 133 50.94 12.56 0.684 
00:18.2 24 44.24 5.01 0.284 ● その延長線上に 01:24.8 134 41.49 12.99 0.234 
00:18.4 25 45.72 4.52 0.350 01:25.0 135 44.87 10.80 0.317 
00:18.8 26 54.40 0.78 0.384 01:25.3 136 32.95 6.28 0.200 
00:19.2 27 50.66 6.50 0.567 01:25.5 137 20.81 -8.60 0.384 
00:19.7 28 48.54 0.92 0.317 01:25.9 138 8.89 -9.03 0.434 
00:20.1 29 51.15 0.50 1.368 01:26.4 139 -24.84 -5.64 0.334 
00:21.4 30 59.55 3.11 1.735 ● 浅草 01:26.7 140 -33.73 -1.90 0.250 
00:23.2 31 60.68 -1.41 0.200 ● 浅草寺 01:26.9 141 -39.02 2.54 0.284 
00:23.4 32 62.30 4.52 1.318 01:27.2 142 -46.50 4.17 0.317 
00:24.7 33 60.54 8.47 1.185 01:27.5 143 -57.50 4.66 0.300 
00:25.9 34 66.60 12.42 0.217 01:27.8 144 -49.39 4.87 0.200 
00:26.1 35 54.75 14.61 0.567 01:28.0 145 -41.20 7.34 0.517 
00:26.7 36 40.71 -14.68 0.567 01:28.6 146 -47.13 12.49 0.217 
00:27.2 37 12.56 12.77 0.250 01:28.8 147 -55.32 12.42 0.267 
00:27.5 38 29.42 14.47 1.101 01:29.0 148 -52.42 9.11 0.350 
00:28.6 39 6.77 12.56 0.300 01:29.4 149 -62.72 2.12 0.551 
00:28.9 40 31.54 12.99 0.450 01:29.9 150 -62.87 6.42 0.984 
00:29.3 41 9.38 12.92 1.134 01:30.9 151 -79.02 -1.27 0.801 
00:30.5 42 0.89 12.56 0.284 01:31.7 152 -79.02 10.59 0.200 
00:30.7 43 14.89 10.73 0.701 01:31.9 153 -42.76 8.96 0.417 
00:31.4 44 -1.41 14.61 0.384 01:33.3 154 -40.78 12.56 0.484 
00:31.8 45 -10.65 12.77 0.450 01:33.8 155 -13.62 2.47 0.200 
00:32.3 46 10.58 14.33 0.300 01:34.3 156 7.20 -1.05 0.267 
00:32.6 47 16.45 12.54 0.367 01:34.6 157 21.17 -4.72 0.200 
00:32.9 48 22.59 12.33 0.300 01:35.8 158 27.02 -1.72 0.217 
00:33.2 49 4.81 11.06 0.984 ● 目の前が 01:36.0 159 78.25 8.67 0.400 
00:34.2 50 -0.69 12.97 0.334 ● 新宿 01:38.4 160 62.72 0.85 0.250 
00:34.6 51 2.91 7.68 1.518 01:38.7 161 75.07 10.66 0.200 
00:36.1 52 6.93 14.66 0.501 01:38.9 162 85.44 13.41 0.250 
00:36.6 53 3.12 13.55 0.384 ● 東京タワー 01:40.6 163 82.97 2.40 0.534 
00:37.0 54 -4.00 12.65 0.234 01:42.6 164 84.67 5.58 0.234 
00:37.2 55 -20.79 12.54 0.384 01:43.9 165 78.60 12.56 0.284 
00:37.6 56 -3.02 15.08 0.284 01:46.2 166 63.08 5.30 0.250 
00:37.9 57 0.85 14.61 0.284 01:46.7 167 46.92 1.13 0.217 
00:38.2 58 -18.91 13.34 0.317 ● お台場 01:46.9 168 56.44 12.99 0.667 
00:38.5 59 -30.90 12.77 0.601 ● 方面 01:47.6 169 65.33 8.96 0.234 
00:39.1 60 -15.52 12.77 0.601 01:47.8 170 27.16 10.52 0.384 
00:39.7 61 -13.26 -13.20 0.300 01:48.2 171 30.69 10.94 0.267 
00:40.0 62 -35.84 11.50 0.300 01:48.9 172 21.31 14.40 0.250 
00:40.3 63 -49.11 12.63 0.267 01:49.1 173 3.10 11.22 0.250 
00:40.5 64 -45.01 12.49 0.701 01:49.4 174 5.15 12.85 0.534 
00:41.2 65 -13.12 10.52 0.200 01:49.9 175 6.70 11.08 0.334 
00:41.4 66 -6.91 12.49 0.400 01:50.2 176 3.18 12.49 0.217 
00:41.8 67 -21.73 10.66 0.734 01:50.5 177 3.18 12.49 0.417 
00:42.6 68 -16.79 11.65 0.234 01:50.9 178 -10.65 9.11 0.300 
00:42.8 69 -15.38 10.23 0.701 01:51.2 179 -17.15 9.46 0.384 
00:43.5 70 -41.20 11.22 0.534 ● およそ 01:51.6 180 23.07 12.49 0.400 
00:44.0 71 -28.65 12.63 0.250 ● この辺が 01:52.0 181 -17.43 14.19 0.200 
00:44.3 72 -29.07 10.52 0.334 ● 豊洲 01:52.2 182 -3.10 11.08 0.684 
00:44.6 73 -33.16 -11.08 0.367 ● 方面 01:52.9 183 8.18 12.42 0.534 
00:45.0 74 -53.48 10.80 0.217 01:53.4 184 11.43 10.52 0.667 
00:45.2 75 -39.37 8.82 0.334 01:54.1 185 5.43 10.52 0.200 
00:45.5 76 -41.49 2.76 0.267 01:54.3 186 7.34 13.48 0.617 
00:45.8 77 -65.33 10.66 0.200 01:54.9 187 10.87 12.77 0.601 
00:46.0 78 -56.73 10.94 0.450 01:55.5 188 1.48 13.48 0.317 
00:46.5 79 -38.81 14.33 0.250 01:55.8 189 8.33 13.83 0.834 
00:46.7 80 -45.01 8.68 0.334 01:56.6 190 27.31 12.49 0.567 
00:47.0 81 -75.07 10.94 0.417 01:57.2 191 24.91 10.87 0.234 
00:47.5 82 -41.49 8.54 0.417 01:57.4 192 31.68 2.40 0.501 
00:47.9 83 -61.67 12.63 0.250 01:57.9 193 44.66 3.45 0.217 
00:48.1 84 -69.00 12.63 0.384 01:58.1 194 57.43 11.58 0.450 
00:50.0 85 -82.83 10.38 0.384 01:58.6 195 49.32 11.43 1.401 
00:50.4 86 -62.94 4.45 0.267 02:00.0 196 43.53 10.59 0.400 
00:50.7 87 -67.17 3.18 0.300 02:00.4 197 38.45 11.43 0.334 
00:51.0 88 -53.06 12.63 0.250 02:00.7 198 22.72 8.61 0.367 
00:51.2 89 -66.86 8.65 0.901 ● 二つのタワー 02:01.1 199 11.36 3.32 0.300 
00:52.1 90 -57.29 12.63 0.501 02:01.4 200 -1.34 2.47 0.384 
00:52.6 91 -36.97 13.34 0.217 02:01.8 201 -19.47 3.96 0.334 
00:55.8 92 -61.67 7.27 0.217 02:02.1 202 -25.40 8.61 0.200 
00:57.0 93 -30.90 7.13 0.250 02:02.3 203 -25.05 13.06 0.851 
00:57.3 94 -35.00 8.26 0.350 02:03.2 204 -27.23 11.15 0.267 
00:57.6 95 -25.26 12.21 0.334 02:04.4 205 -19.32 10.52 0.217 
00:58.5 96 -49.25 2.61 0.617 02:04.6 206 -69.71 8.82 0.367 
00:59.4 97 -43.75 9.67 0.317 ● 緑の群 合計 206 個 28 個 
01:00.2 98 14.96 13.06 0.250  
※注視点：白色（滞留時間 0.2 秒以上のアイマークデータ） 
※認識点：灰色（被験者の発話があった注視点） 
 
01:00.5 99 17.36 10.66 0.601 ● 新宿御苑 
01:01.1 100 33.66 13.55 0.367 
01:01.4 101 19.12 11.50 0.784 
01:03.2 102 17.22 13.20 0.884 ● その先に 
01:05.1 103 10.94 11.15 0.551 
01:05.7 104 1.06 10.52 0.667 
01:06.3 105 29.49 12.85 0.467 ● 都庁 
01:06.8 106 35.42 12.63 0.300 ● が見える 
01:07.1 107 8.75 10.59 0.217 
01:07.3 108 14.96 11.65 0.350 
01:07.7 109 13.34 11.43 0.200 
01:07.9 110 36.83 13.20 0.384 
都市俯瞰景観における認識点の分布 ・・・・・ 第４章 
 133
<被験者1> 
<被験者2> 
<被験者3> 
<被験者4> 
<被験者5> 
図4-13．各被験者の注視点データと認識点データの分布(被験者1～被験者5) 
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<被験者6> 
<被験者7> 
<被験者8> 
<被験者9> 
<被験者10> 
図4-14．俯瞰画像における注視点と認識点の分布 (被験者6～被験者10) 
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4-3-2 俯瞰画像における認識点の分布 
(1)注視点と認識点の全体分布 
全被験者の2163個の注視点データと317個の認識点データをそれぞれ重ね、水平(X)の画
角を180度、垂直(Y)の画角を36度に、各データの座標値を示したものが図4-15である。パ
ノラマ形の俯瞰画像でも、2章の結果と同様に注視点データと認識点データは、俯瞰画像
の上部に水平的広がる分布傾向が見られる。 
 
図4-15．全被験者の注視点データ(上)と認識点データ(下)の分布 
 
(2)注視点と認識点の平均中心点の位置 
俯瞰画像の上部に水平的広がる分布傾向に加え、よりその傾向を定量的に示すため、注
視点と認識点に対する平均中心点の位置を求める。 
平均中心点は、120秒間の注視点データ(2163個)と認識点データ(317個)のそれぞれの位
置座標を平均した位置である。 
注視点と認識点の平均中心点は、｢俯瞰画像｣の水平軸(0°)の上に位置しており、遠方
の要素を認識している傾向が見られることがさらに明らかになった(表4-7、図4-16)。 
 
(3)認知地図におけるエレメント想起数と俯瞰画像における認識点数の関係 
被験者の都市に対する認知程度として調査した認知地図におけるエレメントの想起数と、
景観体験を通じて得られた認識点の数の比較を行う。 
図4-17で想起数と認識点数に概ね相関関係が見られるように(相関係数0.6848)、エレメ 
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表4-7．俯瞰画像における平均中心点の座標 
 注視点 認識点 
被験者 
番号 
座標 
平均 
中心点 
標準偏差 数 
平均 
中心点
標準偏差 数 
1 
X 6.53 40.17
206 
12.71 36.74 
28 
Y 8.78 5.85 8.55 6.7 
2 
X 3.43 36.74
258 
14.58 32.25 
41 
Y 7.97 6.11 9.01 5.62 
3 
X 6.04 45.15
222 
25.08 38.79 
3 
Y 4.81 7.28 7.64 2.78 
4 
X -4.57 37.12
208 
-0.05 39.03 
49 
Y 5.88 6.83 7.05 5.39 
5 
X 11.5 46.5
240 
22.72 42.8 
75 
Y 6.22 6.96 6.13 7.64 
6 
X 13.21 41.24
220 
23.11 33.96 
34 
Y 5.75 6.72 6.39 6.17 
7 
X 5.97 44.57
220 
34.37 26.4 
16 
Y 6.32 6.84 5.82 6.34 
8 
X 4.97 42.69
181 
9.19 41.29 
23 
Y 3.44 8.32 4.39 8.84 
9 
X 22.41 38.1
180 
15.74 42.43 
40 
Y 5.56 7.03 7.62 5.96 
10 
X 14.74 43.92
228 
29.67 24.32 
8 
Y 6.65 7.00 5.31 8.54 
全体 
X 8.27 42.27 
2163
16.25 38.82 
317 
Y 6.21 7.01 6.96 6.7 
 
 
(数字：被験者番号) 
図4-16．俯瞰画像における平均注視点と平均認識点の位置 
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ントの想起数が多い被験者ほど、景観認識において認識点の数も多いことが分かる。 
すなわち、俯瞰景観の景観認識には、被験者自身の日常的な生活における都市空間に対
する認知がある程度反映されているといえる。 
 
 
 
図4-17．エレメントの想起数と認識点数の相関 
 
 
4-4 認識点における発話内容 
4-4-1 発話内容の種類 
俯瞰画像に対する被験者の認識の特徴を把握するため、認識点データに含まれている発
話内容を検討する。全被験者から合計317件の発話内容をまとめると、「地名・施設名」
「実体要素」「位置関係」「確認・描写」「その他」の5種類に分類することができた(表
4-8)。 
 
①地名・施設名： 
場所として認識される地名や施設の空間要素に関する発話。 
(例：富士山、浅草、隅田川、大手町、新宿、朝日ビル など) 
 
②実体要素： 
形態的特徴によって認識される物理的要素の実体に関する発話、 
(例：タワー、ビル(群)、緑(群)、川、建物、海沿い など） 
 
③位置関係： 
地名・施設や実体要素に関する発話の直前・後に述べられる、要素の位置や方向など
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に関する発話。(例：あそこ、あち、手前、奥に、００方面、北側、向こう など) 
 
④確認・描画： 
 地名・施設や実体要素に関する発話の直前・後に述べられる、景観要素の確認、雰囲
気を形容に関する発話。(例：見える、ある、流れる、集まっている、走っている 
など) 
 
⑤その他：その他の発話 
（例：およそ、分からない、多分、何だ、知らない など） 
 
表4-8．認識点における発話内容 
分類 具体的な内容 合計 
①地名・施設名 
隅田川(10)、新宿(8)、両国国技館(7)、富士山(7)、朝日ビル
(7)、浅草(7)、皇居(7)、東京タワー(6)、浅草寺(6)、上野(公
園)(4)、秋葉原(4)、お台場(3)、サンシャイン(3)、江戸東京博
物館(3)、錦糸町(駅)(3)、六本木(ヒルズ)(3)、墨田区役所
(3)、金の雲(2)、大手町(2)、渋谷(2)、汐留(2)、丸の内(2)、
ライオン本社、リバーフロント、江戸川、大川端リバーシティ
ー、大学(早稲田)、都庁、東京湾、東京駅、東武ホテル、東武
線、雷門、明治神宮、首都高速、新宿御苑、桜橋、隈研吾ビ
ル、日本橋、佃島、池袋、千葉、浅草ビューホテル、浅草花や
しき、清掃工場のタワー、品川、豊洲、合羽橋 
127 
②実体要素 
ビル群(6)、ビル(5)、緑(6)、橋(4)、川(2)、エリア、建物、建
物群、高い物、高い建物、公園、大きい建築、緑の群、緑の
線、緑道、緑地、山、駅、二つのタワー、通り、海沿い 
39 
③位置関係 
あそこ(18)、あたり(3)、あち(2)、00 辺(5)、あれ(5)、ここ、
こち(3)、手前(6)、奥の(3)、向こう(9)、00 方面(2)、そこか
ら、その先に、その横の、そばに、まわりに、間に、間中、距
離感的に、目の前、北だから、先の方に、遠くの方に、位置的
に、左の近くに、左の下、左側、側の方 
74 
④確認・描画 
見える(17)、ある(8)、流れる(3)、この(2)、その(2)、たくさ
ん(2)、走っている(2)、いっぱい、立ってて、すごい、ずっと
見える、その延長線上に、大きいところ、立て込んでるのは、
生い茂ってる、線上に、集まっている、黄色のあわ 
47 
⑤その他 
何だ(5)、分からない(5)、あまり知らない(3)、多分(2)、キッ
ト(2)、○○かな(2)、全体的に、はっきりと見えない、なんと
なく、なになのかな、となると、ということは、たぶん、○○
だな、さらに、およそ、あとは 
30 
※( )内は件数を示す 
 
 
4-4-2 発話内容の頻度 
表4-9と表4-10は、4-4-1節で分類した5種の発話内容に対し、被験者ごとの発話頻度を
示したものである。発話の頻度は、「施設・地域の名称(40.1％)」と「位置関係
(23.3％)」に関する指摘が圧倒的に多いことがわかる。 
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そして、実体要素については、ビル、ビル(群)、緑に関する指摘が多く、建物の単一も
のとして認識される要素と、群として認識される要素があることが分かる。なお、位置関
係に関しては「あそこ」「向こう」「手前」などの発話が多く、俯瞰画像の奥行き感によ
ってそれぞれの景観要素を認識している傾向が見られる。 
つまり、俯瞰景観において被験者は、要素の相対的位置関係を確認しながら認識領域を
拡大しているといえる。こうした景観認識の過程においては、俯瞰景観以外の方法で得た
都市の空間構造の認識を、俯瞰景観の中で再構築していることも推察される。 
表4-9．被験者別の発話内容の頻度 
()は%
発話言語の分類 
合計 被験者 
番号 
① 地名・施設名 ②実体要素 ③位置関係 ④確認・描画 ⑤その他 
1 12(42.9) 3(10.7) 7(25.0) 5(17.9) 1(3.6) 28(100)
2 15(36.6) 5(12.2) 10(24.4) 7(17.1) 4(9.8) 41(100)
3 3(100.0) － － － － 3(100)
4 23(46.9) 7(14.3) 10(20.4) 6(12.2) 3(6.1) 49(100)
5 26(34.7) 9(12.0) 20(26.7) 11(14.7) 9(12.0) 75(100)
6 13(38.2) 3(8.8) 7(20.6) 7(20.6) 4(11.8) 34(100)
7 7(43.8) 2(12.5) 3(18.8) 3(18.8) 1(6.3) 16(100)
8 8(34.8) 2(8.7) 5(21.7) 5(21.7) 3(13.0) 23(100)
9 12(30.0) 8(20.0) 12(30.0) 3(7.5) 5(12.5) 40(100)
10 8(100.0) － － － － 8(100)
合計 127(40.1) 39(12.3) 74(23.3) 47(14.8) 30(9.5) 317(100)
 
 
図4-16．発話内容の種類別の頻度 
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表4-10．各被験者の認識点における発話内容 
発話言語の分類 
合
計
被験
者 
番号 
①地名・施設名 ②実体要素 ③位置関係 ④確認・描画 ⑤その他 
1 
12 3 7 5 1 
28
富士山、隅田川、金のウン
チ、浅草、浅草寺、新宿、東
京タワー、お台場、豊洲、新
宿御苑、都庁、サンシャイン 
二つのタワー、緑
の群、高い建物が 
手前に、あそ
こ、目の前、○
○方面(2)、この
辺、その先に 
見える(3)、ある、そ
の延長線上に、 
およそ 
2 
15 5 10 7 4 
41
隅田川(2)、新宿(2)、皇居、
東京駅周辺、六本木ヒルズ、
東京タワー、朝日ビル、浅
草、浅草寺、国技館、六本
木、渋谷、大学 
川、ビル群(2)、
緑、ビル 
 
手前の(2)、あそ
こ(2)、左の近く
にある、左の下
の、まわりに、
そばに、の間
に、先の方に 
その、生い茂って
る、見える、黄色の
あわ、ある(3) 
多分、という
ことは、分か
らない、何だ 
3 
3 0 0 0 0 
3 
桜橋、明治神宮、お台場 - - - - 
4 
23 7 10 6 3 
49
墨田区役所、丸の内、皇居、
汐留、新宿、上野、朝日ビ
ル、金の雲、錦糸町、江戸
川、錦糸町駅、両国、江戸東
京博物館、国技館、隅田川、
リバーフロント、佃島、品
川、富士山、秋葉原、池袋、
サンシャイン、日本橋 
緑、通り、エリ
ア、建物、建物
群、ビル群、海沿
い 
あちが、そこか
ら、がこちに来
て、手前に、こ
ちは、あちに、
○○があそこ
で、あれが、遠
くの方に、あれ
が 
見える(5)、ある(1) 全体的に、何
となく見える
けれど、はっ
きりと見えな
い 
5 
26 9 20 11 9 
75
隅田川、朝日ビル、墨田区役
所、東武線、首都高速、浅草
ビューホテル、浅草寺、隈研
吾ビル、上野公園、サンシャ
イン、清掃工場のタワー、ラ
イオンの本社、国技館、江戸
東京博物館、丸の内、皇居、
富士山、新宿、秋葉原、東京
タワー、汐留、大川端リバー
シティー、お台場、錦糸町
駅、東武ホテル、東京湾 
橋、公園、高いも
の、緑地、ビル
(2)、山、ビル群、
川 
あそこに(4)、手
前に、向こうに
(7)、位置的に
は、あれは、○
○のあたり(2)、
距離感的には、
あのへん、この
辺(2) 
流れている、縦に走
っている、走ってい
る、見える(5)、たく
さんの、○○がいっ
ぱい、立て込んでる 
 
よく分からな
い・知らない
(3)、あとは、
キット(2)、な
になのかな
(2)、はなんな
のかな 
6 
13 3 7 7 4 
34
隅田川、朝日ビル、浅草寺、
浅草、上野、大手町、皇居、
東京タワー、両国、新宿、皇
居、秋葉原(2) 
緑(2)、ビル あの奥のが、あ
そこ、こち、間
中、左側が、○
○の北だから、
あれ 
見える(2)、ある
(2)、その、集まって
いる、線上に 
だな、何だ、
分からない、
となると 
7 
7 2 3 3 1 
16両国、江戸東京博物館、富士
山、隅田川、浅草、浅草寺、
朝日ビル 
大きい建築物、緑
道 
ここ、手前、奥
のは 
見える(2)、すごい 具体的な名前
は分からない
ですけど 
8 
8 2 5 5 3 
23富士山、隅田川、皇居、浅
草、浅草寺、浅草花やしき、
新宿、東京タワー 
駅、ビル あそこ(4)、この
辺 
ある、流れる、大き
いところ、たくさ
ん、○○が立ってて 
多分、何なの
か、分からな
い 
9 
12 8 12 3 5 
40
隅田川、朝日ビル、上野公
園、大手町、皇居、新宿、渋
谷、千葉、雷門、浅草、合羽
橋、富士山 
橋(3)、緑(2)、ビ
ル群(2)、緑の線 
あそこ(5)、向こ
う(2)、側の方、
その横の、奥に
ある、あたり、
あれ 
流れる、この(2) たぶん、か
な、何だろ
う、あまり知
らない、さら
に、 
10 
8 0 0 0 0 
8 東京タワー、墨田区役所、朝
日ビル、浅草、六本木、隅田
川、両国国技館、富士山 
    
合計 127 39 74 47 30 317
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<注釈> 
注4-1)実験の日時を注表4-1に示す。場所については、俯瞰画像の大きさを考慮し、早稲田大学西早
稲田キャンパス55号館の第3会議室で行った。 
注表4-1．実験の日時 
 実験日時 被験者数 
1 2016 年 9 月 25 日(日)、(10：00～19：00) 5 人 
2 2016 年 9 月 26 日(月)、(18：30～19：30) 1 人 
3 2016 年 9 月 28 日(水)、(10：00～19：00) 6 人 
 
注4-2)EMRを用いた実験の方法は、第2章における実験の方法と参考文献(文4-1)を参考した。また、
被験者実験の様子を図化したものが注図4-1である。このとき、スクリーンの大きさ、EMRの
カメラの視野角(92度レンズ)を考慮した、スクリーンと被験者の位置などを決定した。実験
から得られたアイマークデータの解析ソフト(d-factory)上の画面を注図4-2に示す。 
 
注図4-1．被験者実験の簡略図と設定環境 
 
注図4-2．眼球運動実験の解析ソフトのキャプチャ画像 
注4-3)認知地図(cognitive map)とは周辺環境の空間的配置に関して持つイメージを頭の中で記憶し
ている地図である(参考文献文4-2、pp.494)。ここから抽出される情報は必ずしも一般的な地
図が示す地形地物の位置関係に限定されるものではなく、環境を認知し、それを処理し、構
造化させていくプロセスであり、認知地図はこの一連の行動を紙面上に視覚化したものと表
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現されているが、本章においては、特に被験者が抱く「ある場所が、どこから、どの方向へ、
どれだけ離れているか」という感覚を空間「エレメント」を用い紙面上に描画して視覚化し
たものとして取り扱っている。 
注4-4)認知地図作成に用いた被験者用の調査シートを注図4-3から注図4-6に示す。MSWordでのA4用
紙で作成したものをA3の紙に両面印刷し調査シートを作成した。7～8ページが認知地図の作
成するA3の一枚のページである。 
 
 
 
 
 
 
 
<参考文献・資料> 
文4-1)申炳欣、後藤春彦：都市府瞰景観における注視特性に関する基礎的研究－アイマークレコー
ダを用いた東京スカイツリーからの景観体験実験の分析－、日本建築学会計画系論文集
(No714)、pp.1875-1883、2015.08 
文4-2)長瀬恵一郎、松本昌二：認知地図を用いた都市構造に関する意識分析、都市計画論文集 (27)、
pp.493-498、1992.11 
文4-3)三井達郎、矢野伸裕、木平真：運転者の規制標識認知に影響する要因に関する研究、土木計
画学研究・論文集Vol.18 no.5、pp.833-842、2001.09 
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第 5 章 
都市俯瞰景観における認識点の疎密 
人の「認識」に着目した景観体験分析Ⅱ 
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5-1 はじめに 
5-1-1 本章の目的 
４章では認識点の分布という景観における「観」の主体である人に着目して分析を行っ
た。本章は人の「認識」に着目した景観分析の第2段階として、俯瞰景観における視対象
として「景」にあたる景観要素に着目し分析を行う。 
都市俯瞰景観は広域を瞬時に視認できる特徴を持つ。人はこの俯瞰景観から都市の全体
像を把握し地形地物の位置関係を認識することができる。そして視覚体験の際に、景観を
いくつかのまとまり(以下、景観まとまり)として把握し、またまとまり同士の関係から俯
瞰景観の構造を把握しているのではないか。なお、都市俯瞰景観には、視対象となる要素
が多数存在し、加えて立体的な奥行きを待つ。そのため、認識される景観まとまりは多様
な特性を持つと考えられる。 
第5章では、人が都市を眺める際に手がかりとする、俯瞰景観における景観まとまりを
抽出し、景観まとまりを構成する景観要素の特性を明らかにする。そして、この景観まと
まりひとつひとつに対する人の注視量と認識量の比較を行い、都市俯瞰景観における象徴
的な景観まとまりの特性を明らかにする。 
 
 
5-1-2 本章で用いる用語 
①景観まとまり 
俯瞰景観の中で一体的に捉えられる景観要素の範囲をいう。本章では、俯瞰画像の中に
おける部分景として景観まとまりを感じた箇所を赤ペンで囲んでもらい、景観まとまり箇
所を抽出する。 
 
 
5-1-3 分析の方法 
①景観認識図の作成実験 
被験者に予め用意した景観認識図のサンプルを見せ、景観認識図の作成方法について説
明した上で、俯瞰画像における景観まとまりを感じる部分を全て囲んでもらう。なお実施
タイミングは、4章における視覚体験実験の直後とした。 
 
②景観まとまり抽出と指摘傾向 
次に、指摘された景観まとまり箇所の要素の分類及び集計を行い、俯瞰景観内のまとま
りの指摘傾向を把握する。 
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③景観まとまりの特性 
第4章で得られた注視点データと認識点データを用い、メッシュ分割した俯瞰画像より
注視の疎密と認識の疎密を算出する。そして、メッシュ分割した俯瞰画像と景観認識図を
重ね合わせ、景観まとまり箇所に対する注視疎密と認識疎密の比較を通じて、俯瞰景観に
おける主対象となる景観まとまりの特性 を把握する。 
 
 
 
図5-1．分析の流れ(5章) 
 
5-2 景観まとまりの抽出 
5-2-1 実験の概要 
被験者が俯瞰景観の中でまとまりを感じた箇所を把握するため、景観まとまりを指摘し
てもらう景観認識図の作成を行った。具体的には第４章で視覚体験実験を終えた直後、A3
の紙に印刷した俯瞰画像の上に半透明の紙を重ね合わせ、俯瞰画像から読み取られる景観
まとまりを感じる部分のすべてを90秒間、自由に赤ペンで囲んでもらった。このとき被験
者には、単に『景観まとまりを感じる部分のすべてを赤ペンで自由に囲んでください』と
指示した。 
実験時間の設定については、時間単位を60秒、90秒、120秒にかけ予備実験を行った(図
5-2)。その結果、時間が長い方が描かれるものが多い。しかし、90秒以上に関しては、描
画される認識要素の数は多くなり、詳細に描画されるが、その種類はあまり変化が見られ
なかったため、本研究では90秒間を採用した。なお、A3の半透明の紙はトレーシングペー
パー50ｇ/m2を使用した(写真5-1)。 
限られた時間内に作成された景観まとまり指摘による景観認識図には、被験者が捉えた
都市像を表現するために直感的に選ばれた景観要素の集合形態の箇所が端的に描かれるこ
とから、景観認識の傾向を分析することに適していると考えられる。 
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図5-2．予備実験で作成された景観認識図 
 
 
 
写真5-1．景観認識図作成に用意した用紙 
(撮影日時：2016年10月18日、15：00) 
 
 
5-2-2 景観まとまりの抽出 
実験から得られた各被験者の景観認識図を図5-4と図5-6に示す。なお、被験者10人から
得られた景観認識図を重ね合わせた図が図5-3である。被験者にスケッチで描かせた景観
認識図における景観まとまりは、簡略化されており、同じ箇所であっても被験者によって
描き方などが異なるため、まとまり箇所の範囲とその構成する要素を特定することが難し
い。そのため、 表5-3の基準に従って景観認識図の中のまとまり箇所と俯瞰画像を見比べ
被験者ごとのまとまり箇所を確認する(図5-5、図5-7)。これにより抽出された被験者ごと
の景観まとまりの指摘数を表5-2に示す。 
 
 表 5-2．各被験者の景観まとまりの指摘数 
被験者番号
景観まとまり 
指摘数(箇所) 
1 36 
2 26 
3 25 
4 33 
5 32 
6 24 
7 19 
8 28 
9 54 
10 29 
計(平均) 306(30.6) 
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図5-3．被験者実験から得られた景観認識図(10人) 
 
 
表 5-1．景観認識図における景観まとまりの判断基準 
景観認識図における景観まとまりの特徴 
俯瞰画像における 
景観要素の例 
・単体要素を点的に指摘するもの。 
・物体の輪郭線を描いてあるもの。 
高層ビル、 高層ビル群、寺院 など 
橋、塔 などの建造物 
・画面の中に方向性を持った1本又は2本のほぼ平行な線で描か
れ、その間の部分を描いてあるもの。 
高速道路・線路 など 
・横あるいは横方向に直線をほぼ平行に何本も配列して描いて
あるもの。 
海湾線(地平線)、山際線 
・同様の形態のものを、川や道路などに面した連続したまとま
りとして描いてあるもの。 
※線的なものではなくても、それが全体としてまとまりを持っ
て方向性(奥行き感)を感じるもの。 
川、 川沿いの緑(連続する緑) 
・範囲が限定的な要素の集合 
・単位が限定され面的に指摘されるもの。 
・一定の範囲の中に同じような形態や密度で描いてあるもの。
・一定の範囲を塗りつぶしてあるもの。 
一様な緑群の領域 
(緑群、植物群 など) 
同様の建築群からなる領域 
(建築物群、密集市街地 など) 
範囲が曖昧な要素の集合領域 
(広域 など) 
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図5-4. 実験から得られた景観認識図(被験者1～被験者5) 
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図5-5. 景観まとまり箇所の抽出過程(被験者1～被験者5) 
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図5-6. 実験から得られた景観認識図(被験者6～被験者10) 
 
 
 
 
第５章 ・・・・・ 都市俯瞰景観における認識点の疎密 
 
 156
 
 
 
 
 
図5-7. 景観まとまり箇所の抽出過程(被験者6～被験者10) 
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5-2-3 景観まとまりの指摘傾向 
景観まとまり分布図における景観まとまり箇所ごとに、各まとまりを構成する景観要素
(以下、まとまり構成要素)を俯瞰画像から確認した結果、「建築物」「人工物」「道路・
線路」「水際線」「ディストリクト」に分類できた(表5-2)。そして、各要素の割合を集
計し、まとまり構成要素として指摘された主なものは、「建築物」「水際・緑」「ディス
トリクト」の3つであることが明らかになった(表5-3)。 
  
表 5-2．景観まとまり構成要素の分類 
俯瞰画像におけるまとまり構成要素 分類 
1 高層ビル、 寺院 など 建築物 
2 橋、塔 など 人工物 
3 高速道路、線路 など 道路・線路 
4 
海湾線、地平線、山際線、 
水際線 
川、 川沿いの緑(連続形態の緑) 
5 
緑群、植物群   ※一様な緑群の領域：公園、緑地 
ディストリクト 建築物群、密集市街地 ※同様の建築群からなる領域 
広域         ※範囲が曖昧な要素の集合 
 
 
表 5-3．景観まとまり構成要素の指摘数 
被験者 
番号 
景観まとまりの構成要素 合計 
建築物 人工物 道路・線路 水際線 ディストリクト 
1 15 4 5 5 7 36 
2 4 0 8  4  10 26 
3 7 5 1 6 6 25 
4 12 0 2 6 13 33 
5 14 3 4 7 4 32 
6 6 6 2 5 5 24 
7 6 3 1 4 5 19 
8 9 5 0 6 8 28 
9 21 5 9 8 11 54 
10 10 4 5 5 5 29 
総計(%) 104(33.9) 35(11.4) 37(12.0) 56(18.3) 74(24.1) 306 
平均 
指摘数 
10箇所 
(10.4) 
4箇所 
(3.5) 
4箇所 
(3.7) 
6箇所 
(5.6) 
7箇所 
(7.4) 
31箇所 
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5-3 景観まとまりにおける注視と認識の比較 
5-3-1 景観まとまり分布図の作成 
(1)景観まとまり分布図の作成 
5-2節で作成した俯瞰画像上で景観まとまり箇所の指摘範囲を不透明度10％の黒で塗り
つぶし、指摘された数だけ重ね合わせた景観まとまりの分布図を作成した(図5-8のA)。こ
れにより、10人の被験者が無意識の中で認識する都市俯瞰景観における景観まとまりの構
成が可視化できた。 
さらに、景観まとまりに対し共通して指摘頻度が高い箇所を選び、共通箇所の分布によ
る景観認識図を作成する。 被験者による指摘数が平均指摘数以上の景観まとまりを選び、
総31箇所(建築物：10箇所、人工物：4箇所、道路・線路：4箇所、水際線：6箇所、植物
群：7箇所)のまとまり箇所を抽出した。その結果作成された景観まとまりの分布図が図5-
8のBである。 
 
 
 ＜A.10人の景観認識図を重ねた景観まとまりの分布図＞ 
↓ 
＜共通して指摘頻度が多かった景観まとまり箇所を順番に31箇所まで抽出。＞ 
↓ 
 
＜B.景観まとまりの分布図(数字は指摘人数)＞ 
 
図5-8. 景観まとまりの分布図の作成過程 
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(2)景観まとまりのメッシュ分布図の作成 
次に、図5-8における景観まとまりの分布図を俯瞰画像と見比べメッシュごとに切り取
り、景観まとまりのメッシュ分布図を作成した(図5-9)。切り取ったまとまり箇所には
ID(番号)を振った(図5-10)。 
 
 
＜景観まとまりの分布図(図5-8のB)＞ 
↓ 
＜まとまり箇所ごとに俯瞰画像における景観要素の構成をメッシュごとにチェックする＞ 
↓ 
 
＜C.景観まとまりのメッシュ分布図＞ 
 
図5-9．景観まとまりのメッシュ分布図の作成過程 
 
 
5-3-2 俯瞰画像における注視量と認識量の算出 
被験者の注視と認識の特性を可視化するため、４章で得られた注視点データと認識点デ
ータも用い、メッシュ分割した俯瞰画像よりそれぞれの注視の疎密と認識の疎密を算出し
た(図5-11、図5-13)。注視の疎密を示す共通注視量と認識の疎密を示す共通認識量の算出
式は図5-12と図5-14である。 
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図5-11．俯瞰画像における共通注視量の分布 
 
図5-12. メッシュ分析に用いた各セル共通注視量の計算式 
 
 
図5-13．俯瞰画像における共通認識量の分布 
 
図5-14. メッシュ分析に用いた各セル共通認識量の計算式 
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5-3-3 景観まとまり箇所における注視と認識の比較 
(1)景観まとまりにおける注視と認識の関係 
5-3-1節で作成したまとまりのメッシュ分布図における景観まとまり箇所に対して、そ
れぞれ共通注視量と共通認識量の平均値を計算した(表5-4)。景観まとまり分布図の注視
量と認識量との関係を図5-15に示す。景観まとまりに対する注視と認識は有意な相関(決
定係数R2=0.81)が見られる。 
 
 
 
 
図5-15．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の相関(全体) 
 
 
 そして、景観まとまりの種類別に注視と認識の相関を図5-17に示す。これらの考察を通
じて、人の視覚体験の意識的に把握している景観要素と、無意識的に把握している景観要
素を区分することができる。図5-17からは建築物(決定係数R2=0.62)や植物群(決定係数
R2=0.96)の景観まとまりは高い相関が見られ、そのうち植物群のまとまりがより高いこと
が分かる。 
このことからは、被験者は俯瞰景観を眺める際に、建築物や植物群に分類された景観ま
とまりは意識的に見られる傾向にあると説明できる。 
 
都市俯瞰景観における認識点の疎密・・・・・ 第５章 
 
 163
表 5-4．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量 
ID 共通注視量 
(×1/106) 
共通認識量 
(×1/103) 
まとまりの種類 
8 243.3326 45.07338 富士山 
1 2.366949 0
建築物による 
まとまり 
(ビル、ビル群) 
2 7.870285 3.1446
3 65.50683 7.86164
4 146.4788 1.04822
5 46.199 6.28931
6 33.22733 5.34591
7 209.6244 13.36478
9 189.7032 30.66038
10 4.524442 3.01363
11 2.080831 1.57233
人工物による 
まとまり 
12 2.323326 0.78616
13 2.76854 1.04822
14 2.317809 1.04822
15 0.139133 0
道路・線路による 
まとまり 
16 0.379608 0
17 0.066744 0
18 1.374986 0
19 6.21632 4.71698
水際線による 
まとまり 
20 26.25564 2.28702
21 2.149255 0.9249
22 4.297796 1.46263
23 4.194499 1.49976
24 1.045953 0.36284
25 8.671863 0.78616
植物群による 
まとまり 
26 0.205543 0
27 28.87939 1.04822
28 229.8471 34.59119
29 45.55592 11.72098
30 27.83945 6.28931
31 0.26428 0.12095
平均 43.21638 6.002185  
※IDは図5-10の図の中の番号に対応する． 
 
そして、建築物によるまとまりの形態は、その集積・集合の程度から「点」と「面」の
2種類に大別できた(図5-16)。そのうち、共通注視量と共通認識量の両方とも高いものは
高層ビルの面的集積(ID：3、5、7、9)であることが確認できた。それに対し、共通注視量
と共通認識量が低いものは高層ビルの点的集合(ID:1、2、6、10)であることが確認できた。 
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図5-16．建築物による景観まとまりの形態分類 
 
 
 
図5-17．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の相関(種類別) 
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(2)景観まとまりに対する注視と認識の比較 
景観まとまり箇所の共通注視量をX軸に、共通認識量をY軸に取り両者の関係から、俯瞰
景観における景観まとまりの特性を考察する。分析の観点としては、共通注視量の平均値
と共通認識量の平均値を計算し(表5-3)その大小の関係から４象限に分類した上で、共通
注視量及び認識量が共に平均以上である、いわば都市俯瞰景観における主対象になり易い
景観要素の特性を明らかにする。 
図5-18に示したように俯瞰画像における注視量と認識量が共に高い7箇所(全31箇所)の
景観まとまりが抽出できた(約22％)。これらの景観まとまりは、被験者によく見られ、認
識され易く、俯瞰景観における主対象として位置づけられる景観要素であるといえる。 
その特徴を見ると、存在感の大きい富士山の他に主に遠方存在する建築物と植物群であ
る。建築物に関しては、高層ビル群による建築物の面的集積(新宿、日本橋・大手町など)
が主である。一方、植物群に関しては、緑の群で形成させた大規模な公園(皇居、上野公
園)が挙げられる。そしてこれらの景観まとまりは、共通して俯瞰画像の水平軸(0°)より
上の遠景に位置している(図5-19)。 
 
 
 
図5-18. 景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の比較 
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5-4 結論：研究のまとめ 
5-4-1 都市俯瞰景観の視点場として超高層建築(第 1 章) 
近年の諸都市において土地の高度利用による超高層建築の建設が増加している。このこ
とは、景観的な観点から、超高層建築の役割が視点場としての「眺めの装置」へと拡大し、
高所から都市を眺める実体験も大衆的なものになりつつある。 
第1章では、都心部における都市俯瞰景観の視点場としての超高層建築に着目し、東京
23区における建築基準法改定により31メートルの高さ制限が撤廃された1964年以降に建設
された超高層建築を対象に、竣工数、高さや容積率の推移、上層部の空間利用の実態を把
握した。その際、社会・経済的経緯、高さ関連制度、超高層の高さの3つを踏まえ、時期
区分を行い超高層建築の竣工数と容積に関する主な傾向として以下のことを明らかにした。 
第1期は、31メートルの高さ制限が撤廃された1964年から、1987年までの概ね20年間の
超高層建築の始めに当たる時期で、経済の成長を背景とし、大都市への人口集中により旺
盛な土地需要の発生、地価の緩慢な高騰の中、年間数棟から10棟程度で推移している「超
高層建築物の胎動期」であることが把握できた。 
第2期は、急速な地価高騰の著しいバブル期からその崩壊後の地価下落が長期化する景
気低迷期の1988年～2001年であり、高さを緩和する仕組みの地区計画制度が細分化するな
ど各種制度基盤が強化・充実しながら年間20棟から30棟が建設されている「超高層の普及
期」であることが把握できた。第3期は、地価が長期低迷し安定化する中、都市再生特別
措置法などの各種規制緩和施策が本格化する2002年以降であり、年間40～70棟程度と大福
に増加している「超高層の拡大・拡散期」であることが把握できた。 
そして、現時点での東京区部における超高層建築の全体の半数強に当たる58.0％がこの
第3期に建設されており、高さ、容積率はともに増加傾向にあることが明らかになった。
また、同程度の高さの高層建築を比較すると、最近の建築の容積率の方が大きいことから、
第3期に入り、建築のボリュームが拡大されてきたことが明らかになった。なお、建築の
ボリュームが拡大に伴い共同住宅や複合用途の建築が大きく増加した。その中でも、複合
用途が最も多く、超高層建築の代表類型として定着しつつある。なお、100メートル以上
の超高層建築において一般公開されている上層空間の割合は確認された187棟によれば約
29％であり、第1期のレストランや展望台の空間利用から、第2・3期に入り、会議場、多
目的ホール、美術館など、機能が多様化されていることが明らかになった。 
 
 
5-4-2 都市俯瞰景観の視覚体験における「注視」(第 2章、第 3章) 
本研究では視覚体験分析の際に、被験者(主体の側)の眺めと、その眺めのうちに着目さ
れる景観要素(客体の側)のそれぞれの特性に基づいて、都市俯瞰景観における視覚体験の
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特性を構造的に分析した。特に、視覚体験実験から得られた「注視点」と「認識点」を用
いて、それぞれの「分布(主体の側)」と「疎密(客体の側)」の2つの観点から視覚体験の
分析をなった。 
 
第2章及び第3章では、眼球運動測定実験から得られた注視点データを用いて、注視点の
分布と注視点の疎密という都市俯瞰景観における「注視」の特性を分析した。 被験者が
俯瞰景観をどのように見ているかという「注視点の分布」について、注視点の位置、注視
範囲、注視方向の分析を行った(第2章)。そして、俯瞰画像における「注視点の疎密」の
分析を通じて、俯瞰景観の中で何が着目されているかという注視対象の特徴を分析した
(第3章)。その結果、以下のことが明らかになった。 
 
(1)注視点の分布(第2章) 
各被験者の注視点の上下左右の位置関係である注視方向は、共通して「俯瞰画像」の上
部である遠景に分布する傾向があり、注視がより遠方の要素に対して集中する傾向がある
ことが明らかになった。また、「俯瞰画像」を眺める際、上下より左右への「注視点の移
動量」が大きいことから、水平方向の眼球運動を伴って俯瞰する傾向があることが明らか
になった。 
 
(2)注視点の疎密(第3章) 
「俯瞰画像」における、高層ビルをはじめとした建物系、建物群系に分類される要素に
対する箇所に注視点が集中する(注視点の密な箇所)ことが明らかになった。さらに、これ
らの景観要素は、遠方のものほど注視点が集積することがが明らかになった。 
 
以上のことを踏まえ、都市俯瞰景観における注視点は「俯瞰画像」の上部に水平左右方
向に分布するとともに、特徴的な箇所に集中するという傾向が明らかになった。都市俯瞰
景観において注視対象となる特徴的な景観要素としては、高層ビルをはじめとした建物系
であることが確認できた。 
 
 
5-4-3 都市俯瞰景観の視覚体験における「認識」(第 4 章、第 5章) 
第4章および第5章では、眼球運動測定とともに行った景観要素指摘実験から得られた認
識点データを用いて、認識点の分布と認識点の疎密から、都市俯瞰景観における「認識」
の特性を分析した。俯瞰画像上に分布している認識点の位置と、認識点に記録されている
発話内容に着目した「認識点の分布」の分析を行い、俯瞰景観における被験者の景観認識
の仕方の特性を分析した(第4章）。そして、俯瞰画像の中に一体的なまとまりとして認識
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される景観要素群を景観まとまりと呼び、景観認識図の作成実験から抽出された各景観ま
とまりに対する「認識点の疎密」の分析を行った(第5章)。その結果、以下のことが明ら
かになった。 
 
(1)認識点の分布(第4章) 
視覚体験実験に先立ってこころみた認知地図作成によるエレメントの想起数と視覚体験
実験から得られた認識点の数に相関が見られ、被験者自身の都市空間に対する認知程度が
俯瞰景観の認識に影響を及ぼしていることが明らかになった。また、平均注視点と同様に
平均認識点は、「俯瞰画像」の上部に位置しており、遠方の要素を認識している傾向があ
ることを明らかにした。 
そして、被験者に「俯瞰画像」から認識できる景観要素について自由に発言させた結果、
地名や施設名、距離感や方向などの位置関係に関する発言と、ビル群、緑などの物理的要
素に関する発言が抽出された。その中でも、位置関係に関する発言の頻度が圧倒的に高い
ことから、都市俯瞰景観に対し地理的な理解が試みられていることが伺えた。 
 
(2)認識点の疎密(第5章) 
一体的なまとまりとして認識される景観要素群として「景観まとまり」の出現頻度を算
出した結果、「景観まとまり」として最も多く指摘されるものは、建築物(高層ビル群)、
水際線(川、川沿いの緑)であり、次いで植物群(公園)であることが明らかになった。また、
これらの「景観まとまり」に対し注視量と認識量の相関について考察した結果、建築物
(高層ビル)及び植物群(公園)に分類される「景観まとまり」は注視量と認識量の間にに高
い相関がみられ、この2つの「景観まとまり」は意識的見られていることが明らかになっ
た。さらに、注視量と認識量の両方とも多く、俯瞰景観を構成する特徴的な「景観まとま
り」として、建築物(高層ビル)の面的集積と、大規模公園のよう植物群の存在が明らかに
なった。 
 
以上を踏まえ、都市俯瞰景観における注視点と認識点は、「俯瞰画像」の上部の左右水
平方向に分布するとともに、特徴的な箇所にも集積するが、両者の疎密には差異が見られ、
認識点はより限定的な箇所に集中する傾向が明らかになった。そして、この認識点の集中
する限定的な箇所(認識点の密な箇所)とは、都市俯瞰景観を眺める際に都市を地理的に理
解するための手がかりとなる景観要素であることが明らかになった。また、それらは主に、
同じ要素で群を形成する、または、別の要素を取り囲むことで群を形成する高層ビル群や
植物群によるディストリクトであることが明らかになった。 
 
本研究では、「俯瞰画像」を用いた視覚体験の分析を行い、「都市俯瞰景観」の特性が
確認できた。「都市俯瞰景観」は、高所から眺める体験によって目の前に広がる都市を遠
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方まで一瞬に捉えることができ、都市全体のしくみを地理的(地図的)に理解することを可
能とする特性が認められる。また、空間的まとまりとして立体的に現れる景観によって都
市構造を理解することを可能とする特性が認められる。以上のように、都市俯瞰景観はこ
の2つの特性を重ね体験することが可能で、景観の多義性を統合する代表的な景観である
ことが確認できた。 
 
また、本研究では独自に考案した視覚体験実験を通じて、都市俯瞰景観における視覚体
験の特性を検討した。しかし、本研究は東京スカイツリー第一展望台からの｢俯瞰画像｣を
対象にしたものであり、東京23区内に暮らしている建築専攻の大学・大学院生のみを対象
としたもので、本研究の成果を普遍化するのには限界がある。今後、市民や観光客など、
様々な被験者の属性を拡大していくことが望まれる。また、視点場の高さの差異が及ぼす
影響についてもより細密に把握する必要があることを追記しておく。 
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2004年の景観法制定以来、全国各地で景観法に基づく景観計画の策定や景観まちづくり
が取り組まれているが、その多くは街並みをはじめとした地上面に視点場を有する景観を
対象としたものである。一方、今日の都心部では、土地の高度利用による建築物の高層化
が進行している。これに伴って高所の視点場も増え、誰もが容易に都市の俯瞰的な景観
（以下、都市俯瞰景観）を体験することが可能となりつつある。これまで、都市景観の構
造的理解とその表現は専門家の能力に委ねられており、一般の市民が都市景観を構造的に
理解することは難しかった。しかし、都市を俯瞰的に眺める体験により、都市景観の構造
的な理解が一般に普及することが想定される。今後、地上面に視点場を有する景観ととも
に、都市景観の構造的な理解を促す景観資源として都市俯瞰景観を位置付け景観計画の対
象とすることが求められる。 
 
本研究は、主体の視覚体験における「注視」と「認識」の2つに着目し、両者の比較を
通じて都市俯瞰景観から把握される景観構造を明らかにすることを目的とする。本研究で
は、現在の東京都心部の超高層建築においてもっとも訪問者数が多く、全周の展望が可能
である東京スカイツリー第１展望台からの昼間の都市俯瞰景観を対象とした。 
 
本研究は、序論（序章～1章）、本論（2章～5章）、結論（終章）で構成されている。 
 
序章「研究の目的と方法」では、本研究の背景と目的、用語の定義、分析の対象と枠組
み、既往研究のレビュー及び本研究の位置づけを示した。 
 
第1章「都市俯瞰景観の視点場としての超高層建築」では、建築基準法改正により31メ
ートルの高さ制限が撤廃された1964年以降、2015年までに東京23区において建設された超
高層建築（全1125棟）を対象に、竣工数、高さと容積率の推移、上層部の空間利用の実態
を把握する。その際、社会・経済の動向から時期区分を行い、超高層建築の竣工数と容積
に関する主な傾向を明らかにする。その結果、第1期「超高層建築の胎動期（1964～1987
年）」、第2期「超高層建築の普及期（1988～2001年）」、第３期「超高層建築の拡大・
拡散期（2002年以降）」に時期区分された。そして、現時点での東京における超高層建築
の半数以上は第３期に建設されており、高さ、容積率はともに増加傾向にある。また、同
程度の高さの高層建築を比較すると、近年の建築の方が容積率が大きくなる傾向があるこ
とから、第3期に入り、建築のボリュームが拡大したことが明らかになった。なお、100メ
ートル以上の超高層建築において一般公開もしくは一般利用可能な上層空間の割合は確認
された187棟によれば約29％であり、第１期はレストランや展望台の空間利用が主であっ
たが、第2期・第3期に入り、会議場、多目的ホール、美術館など、機能が多様化している
ことが明らかになった。 
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本論に位置づけられる第２章から第５章では、 東京スカイツリーの第1展望台に設置さ
れたマルチカメラコントロールシステムよって俯角13度で撮影された「俯瞰画像」(2012
年11月27日快晴、平均視程距離47キロメートル)に対する視覚体験実験を行い、得られた
注視点データと認識点データを用いて分析を進めた。 
 
本論前半に相等する第2章、第3章では、眼球運動実験から得られた注視点データを用い
て、都市俯瞰景観における「注視」の特性の定量的な分析を行った。 
 
第2章「都市俯瞰景観における注視点の分布」では、被験者実験を通じて得られた注視
点データの分布傾向について分析する。その結果、各被験者の注視点の上下左右の位置関
係である注視方向は、共通して「俯瞰画像」の上部である遠景に分布する傾向があり、注
視がより遠方の要素に対して集中する傾向があることが明らかになった。また、「俯瞰画
像」を眺める際、上下より左右への「注視点の移動量」が大きいことから、水平左右方向
の眼球運動を伴って俯瞰する傾向があることが明らかになった。 
 
第3章「都市俯瞰景観における注視点の疎密」では、眼球運動実験から得られた注視点
データの疎密をメッシュ分割した「俯瞰画像」より算出する。また、「俯瞰画像」に含ま
れている注視点が集まる景観要素について分析をする。その結果、「俯瞰画像」における、
高層ビルをはじめとした建物系、建物群系に分類される要素に対する箇所に注視点が集中
することが明らかになった。さらに、これらの景観要素は、遠方のものほど注視点が集積
することがが明らかになった。 
次に、第2章と第3章での視覚体験分析に基づいて、都市俯瞰景観における注視点は、
「俯瞰画像」の上部に水平左右方向に分布するとともに、特徴的な箇所に集中するという
傾向が明らかになった。都市俯瞰景観において注視対象となる特徴的な景観要素としては、
高層ビルをはじめとした建物系であることが確認できた。 
 
本論後半に相等する第4章、第5章では、眼球運動実験と景観要素指摘実験を元に、都市
俯瞰景観における「認識」の特性の定量的な分析を行った。 
  
第4章「都市俯瞰景観における認識点の分布」では、被験者の眼球運動実験を通じて得
られた注視点データと景観要素指摘による認識点データの分布傾向について分析を行う。
その結果、視覚体験実験に先立ってこころみた認知地図作成によるエレメントの想起数と
視覚体験実験から得られた認識点の数に相関が見られ、被験者自身の都市空間に対する認
知程度が俯瞰景観の認識に影響を及ぼしていることが明らかになった。また、平均注視点
と同様に平均認識点は、「俯瞰画像」の上部に位置しており、遠方の要素を認識している
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傾向があることを明らかにした。また、被験者に「俯瞰画像」から認識できる景観要素に
ついて自由に発言させた結果、地名や施設名、距離感や方向などの位置関係に関する発言
と、ビル群、緑などの物理的要素に関する発言が抽出された。その中でも、位置関係に関
する発言の頻度が圧倒的に高いことから、都市俯瞰景観の視覚体験において被験者は地理
的な理解を試みられていることが伺えた。 
 
第5章「都市俯瞰景観における認識点の疎密」では、4章で得られた注視点データと認識
点データの注視の疎密、認識の疎密をメッシュ分割した「俯瞰画像」より算出する。まず、
群のまとまりとして認識される景観要素群を「景観まとまり」と呼び、景観認識図の作成
実験から「景観まとまり」を抽出する。そして、景観認識図を構成する「景観まとまり」
の出現頻度を算出した結果、「景観まとまり」として最も多く指摘されるものは、建築物
(高層ビル)、水際線(川、川沿いの緑)であり、次いで緑群(公園)であることが明らかにな
った。また、これらの「景観まとまり」に対し共通注視量と共通認識量の相関について考
察した結果、建築物(高層ビル)及び緑群(公園)に分類される「景観まとまり」に高い相関
を示しており、この2つの「景観まとまり」は意識的見られることが明らかになった。さ
らに、共通注視量と共通認識量の両方とも多く、俯瞰景観を構成する特徴的な「景観まと
まり」として、建築物(高層ビル)の面的集積と、大規模公園のよう緑群の存在が明らかに
なった。さらにこれらの「景観まとまり」は遠方に位置している事が確認できた。 
次に、第4章と第5章での視覚体験分析に基づいて、都市俯瞰景観における注視点と認識
点は、「俯瞰画像」の上部の水平左右方向に分布するとともに、特徴的な箇所に集中する
が、両者の疎密には差が見られ、認識点はより限定的な箇所に集中する傾向にあることを
明らかにした。そして、この認識点が密な限定的な箇所とは、都市俯瞰景観を眺める際に
景観構造を地理的に理解するための手がかりとなる景観要素であることを示した。 
 
終章「研究の総括」では、各章の要約を記している。 
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A Study on the Structural Understanding of Visual Experiences 
Utilizing Aerial Perspective Images of the City 
-An Experiment using Images from the First Observation Deck of TOKYO SKYTREE- 
 
Byoung Heun, SHIN 
                                                                                  
ABSTRACT 
Landscape planning has been development based on the Landscape Planning and 
Landscape-based Town Planning has been carried out throughout Japan since the 
enactment of the Landscape Act in 2004, most of the policies and plans focus on 
landscape focused on the viewpoints on the ground surface and primarily based on the 
townscape. On the other hand, within-in inner-city areas, buildings have heightened due 
to the efficient and mixed-based land use. Accordingly, high viewpoints have also increased, 
allowing the experience the aerial perspective of the city for the public. 
Until now, understanding the structure of urban landscape and expressing it has been 
considered as an area of expertise and it has been difficult for ordinary citizen to 
understand the urban landscape structurally. But with the recent development of high-rise 
buildings it is presumed that the public now has an opportunity to understand the 
structure of urban landscape through experiencing views from the aerial perspective of the 
city.  Thus it can be argued that in the future, there needs to be some consideration to 
make the aerial perspective as a part of landscape planning in addition to the ground 
perspective so that the public can landscape resource for understanding the urban 
landscape comprehensively. 
This study aims to focus on “gaze” and “recognition” in the aspect of a subject’s visual 
experience and to clarify the landscape structure based on aerial perspective by comparing 
them. This study targeted the First Observation Deck of TOKYO SKYTREE that has the 
most visitors among the recently developed high-rise structures in Tokyo and encompasses 
views of the entire surrounding urban area. 
This study is composed by 3 sections, Introduction (Introductory Chapter and Chapter 1) 
Main Body (Chapter 2 to Chapter 5), and Conclusion (Concluding Chapter). 
The Introductory Chapter “Purpose and Method”, describes the study background, 
purpose, definition of terms, analysis target and framework, literature review, and 
significance of this study. 
Chapter 1 “Skyscrapers as a viewpoint of Urban Aerial Perspective”, explores the 
development of high-rise structures from the perspective of completed constructions, 
height and floor area ratio, and the utilization of space on the upper floor within 
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Skyscrapers (a total of 1,125 buildings) which were built in the 23 districts in Tokyo from 
1964, when the elevation limit was abolished due to the amendment of Building Standard 
Act, until 2015.  
Considering this, according to social and economic trends to it was revealed that there 
were 3 major trending periods and was summarized into the following : Period 1 
“Beginning Phase of Skyscrapers(1964 -1987)”, Period 2 “Diffusion Phase of Skyscrapers 
(1988-2001)”, and Period 3 “Expansion Phase of Skyscrapers (2002~)”. 
Through this study more than half of current skyscrapers in Tokyo were built in Period 3, 
and the height and floor area ratio has had a tendency in increase. In comparison between 
high-rise buildings with similar heights, the floor area ratios of recent buildings show the 
tendency in increase and the building volume has increased as well since Period 3. 
Furthermore, 187 skyscrapers above 100 meter were examined in this study and the ratio 
of upper space available and accessible to the public accounted for approximately 29%. 
Given the results, the upper space was mainly used for restaurants or observation decks 
in Period 1, but its function became diversified such as conference rooms, multipurpose 
halls, and art museums within Periods 2 and 3. 
From Chapters 2 to 5, a visual experience experiment was performed using “Aerial 
Perspective Images” (on a clear sky of Nov27, 2012, average visibility of 47km) taken at a 
inclining angle of 13 degrees from multiple camera control systems installed at the First 
Observation Deck of TOKYO SKYTREE.  
 In Chapters 2 and 3, which corresponds to the first half of body explores the properties 
of “Gazing the Aerial Perspective of the City” where the points of gazing was 
quantitatively analyzed, performed using the data obtained using the “Eye Mark 
Recorder”  
In Chapter 2 “Distribution of Gazing Points in the Aerial Perspective of the City”, the 
distribution tendency of the data on gazing points obtained from subjective experiments 
was analyzed. 
As a result, the direction of the gazing points corresponding to up and down, left and 
right of the gazing points for each subject had the tendency to be distributed to a distant 
view corresponding to the upper part of the “Aerial Perspective Images”. It was also 
identified that the gazing points tended to focus more on elements based on the horizon. 
As a result, people tended to observe the aerial perspective in the horizontal direction. 
In Chapter 3 “Density of Gazing Points in the Aerial Perspective of the City”, the data on 
the density of gazing points obtained from the eye movement test were calculated by the 
mesh-divided “Aerial Perspective Images of the City”. In addition, the landscape elements 
with high gaze density was analyzed. 
As a result, in the “Aerial Perspective Images”, the gaze density was high in the elements 
divided into building system including high-rise buildings and building cluster system. 
Additionally, the gaze density of these landscape elements increased as the elements 
distance increased. 
終章・・・・・ 研究の総括 
 178
The result of the visual experience analysis in Chapters 2 and 3, utilizing the gazing 
points of the “Aerial Perspective Images of the City” was distributed primarily in the 
upper horizontal area and focused on the characteristic sites. It was further identified that 
building structures such as high-rise buildings aided as a characteristic element in Aerial 
Perspective of the City. 
In Chapters 4 and 5 corresponding to the latter half of Body, the properties of 
“Recognition” of the Aerial Perspective of the City was quantitatively analyzed based on 
the eye movement test and the intellectual landscape elements experiment. 
In Chapter 4 “Distribution of Recognition Points within the Aerial Perspective of the 
City”, the distribution trends of the data on gazing points obtained from the eye movement 
test and on recognition points obtained by indicating landscape elements.  
According to the results, there is a correlation between the cognitive map designed prior 
to the visual experience experiment and the number of recognition points obtained from 
the visual experienced experiment. Furthermore the level of subjects’ cognition of urban 
space affects the recognition of the “Aerial Perspective of the City”.  
Moreover, the mean recognition point was located in the upper part of the “Aerial 
Perspective Images of the City”, similar to the mean gazing point, indicating that subjects 
tended to recognize the elements at a far distance. 
Additionally, when subjects were allowed to speak freely about the recognizable 
landscape elements from “Aerial Perspective Images of the City”, comments regarding the 
positional relationships (e.g., place names, facility names, distance, and direction) and 
botanical elements (e.g., building cluster and greenness) was mainly extracted. The 
frequency of opinions on positional relationships was especially overwhelmingly high.  
In Chapter 5 “Density of Recognition Points in the Aerial Perspective of the City”, the 
data on the density of gazing points and recognition points obtained in Chapter 4 was 
calculated from the mesh-divided “Aerial Perspective Images of the City”.  
First, the landscape element group recognized as a group was referred to as “Landscape 
Mass”. Further the “Landscape Mass” was extracted from the experiment to create a 
landscape recognition map. In addition, the frequency of the indication of “Landscape 
Masses” consisting of the landscape elements using a cognitive map was the calculated. As 
a result, buildings (e.g., high-rise buildings), riverbanks (e.g., rivers, greenness along 
rivers), and greenness groups (e.g., parks) were most frequently indicated as “Landscape 
Mass”, in that order. 
The correlation between the quantity of the gaze and the quantity of recognition 
regarding “Landscape Mass” was evaluated. According to the results, it is highly 
correlated with the “Landscape Mass” divided into buildings (e.g., high-rise buildings) and 
greenness groups (e.g., parks).  
Furthermore, surface accumulation of buildings (e.g., high-rise buildings) and greenness 
group such as large-scale parks were found as characteristic as “Landscape Mass” within 
the aerial landscape with high gaze and recognition quantity. This “Landscape Mass” in 
this particular situation was located far away. 
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In conclusion, based on the visual experience analysis in Chapters 4 and 5, the gaze and 
recognition points within the “Aerial Perspective of the City” was distributed in the 
horizontal direction of the upper part and focused on the characteristic sites. However, 
there was a collateral difference in the density. More-so limited sites of the recognition 
points tended to be indicated. Finally, these limited sites with a high density of recognition 
points are landscape elements providing clues to understand landscape structure 
geographically when seeing “Aerial Perspective of the City”. 
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＜図・表リスト＞ 
 
序章 
序表-1．視覚体験分析における「注視」と「認識」の関係による視対象の分類 
序図-1．視覚体験実験の種類と分析データの位置づけ 
序表-2．再現画像を用いた既往研究の実験概要 
序表-3．視覚体験分析の枠組み 
序図-2．研究の流れ 
序表-4．俯瞰景観に関する既往研究1 
序表-5．俯瞰景観に関する既往研究2 
序表-6．主体の「注視」と「認識」に着目した視知覚特性の分析に関する研究 
序表-7．主体の「注視」着目した景観分析に関する研究：眼球運動実験 
序表-8． 既往研究の分類と本研究の着眼点 
 
第1章 
表1-1．各国における超高層建築の定義(高さによる定義) 
図1-1．本章で扱うの超高層建築の定義 
表1-2．本章で使用する超高層建築データの数 
図1-2．東京都23区における超高層建築の分布 
表1-3．「住宅と非住宅」による用途の分類 
表1-4．「単一と複合」による用途の複合構成形態の分類 
表1-5．超高層建築における用途の分類 
表1−6．超高層建築の上階部における一般公開と非公開の区分 
表1-7．一般公開(一般利用)の用途の詳細 
図1-3．経済・社会的の動向(地価・株価・GDP) 
図1-4．東京都23区における超高層建築の竣工数の推移 
表1-8．時期別の超高層建築の数と平均高さ 
図1-5．東京都区部における超高層建築の時期別の推移 
表1-9．超高層建築の時期別の特徴 
表1-10．東京23区における超高層建築の用途別構成比 
図1-6．東京都23区における時期別・機能別の超高層建築物の割合 
表1-11．東京23区における超高層建築の用途別の累積構成比 
表1-12．複合用途の超高層建築における主体用途と付加用途の程度(頻度) 
表1-13．複合形態の詳細用途別の超高層建築物の数 
表1-14．事務所複合施設の時期別の竣工数 
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表1-15．共同住宅複合施設の時期別の竣工数 
図1-7．事務所複合施設の時期別の竣工数 
図1-8．共同住宅複合施設の時期別の竣工数 
表1-16．上階部の空間利用の時期別の竣工数 
図1-9．時期別の上階部の空間利用の用途 
表1-17．超高層建築の時期別の竣工数 
表1-18．時期別の超高層建築物の数、平均高さ、平均容積率 
表1-19．容積率別、時期別の超高層建築物の数 
図1-10．容積率別、時期別の超高層建築物の数 
表1-20．時期別、高さ別の平均容積率 
 
第2章 
図2-1．「SKYTREEVIEWソラマド」アーカイブの構成 
図2-2．実験に用いた6つの俯瞰画像 
表2-1. 実験の手順 
表2-2．各被験者の注視点データの数 
写真2-1．被験者実験の様子 
図2-3．俯瞰画像に対する全注視点の分布(全俯瞰画像) 
表2-3．注視点の垂直分布の割合 
表2-4．注視点データの属性(被験者1) 
表2-5．注視点データの属性(被験者2) 
表2-6．注視点データの属性(被験者3) 
表2-7．注視点データの属性(被験者4) 
表2-8．注視点データの属性(被験者5) 
表2-9．注視点データの属性(被験者6) 
図2-4．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者1) 
図2-5．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者2) 
図2-6．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者3) 
図2-7．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者4) 
図2-8．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者5) 
図2-9．各俯瞰画像に対する注視点の分布(被験者6) 
図2-10．平均注視点と標準偏差 
表2-10．各俯瞰画像における平均注視点の座標と標準偏差 
図2-11．注視点の移動方向の分析例(被験者2、D画像) 
表2-11．各俯瞰画像における注視点の移動方向 
表2-12．注視点の平均移動方向 
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図2-12．全体平均注視点の位置と中景領域の範囲 
図2-13．俯瞰画像及び被験者ごとの注視点数 
 
第3章 
図3-1．分析の流れ(3章) 
図3-2．本章で扱う俯瞰画像の分析の枠 
図3-3．俯瞰画像の景観構成特性とメッシュ分析による注視対象の抽出課程の1サイクル 
図3-4． 俯瞰画像の俯角ごとの分析単位の設定方法 
図3-5．各セル(2度おき)における景観要素の対応例 
表3-1．景観要素の分類と細項目 
表3-2．各俯瞰画像における景観要素の構成割合 
図3-6．俯瞰画像別の景観要素構成の割合 
図3-7．俯瞰画像別の景観要素構成図 
図3-8．メッシュ分析に用いた各セルにおける共通注視量の計算式 
図3-9．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像A) 
図3-10．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像B) 
図3-11．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像C) 
図3-12．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像D) 
図3-13．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像E) 
図3-14．注視点データを用いた共通認知量の算出によるメッシュ分析(俯瞰画像F) 
図3-15．注視対象セルの抽出過程 
図3-16．各俯瞰画像における注視対象セル(黒い箇所)抽出過程 
図3-17．各俯瞰画像における注視対象として抽出されたセル 
表3-3．各俯瞰景観における注視対象の割合 
図3-18．俯瞰画像別の注視対象の割合 
表3-4．注視対象における共通注視量の平均 
表3-5．俯瞰画像の景観構成と注視対象の割合の差 
表3-6．景観構成と注視対象の相関 
表3-7．注視対象の数の俯角別の割合(%) 
表3-8．俯角ごとの注視対象の平均共通注視量 
図3-19．俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量の変化(全体画像平均) 
図3-20．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
の変化(下) (俯瞰画像A) 
図3-21．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
の変化(下) (俯瞰画像B) 
図3-22．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
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の変化(下) (俯瞰画像C) 
図3-23．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
の変化(下) (俯瞰画像D) 
図3-24．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
の変化(下) (俯瞰画像E) 
図3-25．俯瞰画像における注視対象のセル(上)と、俯角別の注視対象の数の割合と共通注視量
の変化(下) (俯瞰画像F) 
 
第4章 
表4-1．被験者の属性  
図4-1．本章で扱う俯瞰画像 
図4-2．分析の流れ(4章) 
表4-2．認知地図作成における被験者に対する指示 
図4-3．認知地図の作成(被験者1、エレメント数59箇所) 
図4-4．認知地図の作成(被験者2、エレメント数54箇所) 
図4-5．認知地図の作成(被験者3、エレメント数30箇所) 
図4-6．認知地図の作成(被験者4、エレメント数65箇所) 
図4-7．認知地図の作成(被験者5、エレメント数108箇所) 
図4-8．認知地図の作成(被験者6、エレメント数33箇所) 
図4-9．認知地図の作成(被験者7、エレメント数35箇所) 
図4-10．認知地図の作成(被験者8、エレメント数24箇所) 
図4-11．認知地図の作成(被験者9、エレメント数31箇所) 
図4-12．認知地図の作成(被験者10、エレメント数32箇所) 
表4-3．各被験者の認知地図におけるエレメントの想起数 
表4-4．認知地図におけるエレメント別の想起率(想起数3以上のものを示す) 
表4-5．実験から得られた注視点と認識点の数 
表4-6．アイマークデータとVRデータの対応(被験者1) 
図4-13．各被験者の注視点データと認識点データの分布(被験者1～被験者5) 
図4-14．各被験者の注視点データと認識点データの分布(被験者6～被験者10) 
図4-15．全被験者の注視点データ(上)と認識点データ(下)の分布 
表4-7．俯瞰画像における平均中心点の座標 
図4-16．俯瞰画像における平均注視点と平均認識点の位置 
図4-17．エレメントの想起数と認識点数の相関 
表4-8．認識点における発話内容 
表4-9．被験者別の発話内容の頻度 
図4-16．発話内容の種類別の頻度 
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表4-10．各被験者の認識点における発話内容 
 
第5章 
図5-1．分析の流れ(5章) 
図5-2．予備実験で作成された景観認識図 
写真5-1．景観認識図作成に用意した用紙(撮影日時：2016年10月18日、15：00) 
表5-2．各被験者の景観まとまりの指摘数 
図5-3．被験者実験から得られた景観認識図(10人) 
表5-1．景観認識図における景観まとまりの判断基準 
図5-4. 実験から得られた景観認識図(被験者1～被験者5) 
図5-5. 景観まとまり箇所の抽出過程(被験者1～被験者5) 
図5-6. 実験から得られた景観認識図(被験者6～被験者10) 
図5-7. 景観まとまり箇所の抽出過程(被験者6～被験者10) 
表5-2．景観まとまり構成要素の分類 
表5-3．景観まとまり構成要素の指摘数 
図5-8．景観まとまりの分布図の作成過程 
図5-9．景観まとまりのメッシュ分布図の作成過程 
図5-10．景観まとまりのメッシュ分布図 
図5-11．俯瞰画像における共通注視量の分布 
図5-12．メッシュ分析に用いた各セル共通注視量の計算式 
図5-13．俯瞰画像における共通認識量の分布 
図5-14．メッシュ分析に用いた各セル共通認識量の計算式 
図5-15．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の相関(全体) 
表5-4．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量 
図5-16．建築物による景観まとまりの形態分類 
図5-17．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の相関(種類別) 
図5-18．景観まとまりにおける共通注視量と共通認識量の比較 
図5-19．俯瞰画像における主対象となり易い景観まとまり 
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